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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昔のエラい人がこう言った。──ギャルのパンティおーくれ、と。

　あります。ここに。

　パンティ、あるいはショーツとも呼ばれる女性モノの下着が。色は可愛かわいらしいパステルピンク。感かん触しよくからして、材質は綿めん。ぬくもりはとうに失うせ果てて、冷たくなっている。

　──この一枚の布きれは、一人の女の子を守り切った勇者と言っても過か言ごんではない。

　だからこそ俺おれはパンツに敬けい意いを表し、同時に愛する。敬愛する。男はいくつになっても勇者ヒーローに憧あこがれるものなのだ。

　しかし、有ゆう識しき者しや諸しよ氏しはこうもいうだろう──そのパンツの持ち主による、と。

　ご安心ください。穿はいていたのは美少女です。それもとびっきりの。

　容よう姿し端たん麗れいにしてスタイル抜ばつ群ぐん──街を歩けば、ナンパと芸能事務所のスカウトに道を阻はばまれる事請うけ合あい。このパンツに彼女の写真を添そえてオークションに出品しようものなら、田でん園えん調ちよう布ふに家を建てられる値段まで有識者諸氏へんたいさんたちが競せり合あうだろう。

　……ま。中身を別に考えればの話だけど。

　万が一にも、俺おれがパンツに敬意を表している姿を彼女に見られようものなら──断言しよう。俺は死ぬ。それ程までに、このパンツの持ち主は危険なのだ。

　だが、何事もなかったように洗濯機の中に放ほうってしまうにはあまりに惜おしい。

　鬼の居ぬ間に、鬼の洗濯物を手にした千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス……ここは考えどころだ。

　嗅かぐか。被かぶるか。食すか。いっその事ブラジャーも探し出して、上下セットで装そう着ちやくしてみるか。そこまできたら、靴下も敬いたくなってくる。俺の敬意も天てん井じよう知らずだな。

「しかたない。ここは一いつ旦たん預かっておいて、と」

　独ひとりごち、俺がパンツをポケットに入れようとした──その時だった。

「何してやがんだァ────!!」

「グぶホゥ!?」

　横っ腹に衝撃が走ると同時にパンツが奪われ、崩くずれ落おちながら振り向く。

「い、いい蹴けりだね……でも背後から、っていうのはちょっと卑ひ怯きようだよ──ななの」

　呻うめく俺を、眉み間けんにシワを寄せた彼女が見下ろしてきた。

「卑怯なマネしてんのはどっちだ、このべらぼうが!!」

　言葉遣いだけなら、彼女はちゃきちゃきの江戸っ子だ。

　しかし肌はだは白く、髪は銀色、瞳ひとみは緑、胸は高校生になったばかりだというのにＧカップを誇ほこるという外国人仕様。なんでも、ロシア人の母親からの遺い伝でんらしい。

　──彼女の名前は鉄くろがねななの。俺の同棲相手だ。

　トップモデルも隣となりに並ぶのを尻しり込ごみするような銀髪美少女は、葛飾かつしか北ほく斎さい作『富ふ嶽がく三十六景・赤富士』が大きくプリントされたＴシャツを着ている。渋い趣味だ。ただでさえ富士山が二つあるので、一富士二富士三富士山というなんとも縁起のいい胸元になっている。

「ちょっと目を離したらべらぼうなマネしやがって……覚悟はできてんだろうな？」

　彼女はショートパンツのポケットに下着をねじ込み、メンチを切ってくる。

「べらぼうなマネって言われても、うやうやしく眺ながめてただけだよ──まだ」

「現行犯でも未み遂すいでも、ヘンタイなコトにァ変わりねぇだろが！」

　語気を荒あらげる彼女を『まぁまぁ』と手で制し、俺は遠い目をした。

「……女の子のパンツってのは、嬉うれしいものなんだよねぇ」

「しんみりした顔で抜かしてんじゃねぇよ！　今日という今日は勘かん弁べんならねぇ!!」

　ヤバい、と命の危機を悟さとった俺は、即そつ行こうで態度を改める。

「確かにパンツをどうにかしようと思ったのは俺が悪いよ、認める！　でも洗濯するってなると絶対下着には触っちゃうんだって！　それが嫌なら、ななのが洗濯して！」

「フン！」

　彼女は鼻を鳴らし、生ゴミで一杯になった三角コーナーを見るような目で、

「誰が好すき好このんでヘンタイの服ふくに触さわるかってんだ！　ンなモン自分でやりやがれ」

「だったら、せめて自分のだけでも！」

「やなこった。誰がアンタの言いなりになるもんかよ」

「打つ手無しか！　じゃ、パンツおくれよ！」

「打つ手がねぇなら、手ェ出してくるんじゃねぇ!!　誰が渡すかってんだ！」




　──日曜の朝だというのにぎゃーぎゃーわめき合う俺おれ達たち。

　ここまでの流れでなんとなく分かってもらえたと思うが、俺達は恋人同士でも、家が隣となり同士の幼おさな馴な染じみでも、ましてや互たがいに好き合ってるわけでもない。

　あえて言うなら……まぁ、諸もろ々もろを省はぶいて言うのなら、許嫁って事になるのかな。

　かたや手の付けられないエロ男子。

　かたや手の付けられない不良娘。

　そんな俺達だが、何の因いん果がか最悪の場合結婚させられるかもしれない間あいだ柄がらにある。

　そして、これもまた皮ひ肉にくな事に、その結婚を回避する為に同どう棲せいしている。

　結婚を前提とした同棲ではなく、最悪の場合に結婚を想定した同棲。

　これは──そんなややこしい関係を余よ儀ぎなくされた俺達の愛ラブやら何コメやらでてんてこ舞いな、そんなお話だ。
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『前置きもなく言わせてもらうよ。キミはバカだ。──それと、おはよう』

　春の暖かな日差しの中で電話に出たら、開口一番、罵ば倒とうされてしまった。

　昨日から俺が通う事になった、私立角かく隠いん大学附ふ属ぞく高校が誇ほこる自慢の桜並木。

　桜の花は美しく、ひらりひらりと舞い落ちる様は趣おもむき深ぶかい──が、しかし。地面に落ちたら最後、薄うす紅べに色いろの花びらは美び観かんを損そこねるゴミと化す。人間ってのは業ごうが深いね。

「えっとね。いきなり人を罵倒するのはどうかと思うよ？　──それと、おはよ」

『仕方あるまい。キミの置かれている状況は、まさしくバカそのものなのだからね』

　悪びれもせず彼女は続け、桜は散り、綺き麗れいになった石いし畳だたみが春の名残なごりの絨じゆう毯たんに覆おおわれていく。うーん……キリないなぁ、これ。

『女子運動部の朝練終了時を狙ねらって覗のぞきを敢かん行こうするも、あっけなく見つかり捕ほ獲かく。罰ばつとして「覗きをしました　堂どう家け緋ひ色いろ」と書かれた段ボールをぶら下げて、学校の敷地内を掃はき掃除。これだけで、バカと呼ぶに余りある根拠だと思うがね──一年三組の堂どう家け緋ひ色いろクン』

　ふむ、と改めて自分の首に掛かかっているお手製プレートを手に取ってみる。それから、周囲を見やる。ちょうど登校時間なので、道行く生徒達たちの囁ささやき声もよく聞こえてくる。

「覗のぞきするヤツってホントにいるんだ」「一年って……昨日入学したばっかじゃん」「無理もないって。アイツ、堂どう家けだよ」「堂家って、エロ本拾おうとして陸自の朝あさ霞か駐ちゆう屯とん地ちに侵入したヤツ？」「ああ、あの有名なバカね」「バカでエロいとか……最悪」「サイテー」

　わぁ、ボロクソ。

「たはは……自じ業ごう自じ得とくとは言え、なかなかの四し面めん楚そ歌かだなぁ」

　傷心を苦笑いで覆おおい隠して、近くにいるはずの電話相手を目で探す。

『仕方あるまい。緋色ヒーローと言うのは孤こ独どくなものだからね』

　おっと、小学校の時から使ってる『緋ひ色いろ＝ヒーロー』ネタを先に使われちゃった。

「勝手に人の持ちネタ使わないでよ──っと、目め白じろちゃん発見」

　彼女は二十メートルも離れていない場所にいた。

　桜の木に寄りかかり、本を読んでいる。ワイヤレスマイクを使っているらしく、電話は手にしていない。

　赤茶色の髪はセミロング。ソバカスのある顔を、長い前髪と分厚いメガネで覆い隠している。真新しい制服とカーディガンはぶかぶかで、小柄な体格を貧ひん相そうに見せていた。

　地味子、とか言われちゃいそうな彼女の名前は目白明めい。俺おれの数少ない女友達。

『……あまりこちらを見ないでくれ。花も恥じらう乙女である所の私だ。公こう衆しゆうの面前で堂々と視し姦かんプレイをされては、恥ち辱じよくのあまり失神してしまう』

　この発言が、俺スケベの友人であるなによりの証拠になると思う。

「いや、今の視線に他意はないよ？」

『だとしてもだ。今のキミはすっかり見世物と化しているのだよ？　そんなキミが、私をいやらしい目で見つめていることが知られてみろ。もしそうなれば、後の祭りだ。恥辱の度合いは跳はね上あがる。例たとえるなら……そうだな。裸にシースルー雨あま合がつ羽ぱで繁はん華か街がいを歩かされる、といった所か』

　朝っぱらからアブノーマルな台詞せりふを淡々と口にしながら、彼女は本のページをめくった。

　年頃の乙女が発した言葉を、俺は真っ正面から受け止める。

「──分かった。露出調教、続行するね」

『誰が私のご主人さまになれと言った？　冗談はいいから、向こうを向きたまえ。泣くぞ』

　それは困る！　嬉うれし涙なみだ以外に、女の子の涙は見たくない。

　すいませんでした、と俺はすぐさま回れ右。

『落ち着いたところで……堂家クン。訊ききたいことがあるのだが』

「どんな事？」

『簡単さ。今朝の覗きにおいて、キミが最もっとも欲よく情じようにかられたのはどういった瞬間だい？』

　さすが乙女。痴ち的──じゃなかった。知ち的てき好こう奇き心しんが旺おう盛せいだ。

　まぁ、そうでもなければ俺おれの友達にはなってくれないか。

　擬態をしてまで目立ちたがらない彼女と、何かと悪目立ちしてしまう俺。

　そんな相あい反はんする立場にいる俺達たちに共通しているのは、異性に対しての並々ならぬ探究心。

　第三者からすれば、あんまりな理由で築いた友情と言われるかも知れないが……あえて言おう。エロは偉い大だいだ。青春を懸かける価値がある。もちろん節せつ度どは守って、だけどね。

「覗のぞき、なんて人聞きの悪い事言わないでよ。俺がしているのは垣かい間ま見みだって」

『ああ、「垣かい間ま見みは雅みやびやかな結婚活動」などとのたまっていたね。ご丁寧に源げん氏じ物もの語がたりの紫むらさきの上うえの件まで付け加えて』

　──平安の頃、貴族の女性は非常に奥ゆかしかったという。その奥ゆかしさたるや目め白じろちゃんの比ではなく、大きな声を聞かせる事すらはしたないと考えていたそうだ。そんなガードの堅かたい女性達を一目見ようと男達は躍やつ起きになって覗き──もとい、垣かい間ま見みという方法を産みだしたとか。いつの時代も、男は見えない物に心奪われる生き物なのだ。スカートの中とか。

　目白ちゃんはあからさまなため息をついた。

『ブレない男だな、キミは。今まさに公開処しよ刑けい中だというのに、反省の色が全くない』

「反省はしてるよ。でも──明るく・やらしく・たくましく、が俺のモットーだからね。そんでもって、俺にはでっかい夢がある。くじけてなんかいられないよ」

『ふむ。まさにゴキブリのような精神力だね。驚嘆に値するよ』

「それって褒めてる？　バカにしてる？」

『両方さ。だが、実にキミらしい。そして、どうしようもない程にオスそのものだ。男を知る為のモルモットとして、キミ以外には考えられない』

　やった、ゴキブリからモルモットに扱いが上がったぞ！　次は霊れい長ちよう類るいを目指すぜ！

『前置きはさておき、そろそろ興奮ポイントを教えて貰もらおうか。──下着を見た時かい？　それとも汗で張り付いた体操服を脱いだ時かい？　そういえば、タオルで脇わきの下を拭ふいてる姿も堪たまらない、と以前言っていたね。あるいは下着と制服の中間のような格好で乳ちち繰くり合あう女生徒同士を見た時か。ふむ。この場合はどうなのだろう。男が介さない状態を見ているのが楽しいのか、はたまたその間に武力介入する事を妄想するのが楽しいのか……率そつ直ちよくな意見が聞きたいな。さぁ、早くあの時の興奮を思い出したまえ』

　いきなり観察レポートをまとめられ始めた!?　ホントにモルモットになった気分！

「お、おっけ。それじゃ──っと。でも、本読んでる途中じゃないの？」

『問題ないさ。私の手元にあるのは昨日購入した調教モノの官能小説だが……ちょうど一発終わった所でね。ホームルームを考えれば読み進めるにも微妙な時間だ』

　他に言い方なかったかなぁ。まったくもって、けしからん。後で貸して貰おう。




　自分で言うのもなんだが、俺おれはスケベだ。

　ヒマさえあれば『ラッキースケベ』にであうにはどうすればいいのかを考えているし、友人同士での成人指定の本の貸し借りはもちろんの事、未み遂すいも含めた垣かい間ま見みの回数は数え切れない。そして、それらの合計と同じくらい女子から物理的・精神的な制裁を受けている。

　訂てい正せい。かなりスケベな十五歳だ。

　だが誓って、思春期の悶もん々もんとした下心を持てあました結果としてスケベになったのではない。この点は声を大にして否定しておく。

　俺がこうなってしまったのは父の教え──俺が三歳の時、事故でこの世を去ってしまった父さんが、遺言代わりに遺のこしてくれた言葉が原因なのだ。

『──運命の赤い糸で結むすばれた女の人と結婚しろよ』

　親の言う事を素直に信じていた幼い心に、その一言は深く深く深ぁく刻み込まれた。

　──どうにかして、運命の赤い糸を見つけないと。

　──でも、見えなかったら透明のはずなのに……なんで、赤い色をしてるんだろう。

　──そもそも、運命って何？

　産うぶ声ごえを上げてわずか数年の俺にとって、それは哲学だった。

　なので、割とあっさり悩むのを止やめた。

　──よく分かんないけど、女の子を知ろうと努力していれば、出会えるんじゃないかな。

　こんな具合にふわっとした着地点を見い出し、現在まで至っている。

　つまり、俺のエロ活動はあくまでも運命の女性と巡り会うのを目的としているのだ。

　修行……いや、研究。まさに緋ひ色いろの研究だ。上う手まいこと言った。座布団三枚。

　研究に研究を重ね、あらゆるフェチズムを学び、知識を高め、ムードに呑のまれない精神力を手に入れる。そして運命の女性に出会った暁には、蓄たくわえに蓄えた知識、技量、貞てい操そう観かん念ねんの全すべてを解き放ち、万ばん感かんの思いを持って結ばれる。

　研究で迷惑をかける対価として、老いも若きも女性には敬けい意いを表し、泣いている女の子は笑顔にし、セクハラを見み咎とがめられた際はフルボッコも喜んで受け入れる。

　このように、俺は真しん摯しに真面目まじめにひたむきに、エロと向き合っている。

　……ま、ほとんど誰にも理解してもらえないんだけどね。性義のヒーローは孤こ独どくなのだ。




「──でね、やっぱり衝撃的だったのは俺が捕まった原因！　だって、彼氏からプレゼントされたブラとパンツだよ？　真っ赤なレースでさ……そんでもって週末にはお泊まり！　そんな意味深な事聞いたら、思わず『マジっスか!?』って言っちゃうよ!!」

『その大声のおかげで犯行が露ろ見けんしていたら世話はないよ。これだから童貞は……』

　軽く名めい誉よ毀き損そんをしておきながらも、目め白じろちゃんは興味をそそられたらしい。

『だが、かく言う私も純じゆん潔けつを貫く乙女。そこから先は未体験──書物や映像で得た知識しかない。キミと同じように、男女の同どう衾きん事情に興味津々だ。俗に言う、同じ穴の兄弟さ』

「あれっ、なんとなーく危ない言い間違いしてない？　ムジナじゃない？」

『気のせいだよ。──おっと』

　不意に、目め白じろちゃんが何かに気を取られたような声を出す。

『時間切れのようだね。お喋しやべりはこの辺りにしておこう。堂どう家けクン。それでは、また』

　別れの言葉もそこそこに、いきなり通話を終了されてしまった。

「そんな急に！　もしもし？　もしもーし？」

「──罰ばつ則そく中にも関かかわらず、電話でおしゃべりですか？」

　相手のいない電話に呼びかけていると、背後から、ちょっと怒った雰囲気をした清せい涼りよう感かんに溢あふれた声が聞こえてきた。

　あっ。

　恐る恐る振り返る。そこには、見慣れた顔がいた。眉まゆを吊つり上あげ、腕組みをしている。分かりやすくお冠かんむりのご様子だ。

「私が確保しなかったら、緋ひ色いろくんは運動部の先輩方に制裁を加えられている所なのですよ？　それを清掃という形で学校に貢こう献けんする事によって、罪の軽減をして頂けるように掛け合ったというのに……なんていい加減なのでしょう！」

　そう言って彼女は、人差し指をピンと立てた。












「いいですか？　平和を乱した罪は償つぐなうものです。横おう着ちやくするのは正しくありません！　めっ、ですよ？」

　このポニーテールがよく似合う女の子は、遠とお山やまあおいちゃん。

　ひいき目無しに整った顔立ちに、活力漲みなぎるパッチリとした瞳ひとみが目立っている。

　艶つや々つやとした長い黒髪。快かい活かつで清潔感のある印象を受ける身体からだつき。手足は細く締まっているが健康的で、ヒップラインは魅惑の曲線を描いているのが素す晴ばらしい。スレンダーとはかくあるべき、を体現したようなスタイルだ。うん。今日も胸までスレンダー。

「いやぁ、申し訳ありませんです」

　俺おれは頭を下げ、謝罪ついでに視線を彼女の脚あしへ移す。

「まったくです。少し目を離しただけで、すぐに怠なまけてしまうのですから……」

　黒いパンストに包まれた彼女の細脚。いや、デニール数から言ってギリギリタイツの範はん疇ちゆうか。このシースルー感控え目な所が、見ている者の妄想を膨ふくらませてくれる。膝ひざの辺りが微かすかに透けて見える所が堪たまらない。タイツはやっぱり質感だよね。

「緋ひ色いろくん？　聞いているのですか？」

「あ……ごめん。タイツしか見てなかった」

　彼女は説教を中止し、真っ赤な顔でスカートの裾すそを押さえた。

「ふ、不健全ですっ。まったくもって不健全です！　とても許せません！」

　あおちゃんが腰に手を回し、そこに装備していた銀色の手て錠じようを掴つかんだ。

　一応断っておくが、彼女は監禁癖持ちのヤンデレではない。

　その手錠で自分と俺とを繋つなぎ、

「被ひ疑ぎ者しや確保です。──それでは、清掃作業を続行しましょう。次の場所に連行します」

　有無を言わせぬ口ぶりに、俺は冷や汗混じりの愛想笑いを浮かべる。

　──俺とあおちゃんの出会いは三年前。中学一年生の時だ。

　拾った参考資料を教室で読み、女子更衣室を垣かい間ま見みして、体育の授業中に女子を執しつ拗ようなまでに凝視し、昼休みにはエロ談義に花を咲かせていた俺。そんな俺を、あおちゃんが危険人物と認定するまで、一ヶ月もかからなかった。

　現役の警察官を父に持ち、熱さ溢あふれる昭和の特撮と刑事ドラマをこよなく愛する彼女にとって、平和を乱す俺あくを正す事は当然であり必然。

　しかし俺にも夢がある。たとえ美少女から制裁を受けても立ち止まるわけにはいかない。

　そんな怪盗と熱血刑事のような関係が、彼女の胸囲の数値と共に現在まで──どっちの意味でも一センチすら変わらずに続いている。

　ついでに言えば、いつの頃からか、こんな手錠まで持ち歩き始めた。実は他にも手錠を携帯していて、時と場合に応じて使い分けているだけでなく、それぞれに名前を付けている。ちなみに、この銀色の手て錠じようは『蒸じよう着ちやく』だ。由来が丸わかりで、いっそ清すが々すがしい。

　とは言え。どんな形でも、可愛かわいい女の子と触れ合えるというのはありがたい事だ。現に今も、通り過ぎた男子全員があおちゃんを振り返って見み蕩とれている。

　この事実からも分かるように、大事なのは胸の大きさじゃない。大きい方が見み栄ばえはするが、おっぱいは見て・触れて・感じさせるものだ──と思う、童貞の俺おれだった。

「まったく！　本当にまったくですっ、高校生になれば改善すると思っていたのに……」

　未いまだにぷりぷり怒っているあおちゃんは、ぶつくさ文句を言っている。

「そんな顔も魅力的だけど、あんまり怒ると眉み間けんにシワが出来ちゃうよ？」

「緋ひ色いろくんが原因でしょう!?　毎日毎日不健全なことばかりしているのですから！」

　と、眉まゆと眉の間を手で隠しつつ睨にらみつけてくる彼女。あ、気にしてる。

「そんな事言われてもなぁ。赤い糸が誰と結むすばれてるか分かんないし、将来の為ために勉強もしないといけないんだよ？　手を抜くわけにはいかないって」

「だからと言って、人々の平和を乱していいわけはありません！」

　あおちゃんは、胸があと十センチあったら押し当てられる距離まで詰め寄ってきて、

「いいですかっ？　このように不健全な行為を続けていれば、仮に運命の赤い糸で結ばれた方がいたとしても、あなたの事を軽けい蔑べつするのは明白です！」

「その時は理由を話せばきっと分か──いや、ちょっと待って。仮に、って言った？　中学三年間、何度も説明したのに、まだ信じてくれないの？」

「そ、それは……あれだけ聞かされてしまいましたから……」

　言いい淀よどんだ彼女は、俯うつむいた頬ほおをうっすらと染め、

「あったら素敵かも、とは……思いますよ？　ちょっとだけ」

　親指と人差し指で二センチほどの空間を作ってくれた。

「あおちゃんのそういうとこ、可愛いと思うよ」

　彼女はハッとした顔で首を振った。ポニーテールがブルンブルンと揺れる。

「もう！　緋色くんはすぐにそういうことを言うのですからっ……いかがわしい顔で！」

「いかがわしいって……ちょっとよだれが垂たれちゃっただけだよ？」

「ちょっとなどという生半可な量ではありませんよ!?　苦笑いを浮かべていないで、早くお口を拭ふいて下さいっ」

「そんな大げさな──うっそ、こんなにダバダバ垂れ流してた!?　自分でびっくり！」

　周りからの『手錠プレイだと……羨うらやましい』『堂どう家け、場所替われ』『まさに駄犬』という嫉しつ妬とと侮ぶ蔑べつの視線をシャワーよろしく浴びている間に、校門前へと到着した。

「それでは、鍵かぎを外して──あら？」

　ポケットに手を入れたあおちゃんが取り出したのは、手錠の鍵ではなく小さなボタン。

「忘れていました。今朝、緋色くんが覗のぞき見をしていた現場に残していった遺い留りゆう品ひんです」

　ブレザーを確認すると、袖そでのボタンが一つ無くなっていた。

「木から降りた時に、枝に引っかけちゃったのか。買ったばっかりなのに……」

　ありがとね、とボタンを受け取り、ポケットから携帯用のソーイングセットを取り出す。何かと生なま傷きずが絶えないスリリングな生活をしているので、絆ばん創そう膏こうと針と糸は必ひつ須すアイテム。

　それに、家庭の事情で裁さい縫ほうは得意だ。ボタン付けくらいは立ってでもできる。

　と、上着を脱ぎかけた所で、はたと気付く。

「あ！　手て錠じようしてたら服脱げないじゃん。もう、あおちゃんったらぁ」

　このドジっ子さんめ、と微笑ほほえみかけると、彼女は気恥ずかしそうに手を口に当てた。

「私とした事が、ついうっかり──ではなくて！　今は罰ばつ則そく中ですよ!?　鍵かぎは外しますけれど、ボタンを付けるのはお家うちに帰ってからにしてくださいねっ」

　俺おれに釘くぎを刺しながら、あおちゃんが手錠の鍵を外した──その時だ。車のクラクションが鳴り響いた。

　見れば……陽ひの光を反射する程に磨みがき上あげられた黒塗りの車が複数台、こちらに向かって走ってくる。燦さん然ぜんと輝くエンブレムのおかげで、遠目でも高級車のそれと分かった。

　高級車の団体は、まるで学校への道を塞ふさぐように停車した。車内はフルスモークになっているせいで全く見えない。

　どこかのお金持ちが入学したのかなぁ──なんて吞のん気きに構えていると、車のドアが次々と開いた。車内から現れたのは……

　三さん白ぱく眼がん。パンチパーマ。スキンヘッド。テカテカのオールバック。ど派手なスーツ。先の尖とがったエナメルの靴。くわえタバコ。歯の欠けている人や顔に傷のある人、身軽な格好の人だとシャツの袖そでから色彩豊かな彫り物が覗のぞいていた。

　あ、ヤのつくご職業の方々だあばばばばばばばばーっ!!

「一体どのようなおつもりですかッ！」

　まさかの急展開に腰を抜かしそうになっている俺とは真逆で、あおちゃんは近くにいた前歯と小指のないオジサマに食ってかかった。よりによって一際人相の悪い人に!?

「ここは健全な学生が集つどう学舎まなびや──反社会的組織の会合場所でも、非合法的取引の現場でもありません！　直ちにお引き取りを願います！」

　正論だ。非の打ち所のない正論だ。でも、相手が相手だ。

「あ、ああ、あおちゃん。ここは穏便に……ね？　とにかく穏便に」

「穏便もなにも、この場を不穏にしているのはこちらの方々です！　──責任者の方はどなたですかッ？　速やかに道を空けて下さい！」

「だから、なんでそんなにグイグイ言っちゃうの!?」

　あおちゃんを必死で押さえ、俺は半泣きでペコペコ頭を下げる。

「すいません！　この娘こ、真面目まじめなだけなんです！　見逃してあげて下さい！」

　俺は知ってるんだ！　このままじゃ、あおちゃんが売り飛ばされて、大人のお店で一番のお姫さまになっちゃう！　そういう実話、写真週刊誌で読んだ事あるんだ！

「──カタギの方に手を出すような、外げ道どうな真ま似ねはしませんよ」

　その穏やかな声に応じるかのように、強こわ面もてのオジサマ方がサッと脇わきに退しりぞいた。全員がそちらに向かって頭を垂たれ、一人の男性がモーゼよろしく近付いてくる。

　現あらわれた男性は、俺おれ達たちに向かって頭を下げた。

「突然のご無礼をお許し下さい。私共は黒鉄くろがね組ぐみ──ご覧の通り、ヤクザ者の集まりです。私は代だい貸がしをつとめさせて頂いております、結城ゆうき龍たつ彦ひこと申します」

　恐らくこの中で一番の上役なのだろう。見たところ三十代前半。長髪を後ろで束ね、仕立ての良さそうなスーツの上にウン十万はするであろうコートを羽は織おっている。顔立ちといいスタイルといい、モデルと言っても通じそうだ。とても極道には見えない。

　結城さんは、知性を感じさせる穏やかな笑みを浮かべた。

「私ども他ひ人と様さまに顔向けできない生業なりわいをしておりますが、極道者には極道者の掟おきてがございます。組の看かん板ばんに誓って、皆様に危害を加えるような事は致しません」

　それから、俺とあおちゃんの顔を交互に見やる。

「それにしても、こんなに早くお二人に会えたのは幸いでした。堂どう家け緋ひ色いろお坊ちゃん。そして、遠とお山やまあおいお嬢さん」

　俺とあおちゃんは思わず顔を見合わせた。

　何が何やら分からないが、この口ぶりから察するに、黒鉄組の皆さんは俺かあおちゃんのどちらか──或あるいは両方に用があるらしい。

「どうして私達の名前を……？」

「堂家先生から伺うかがいました」

「堂家先生……母さんから？」

「一体、どういう理由で私達の──」

　あおちゃんの質問を、急ブレーキの音が遮さえぎった。

　けたたましい音をたてて停とまった車から現れたのは、スキンヘッドで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした三十絡みの男性だった。苦痛に顔を歪ゆがめて、腕を押さえている。

「あ、アニキぃ……こっちは……全め……つです。足止めできませ……」

　報告を聞いて、結城さんの目つきが鋭するどくなる。途端に切れ者の一面が顔を出した。

「もう突破されたか。──親父は？」

　背後に控えていた組員さんが、「もうすぐ追っ付くとの事で！」と即座に返答する。

　な、なんだ？　急に緊きん迫ぱくしてきたぞ？

　すると、結城さんが近くにあった車のドアを開けた。

「お坊ちゃん。本来でしたら、一から順を追って説明して差し上げたい所なのですが、事は急を要します。詳しい話は移動しながらでよろしいですか？」

「えっ？」

　なんで!?　何がどうなれば、ある日突然極道さんに拉ら致ちされなくちゃいけなくなるの!?

「待って下さい！」

　あおちゃんが、行かせるまいと俺おれの腕を掴つかんだ。

「私の目の前で略りやく取しゆ誘拐罪を犯せるとお思いですか？　納得のいく説明を求めます！」

「その時間がないのです。このままでは、お坊ちゃんの身に何が起こるか……」

「俺の身に!?」

　なんで!?　何がどうなれば、ある日突然命の危機にさらされなくちゃいけなくなるの!?

　そんでもって、なんでどうして極道さんが俺を助けようとしてくれてるの!?

「緋ひ色いろくん……まさか、暴力団の女性にいかがわしいことをしたのではないですよね？」

　あおちゃんから疑いの目で見られ、俺は必死に首を振った。

「してないしてない！　いくら俺でも、そこまでエロに向むこう見みずじゃないよ!!」

　それから、裏返りそうになる声で結城ゆうきさんに訊たずねる。

「誰なんです？　その……俺を狙ねらってる人って言うのは!?」

　すると、結城さんは困ったように口元を歪ゆがめた。

「──オオカミですよ」

「オオカミ？　オオカミって……三匹のこぶたとかに出てくる、あの？」

　そんなの練ねり馬まにいたっけ？

「ええ、オオカミです。近付く者は容よう赦しやなくかみ殺す一いつ匹ぴき狼おおかみ──おまけに美人です」

「美人？」

　思わず反応すると、先ほどやってきたスキンヘッドさんが酒焼けした声を張り上げた。

「アニキ、行ってくだせェ！　ここは俺達たちが食い止めま────」

　言葉が途切れ、驚きよう愕がくに開かれた瞳ひとみが白目を剥むく。いかにも腕自慢、といった身体からだが前のめりに倒れ──その背後から何かが現れた。

　いや、跳んできた。男性は踏み台にされたらしい。

　圧倒的な跳躍を見せた何かは、太陽の光と僅わずかばかりの桜の花びらを一身に受け、俺の目の前に横付けされた車の上に──今まさに連れ込まれようとしていたベンツの上に、着地した。車体が軋きしみ、上下に揺れる。

　反射的に顔を上げる。

　そうして俺は。

　息を、呑のんだ。




　まず目に入ったのは、豊満な胸だった。長年研けん鑽さんを積んで鍛きたえ上げた目によれば、九十一センチ──限りなくＨカップに近いＧカップと見た。デカい。そしてありがたい。

　次いで、風になびく白銀の長い髪が目に入る。プラチナブロンドというのだろうか。毛染めではない色素の薄さを感じさせる。

　肌はだは白く、汚れの方が恐れをなして近付かないんじゃないか、とさえ思える清らかさ。

　一目で日本人ではないと分かる。鼻はな筋すじはスッと通り、小ぶりな唇くちびるは淡いピンク色。かといって、欧米人と言われてイメージする激しい顔の凹おう凸とつはないようにも思える。全体的に、ほんのりと日本的な柔らかさが見受けられる。

　だが、目だけは別格だ。俺おれに向けられたエメラルドの瞳ひとみは、鋭するどいを通り越して悪い。それも悪いの中でも上位……凶悪、いや極悪。多分、目だけを見せたら子どもが大泣きする。

　しかし恐ろしい事に、人を殺せる目つきを差し引いても余りある美び貌ぼう。

　男としてこの世に生を受けて十五年。親の遺言をこじらせて、女の子の尻を追いかけ回してきた安心と実績のスケベとして確信する。

　──まいった。これが神のお茶ちや目めか。美少女のハードルをスキップ感覚で乗り越える美少女だ。

　そんな超ちよう弩ど級きゆう美少女は、春だというのに何な故ぜか角こ隠この夏服を着ていた。上着はヤンチャな小学生よろしく腰に巻いている。両腕にはアームカバー、スカートの下にはスパッツを穿はいている。脚あしに張り付き、柔やわ肌はだに食い込み、うっすら盛り上がった境目が素す晴ばらしい。

　銀髪爆乳美少女は、冷たい視線でこちらを見下ろし、鉄パイプで自分の肩をトントンと叩たたいた。

　……ん？　鉄パイプ？

　目立つ所が（胸とか）多すぎて気付かなかったが、右手には鉄パイプ。左腕のアームカバーの上にはホームセンターで売っているような野太い鎖を巻き付けている。鎖があるのは腕だけじゃない。見事なくびれを守るように、腰こしにも無ぶ骨こつな鉄てつの連つらなりが。

　ファッションというには……なんというか、物々しい。

　呆ぼう然ぜんと目を奪うばわれていると、車上の彼女がおもむろに口を開いた。

「──オイ、そこのすっとこどっこい」

「すっとこ!?」

　想像以上に流ちょうな日本語で罵ののしられた!?　その外見でべらんめえ口調なの!?

「アンタが堂どう家け緋ひ色いろか。へぇ……聞いてた通りのヘンタイだな」

　なんで俺の名前を──ああ、大々的にぶら下げてた。そうです。私が堂家緋色です。

　巧たくみに日本語を操る美少女は、次いで結城ゆうきさんを睨にらんだ。

　うわ、目つき悪っ！

「人を騙だまくらかしたかと思えば、次は兵隊けしかけて足止めか。随分好き勝手してくれるな。──ええ？　龍タ彦ツよ」

　ドスを利かせた美少女に、結城さんは困ったような微笑を浮かべる。












「あの人数を一人で突破されるとは……いやはや、腕を上げましたね」

「フン。褒められたってちっとも嬉うれしかねぇや」

「とは言え、こちらにも面子メンツというものがありまして」

　結城ゆうきさんが指を鳴らす。すると、それを合図に黒鉄組の皆さんが臨戦態勢に入った。

「小娘一人にやられるワケにはいかねぇ、ってか。相変わらず上っ面だけは立派なもんだ」

　吐き捨てるように彼女は言って、勢いよく鉄パイプを振り上げた。同時に胸も上を向く。

「上等だぜ。徹底的に──ぶちのめしてやらァ!!」

　啖たん呵かと共に鉄パイプが車に叩たたき付つけられ、腹に響く打撃音が周囲に広がる。その嫌な重低音と、容よう赦しやのない腕の振りに思わず目を瞑つむってしまう。

　胸の上下運動だけでも見ておくんだった──と、ろくでもない後悔をしながら薄目を開ければ、車の上には誰もいない。鉄パイプだけが転がっている。

　どこに行った、と首を動かせば──彼女は複数の極道さん相手に大立ち回りを演じていた。伸びてくる腕をかわし、背後からの抱きつきをすり抜け、肘ひじや膝ひざを叩き込む。

　鬼気迫る顔で襲い掛かかかった男達たちが、迫真を越えた苦く悶もんの表情で泡を吹き、どうと倒れる。

　その華麗とも言える戦闘を見ている内に、ああ、と気付く。

　──オオカミ。なるほど、これはオオカミだ。

　強い。圧倒的に強い。爆乳という重さのハンデを抱えながらも、一人一人確実に息の根を止めていく。その姿は、ヒツジの群れを襲うオオカミそのものだった。

　──結城ゆうきさん以外の組員さん達たちが地に伏ふせるまで、時間は一分もかからなかった。

「フン」

　自分の戦果を確かめるかのように伸のした組員さん達を見下ろした彼女は、車の上に放置しておいた鉄パイプを再び握った。曲がったストローのように変形している。

　より猟奇的なフォルムになった得物を手にした彼女は、無言で俺おれを見た。

　次はお前だ、と言わんばかりに。

「人違いですっ！」

　この娘こはちょっとシャレにならない！　危険過ぎる！　かかわり合いになるのはマズい!!　可愛かわいい女にはトゲがあるってレベルじゃないッ、五ご寸すん釘くぎだ！　アイアンメイデンかよ！

「ボクは緋ひ色いろくんじゃないんです！　これは彼から無む理り矢や理り押し付けられただけで……本物の彼は、ちょっとエッチなのが玉たまに瑕きずなイケメンなんです！　なんですか、覗のぞきって！　クソ真面目まじめなのが取とり柄えのボクに対する当てつけですよ！　心外だっ、訴えてやる！」

　三十六計逃げるに如しかず、と立て続けに出任せを口にする。

　彼女が眉まゆをひそめる。うわ、目つき悪っ！

「アタシが聞いた堂どう家け緋色は、垂たれ目のアホ面だって話だ。ついでに──」

　彼女の言葉を遮さえぎったのは、春の悪戯いたずらな風。

　強めの風圧にスカートがめくれ、俺は俊敏な動きで這はいつくばっ──ハッ!?

　しまった。こんな状況なのに……気が付いたら五ご体たい投とう地ち済みだと!?

「……ついでに、手の付けられないヘンタイか。聞いてた以上だぜ」

　スパッツに浮き上がる下着のラインの確認すら忘れさせる、冷たい声が聞こえてきた。

　か弱く震えながら顔を上げれば、怒りと羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤に染めた美少女とご対面。

「た、たはは……えっと、やっぱり肌はだが白いね？　お風呂上がりみたいで色っぽいよっ」

　場を和なごませようと、出来るだけ爽さわやかに冗談を飛ばしてみる。汗だくで。

　すると、彼女の顔の赤みが増した。しかし、表情だけは冷たいまま。雪女の顔にいちごシロップをぶっ掛けたらこんな感じになるのかもしれない。

「駄目だよ、そんなに怖い顔しちゃ！　女の子は笑顔が一番なんだから！」

「…………」

　この反応を見て──長年女子の怒りに晒さらされてきた俺は、自分の取るべき行動を悟さとった。

「──調子こいて、すいませんでしたァ!!」

　跪ひざまずいている状態から、流れるように土下座へと移行する。

「どんなヤツかと思って来てみりゃ……ヘンタイな上に嘘うそつき野郎。おまけにプライドの欠片かけらもねぇときたもんだ」

　そろーり顔を上げてみる。彼女は、十キロ先でも分かる不機嫌さで俺おれを睨にらんでいた。

「──べらぼうが」

　あ。これ、駄目なパターンだ。サンドバッグに移行するパターンだ。

「い、嫌だ───っ！　今回ばっかりは、いくら俺でも耐えられないって!!」

「やかましい！　その腕へし折ってやる！」

　逃げようとする俺に対して、彼女が鉄パイプを振り上げる。やられる！

　その時だ。「『赤せき射しや』!!」の掛け声と共に、あおちゃんが腰に装備していた赤いリード付きの手て錠じようを投げつけた。手錠は軽やかな音をたてて鉄パイプを捕らえる。

　この大型犬用リード付き投げ手錠は、あおちゃん三大手錠の一つ──名は『赤射』。今朝、俺を捕まえた時にも使っていた中・遠距離用の逸いつ品ぴんだ。元ネタについては割かつ愛あい。

「そこのポニテ。何しやがんだ」

「それはこっちの台詞せりふです！　ただちに武器を捨て、大人しく投降しなさい！」

　瞬く間に得物を封じたあおちゃんは、カウガールか岡おかっ引ぴきのように投げ縄リードを構える。

「あ、ありがとう！　あおちゃん！」

　ありがたいから、銀髪美少女の胸を睨みつけている事はツッコまないでおくよ！

「お礼には及びません。正義を愛する者として当然の行動です。……くっ、なんて大きさ」

　ここで、さりげなく結城ゆうきさんが俺の前に立った。肩越しに『大丈夫ですよ』という笑顔を向けられる。

「遠とお山やまさんの仰おつしやる通りです。これくらいにしてください──お嬢」

　お嬢と呼ばれた銀髪美少女はさも忌いま々いましそうに、鼻を鳴らす。

「フン。人を騙だましておいて偉そうに指図すんな。アタシは、そこのヘンタイをぶちのめす。ぶちのめした方がいいってコトが、今さっきよっく分かったんだ。──どけ」

「それは聞けない相談です。緋ひ色いろお坊ちゃんはお守りしなければなりません」

「とにかく、緋色くんと学校の平和は私が守ります！　私の正義にかけてッ」

　俺を巡って、美少女二人とイケメン一人が三みつ巴どもえの睨み合い。

　……あれ？　俺、いつの間にかヒロインのポジションになっちゃってる？

　ヒロインらしく『俺の為ために争わないで！』と涙声で割って入るタイミングを見計らっていると、目め白じろちゃんから電話が掛かかってきた。こっそり通話ボタンを押す。

『見事な土下座だったよ。思わずカメラで撮影してしまった』

　目白ちゃんは野や次じ馬うまに混じって状況を見物しているらしい。

「いや、あれは土下座するしかなかったって！　苦肉の策だよ！」

『だろうね。しかし……胸のサイズも気になるが、彼女は何な故ぜキミを狙ねらっているのかな』

「ああ、胸のサイズは九十一センチだよ。間違いない」

『迷わず即答か……さっきまでの半狂乱はどうしたんだい？』

　などとコソコソ話していたら、

「アンタは何を部外者気取ってやがんだ！」

　至し極ごく当然のセリフと同時に銀髪美少女から蹴けりを入れられてしまった。俺おれは「ぶべらッ」と断末魔の声をあげ、余りの勢いにケータイが手からすっぽ抜け──そのままお洒落しやれなバーカウンターの一場面のように路面を滑すべり、走ってきた車のタイヤの下した敷じきに。

「俺のケータイがーッ！　色んなサイトを巡って保存に保存を重ねた上にフォルダ分けにも気を遣ったエロ画像達たちが……ひしゃげたーッ!!」

　あ、あと目め白じろちゃんと電話中だったのに！

　地面に伏ふせたまま慟どう哭こくしていると、ケータイを亡き者にした車のドアが開いた。

　許さんぞ……なんて事しやがるんだ！

　ブン殴ってやる、とばかりに怒りの目を向ける。

　デカい。ただでさえガタイのいい組員さん達の中でも抜きん出て背が高く、肩幅が広く、アメリカンヒーローみたいに胸板が厚い。紋もん付つき袴はかまも相まって、威圧感が半端じゃない。

　頭は見事なスキンヘッドで、顔の半分は傷なんじゃないかという人相の悪さ。更には三日月のようにカーブした見事な顎あご髭ひげ。どこから見てもその筋の大物だ。

　その巨きよ漢かんは、腹ばいになった俺を一いち瞥べつした。うわ、目つき悪ッ！

「──ご迷惑をおかけしておりやす。ちィとばかりお待ちくだせェ」

　あまりの眼力にコクコクと頷うなずく。え？　ケータイの恨み？　なんの事っスか？

　それから、二メートル級の大男は銀髪美少女に向き直った。

「じゃじゃ馬んまが。べらぼうやらかしやがって」

　洋画の吹き替え──特に筋肉モリモリマッチョマンな役がピッタリな声で唸うなる。しかしまぁ、べらんめぇ口調がよく似合っている。

「ようやくお出ましか、クソ親父」

　銀髪美少女が、傍かたわらに鉄パイプを投げ捨てた。それをあおちゃんが慌てて回収する。

　親子、なのかな。言われてみれば……うん。どっちも目つき悪ッ！

「言ってくれるじゃねぇか、この馬鹿娘」

　太陽の下で輝く組長さんの頭に青筋が浮いた。

「入へ学えったばかりの学校の前で大立ち回り……堂どう家け先生のお坊ちゃんに八つ当たり、終しめェにャてめェの親をクソ親父おやじ呼ばわりか。言ってくれるじゃねぇか、この────跳ねっ返りがァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　周囲を震え上がらせる怒号と共に、組長さんはド迫力の張り手を繰り出す。

　空気の振動が肌はだを打ち、あまりの大だい音おん声じように野や次じ馬うまが腰を抜かす。ほとんど兵器だ。

　しかしあろう事か、銀髪美少女は逆に父親の懐ふところに入り込み──巨大な膝ひざを踏みつけて、強烈な膝蹴りを喰くらわせたのだ。見事なまでに顎あごを打ち抜いている。

　親子喧げん嘩かには到底使われないこの技の名前は、確かシャイニング・ウィザード。

　タイミングはバッチリ、カウンターだ。……やったか!?

　隣となりで結城ゆうきさんが呟つぶやいた。

「……まだ、親父おやじの壁は越えられませんか」

　果たしてその言葉通りだった。完かん璧ぺきに入ったにもかかわらず、組長さんは少しよろめいただけで崩くずれ落おちる事はなく、宙に浮いていた娘の身体からだをガッチリと掴つかんだ。

「クソッ！　離せハゲ！　そのヒゲそり落として、豆電球にしてやる！」

　思いっ切り嫌がって抵抗する娘を睨にらみつけ、組長さんは血の混じった唾つばを吐いた。

「……誰がツルピカハゲ頭だ、べらぼうめ」

「そこまで言ってねぇだろが！」

　組長さんが深く息を吸い込んだ。ただでさえ分厚い胸板が気球のように膨ふくらみ、膨らみ、浮かび上がりそうな程に膨らんで……銀髪美少女の顔が青くなる。

「ちょ……ちょっと待っ──」

「寝ろッッッッッッッッッ」

　爆発と勘違いするくらいの咆ほう哮こうに、彼女は髪をたなびかせ、頭をグルリと回してから全身を弛し緩かんさせた。気絶したらしい。ついでに、野や次じ馬うま達たちも半数以上がひっくり返った。

　なんてダイナミックな寝かし付け方だ。昔のマンガにあんな巨きよ漢かんがいたような気がする。

　気絶した娘をセカンドバッグよろしく小こ脇わきに抱えて、組長さんは周りに頭を下げる。

「ご迷惑をおかけしやした。すぐにお暇いとまさせていただきやす。──タツ、後は任せた」

　結城さんが黙もく礼れいし、やっと起き上がり始めた組員さん達に指示を出す。怪け我がが酷ひどいヤツは病院だ。動けるヤツは、親父につけ。へい、アニキ！

　現実離れした光景に釘くぎ付づけになっていた連中も、徐々に騒がしくなり始めた。

　すると、組長さんが俺おれの方に近付いてきた。慌てて俺も腰を（及び腰だけど）上げる。

「バカ娘がご迷惑をおかけしやして……面目次第もございやせん」

「いえいえ！　大丈夫ですっ。命があるんで！」

　ケータイの件は俺の胸の内にしまっておこう。掘り返すのもなんだか怖い。

「本当にどうお詫わびしていいものやら──ホラ。いい加減に、お前めえもちゃんと謝れ。もう二度とべらぼうな真ま似ねすんじゃねェぞ」

　そして次に組長さんが言った一言に、俺は自分の耳を疑った。

「──これからしばらくの間、お前と一緒に暮らしてもらうんだからな」

「…………」

　……聞き間違い、だよね。大声の影響で、まだ耳の調子が悪いのかな。

　そんな希望を打ち砕くように、組長さんは気絶したままの娘を突き出してくる。

「お母様から伺うかがってらっしゃるでしょうが……今日から、お坊ちゃんのお宅でお世話になりやす。どうぞ、よろしくお願い致しやす」

　……どういう事なの？







　学校の前では落ち着いて話ができないので、俺おれと黒鉄くろがね組ぐみの皆さんは落ち着いて話をする為ために俺の家へと向かった。人生初のベンツ体験をヤクザ屋さん達たちと過ごし何とか我が家へたどり着くと、俺達は護衛の組員さん達を残して和室に入った。

　ちなみにあおちゃんは、事の成り行きを見ていた生徒の代表として学校に残った。今頃は結城ゆうきさんと一緒に、職員室で先生方に話を聞かれている所だろう。

　圧倒的な巨きよ躯くと並々ならぬ気迫で室内を圧迫している組長さんは、仏壇とうさんに線香を上げ終えてから改めて俺に向き直った。

「申し遅れました。黒鉄組七代目組長、鉄くろがね安あん吾ごと申しやす。──オイ」

「…………」

　組長さんの傍かたわらに転がった布団からは、『意地でも喋しやべってやるもんか』という顔をした銀髪美少女のふくれ面だけが見えている。これが簀す巻まきか。初めて見た。

　自己紹介すら拒否する娘の態度に、組長さんは空腹時のクマのような唸うなりを上げた。

「娘の鉄くろがねななのです。歳としは十五、坊ちゃんと同い年です。見てくれはロシア生まれの母親似ですが、歴れつきとした日本人です」

　って事は、日にち露ろハーフなのか。肌はだが白いわけだ。

「鉄ななのさん……あれ？　どっかで聞いたようなお名前ですね」

「それァそうでしょう。これァ、坊ちゃんと同じクラスですんで」

「思い出した。昨日のＨＲホームルームで聞いたんだ。──それで……ええと、娘さんと俺が一緒に暮くらす、とおっしゃっていたのは……一体どういうわけなんです？」

　組長さんは傷だらけの顔を歪ゆがめた。強こわ面もての人が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をすると、こんなになるのか。泣く子も黙って、おしっこ漏らす形相だ。

「お恥ずかしながら……娘は、ご覧になった通りのじゃじゃ馬んまです。親の言う事なんて、これっぽっちも聞きァしねェ。余程の物好きでなきゃァ、これを嫁に貰もらおうなんて考えもしねぇでしょう」

「はぁ」

　話が見えないが、とりあえず相あい槌づちを打っておく。

「それで……組ウチの顧問弁護士の先生に相談しましたら、堂どう家け先生を紹介されやして。なんでも、常識外れな人だから思いがけない知ち恵えを出してくれるだろう……というお話で」

　確かに、息子の俺からしても母さんは桁けた外はずれな人だ。

　日本最高学府と名高い大学に浪ろう人にんもせず合格し、在学中には司法試験を一発合格。社会に出るとすぐに弁護士として才覚を発はつ揮き。その腕を買われて去年からアメリカ・ニューヨークの弁護士事務所で働いている。自称・向かうところ敵なしのサイッコーにスペシャルなスーパー弁護士。しかも、実力の伴ともなう超絶自信家だからタチが悪い。おまけに見た目もいいから、メディアからの出演オファーがひっきりなしだそうな。何なの、あの完かん璧ぺき超人。

　ちなみに、母さんがヘッドハンティングされたのが切っ掛けで、俺おれは一人暮ぐらしをするようになり、妹は母さんの実家に預けられる事になった。

　わざわざニューヨークまで足を運んだと言う組長さんは、母さんが話した内容を次のように語り始めた──。







『──大体分かりました。要は、嫁の貰もらい手てに不自由しない女の子になって欲しいわけですね。でしたら花嫁修業なんてどうでしょう？　なんやかんや言っても、家庭的な事が出来れば男はイチコロですからね。──根拠？　この私ですが何か？』




『やり方は簡単。嫌でも家事をしなくちゃいけない状況に置けばいいんですよ。ぶっちゃけて言えば、一人暮ぐらしです。──あら。一人暮らしをさせるのは気が進みませんか？　なら、同どう棲せいでもいいですよ。その場合、相手は異性でなければなりませんけど。──女同士ほど、気が緩んで物もの臭ぐさになるものはないですよ。ソースは女子校出身の、この私です』




『相手に心当たりがありませんか？　でしたら、ちょうどいいのを知ってます。お嬢さんと同い年でそこそこ家事に覚えのある、ゆるぅい性格のお調子者。おまけに童貞をこじらせたロマンチストですから、お嬢さんに手を出すような事はありません』




『もし、なんの効果もありませんでしたら……その時はその時ですね。この私が産んだにしてはアホな息子を煮るなり焼くなり沈めるなり、お好きなようになさってください』







　…………。

「はいッ!?」

　え……え？　海の向こうで何言ってるの実母!?

「俺ァ、何も上品でお淑しとやかな娘になって欲しいとは思っておりやせん。そんな事こたァとうの昔に諦あきらめてやす。ただ……せめて料理だの洗濯だのを勉強させて、カタギのお宅に嫁とつがせてェんです。そうしねェと……あの世に行っちまった女房に合わせる顔がねェんでさ」

　すると、簀す巻まき美少女がこれ見よがしに鼻を鳴らした。

「フン！　口を開きゃ嘘うそしか言わねぇ卑ひ怯きよう者ものが一丁前に父親面すんな、ってんだ」

　娘の悪態に、組長さんは声を低める。

「……父親が父親面して何が悪ィんだ」

「悪いに決まってんだろ！　自分が言ったコト、よっく思い返してみやがれ！　なぁにが『一人暮ぐらしさせてやる』だ！　丸っきし話が違うじゃねぇか！」

　打ち上げられた魚のようにバタつくななのさんを、組長さんが睨にらみつける。

「だからって、お坊ちゃんにケンカ吹っ掛けるとは何事だ！　事情も知らねぇ相手をぶちのめそうとするなんざ、筋違いも良い所だ!!」

　うっ、と彼女は短く言葉に詰まってから、

「や、やかましい！　アタシだってな、ハナっからぶちのめすつもりはなかったんだよ！　ちょいと脅おどしをかけりゃ、そっちから断るだろって踏んだだけだ！　ただ──」

　彼女は横目で俺おれを見た。

「コイツがべらぼうなヘンタイだったから、脅しついでに腕の二・三本へし折ってやろうと思っただけだ」

　ついでの方が大おお事ごとだ!?

「この際だからハッキリ言ってやる！　──アタシは誰とも暮らさねぇし、結婚するつもりもねぇ！　ヤクザだらけの家なんざさっさとおん出て、一人で生きてくんだ！」

「生意気ナマ言うのは、手て前めえの力で飯が食えるようになってからにしやがれ！　それに何だ、結婚するつもりがねェだと!?　母親が草葉の陰で泣くような事抜かすんじゃねェ!!」

「こういう時だけマーマの名前を出すなッてんだ！　花嫁修業やらせて上辺だけでも取り繕つくろおうとしてるらしいが、そうは行かねぇぞ！　絶対ンなコトやらねぇからなッ！」

「そういうだろうと思って、こうしてご厄介になろうとしてんだ！」

　凄すさまじいメンチを切り合う鉄くろがね親子だが、ここで尻しり込ごみしているわけにはいかない。

「待って下さい！　落ち着いて……そう、落ち着いて、もっとよく考えましょう！」

　想像以上の危機的状況に陥おちいっている事が分かった以上、全身全霊をもって思い留とどまらせなければ！　こんな凶暴な女の子と同どう棲せいなんて、骨が何本あっても足りやしない！

「そりゃ、俺だって女の子と一つ屋根の下で生活できるのは嬉うれしいです！　着替えてる所に鉢合わせしたり、洗濯物をうっかり自分の部屋まで持っていったりできるんですから！　しかもこんなに可か愛わいければ、お風呂の残り湯だって飲み干したくなりますよ！」

「の、残り湯？　飲む!?　こっ、このべらぼうドヘンタイ！」

　赤面した彼女が声を荒あらげ、組長さんに訴える。

「ホラ見ろ！　こんなヤツなんだぞ!?　一いつ遍ぺん痛い目見せといた方が世のため人のためだ！」

　組長さんが何とも言えない顔で腕を組んだ。よし、ドン引きしている今がチャンス！

「そうです！　俺みたいなスケベと、嫁入り前の娘さんが一緒に暮くらすなんて間違ってる！　仮に実行するにしても、せめて信頼の置ける人に頼むのが道理なんじゃないでしょうか？　年上の幼おさな馴な染じみとか親しん戚せきとか……そうだ、組の若い人とか！」

「どいつもこいつも、一度だけでなく二度三度とこれに叩たたきのめされたヤツばかりです。今の話を聞こうもんなら、途端に顔が青白くなっちまう。まったく、情けねぇ話でさァ」

「だったら一介の高校生が、丁重にお断りしたいのも分かって頂けますか!?」

「ところが……お坊ちゃんは下心が絡んだ途端に不可能も可能にするッてェ話で」

「ははぁん、さては母さんが余計な事言っちゃったな!?」

　どうやら、組長さんに意見を曲げるつもりはないらしい。

　──こうなったら、最後の手段だ。組長さんの親心にかける！

「でしたら……俺がお嬢さんと一線を越えても異論は無い、という事ですね？」

　俺おれの穏やかでない言葉に、ななのさんが弾はじかれたように口を開け──それよりも早く、低い声で組長さんが追及してきた。

「お坊ちゃんは結婚するまで童貞を貫くつもりだと……堂どう家け先生から伺うかがっておりやすが」

「そのつもりです。童貞を捧ささげる相手は赤い糸で結ばれた運命の女性。幼い頃から、そう心に決めています。具体的には子作りの過程を知った小三の夏から」

　ですがッ、とテーブルを拳こぶしで叩く。あ、力入れすぎた。ちょっと痛い。

「お嬢さんはとんでもない美少女です。ここまで魅力的な女の子と四六時中一緒に過ごしていれば、俺の中に巣すくうケダモノがアップを始めないとも限らない！」

　彼女を傷つけたくないし、一時の性欲に身を任せて純じゆん潔けつを散らすなんて真っ平だ。

　しかし一寸先は闇やみ。さっきも言ったように、彼女の魅力はずば抜けてる。うっかり入浴シーンに遭遇しようものなら、この俺でさえ『もう……我慢できねぇよ。俺だって男なんだぜ』と、心の貞てい操そう帯たいを弾け飛ばしてしまいかねない。

　俺の必死の思いを受け止めて、組長さんは重々しく口を開いた。

「このじゃじゃ馬んまが黙っていいようにされるとは思えませんが……万が一にも、そんな事があったときにァ…………キッチリ落とし前をつけてもらいやす」

　まぶたを閉じ、それから確固たる信念に裏付けられた眼まな差ざしを向けてきた。

「──娘を嫁に貰っていただきやす」

「「はあッ!?」」

　同時に素すっ頓とん狂きような声を出した俺とななのさん。全然伝わってなかった！

「お、おい、タコ親父おやじッ。一体どういう了見だ!?　ンなコト、アタシ聞いてねぇぞ！」

「当たり前めえだ。たった今、初めて言ったんだからな」

「汚きたねぇぞッ、この卑ひ怯きよう者もの!!　頭の毛と一緒に良心もなくなっちまったのか!?」

　頭皮に悩みを持つ人々を敵に回した娘を無視して、組長さんは至し極ごく真剣な顔で続ける。

「他ひ人との娘に手ェ出す、ってのはそういう事こツてす。キッチリ責任持ってもらいますァ。──話に聞いた、坊ちゃんの赤い糸だのなんだのは知ったこっちゃァありやせん。もちろんこれがちっとも女らしくならなかった時も同じです。腹ァ、括くくってくだせェ」

　こういうパターンの親心とは恐れ入った。意識しなくても手が震えてくる。

　──最悪だ。

　──いくら彼女が可愛かわいくても、結婚だけは嫌だ。

　赤い糸で結ばれてない娘こと結婚するなんて……ぶっちゃけ、あり得ない。

　望まない結婚なんてしようものなら、今までの研究が全すべて水の泡。幾度となく妄想したバラ色の新婚生活が、完全に実現不可能となる。

　痛つう感かんした。最初から選択権はなかったんだ。親同士が結託している時点で、すでにクライマックスだったんだ。

　九割方観念しつつも、最後の悪あがきを試こころみる。

「あの……もしも、です。もしも、俺おれが同どう棲せいを断ったら……どうするおつもりですか？」

　すると、組長さんはおもむろに野太い指でちゃぶ台をトントンと叩たたいた。

　合図を受けて、組員さん達たちがズカズカと部屋に入り込んでくる。息もつかせぬ早技で俺を囲み、懐ふところからチャカ。ハジキ。ドス──駄目だ！　もう見てられない！

　組長さんが殊こと更さらゆっくりとお願いしてきた。

「お坊ちゃん。娘と一緒に暮くらして頂けやすね？」

　これで十割観念した俺は、何とか声を絞り出す。

「ひょっ──喜ひよろこんで……」

　涙に濡ぬれる瞳ひとみで視線を動かせば、まるで地獄を見たような顔をしている彼女と目が合う。

　多分、俺も似た顔をしてるだろう。だって、絶望してるもん。







　──前略。

　天国にいる父さん、お元気ですか？　ご覧の通り、俺は絶賛ピンチです。

　どうしてピンチかって？　聞いてたでしょう。米国にいる母さんのせいです。

　なんだか泣きそうです。っていうか、泣いてます。

　こんなはずじゃなかった。

　父さんの遺言通り、運命の赤い糸で結むすばれた人を一生懸命探していたのに。やり方の是非は置いといて、俺なりに真面目まじめにやってきたんです。

　なのに、なのに、なんで、どうして。

　ある意味結婚を前提とした同棲を──。

　挨あい拶さつ代わりに殴り込みカチコミをかけてくるような女の子としなくちゃいけないんでしょうか？






　練ねり馬ま区純愛組












　俺おれが花嫁修業付きの同どう棲せい生活を承しよう諾だくすると、黒鉄くろがね組ぐみの皆さんはすぐに行動を起こした。

　カップ麺めんが出来上がる時間よりも早くトラックがやってきて、警察のガサ入れ前のように大量の段ボール箱を運んで来た。『教科書』『靴』『ふ菓子』……みかんの箱に書かれた女の子の文字が、事務所の移転ではなく単なる引っ越しであると教えてくれた。

　そして──たとえ一本だけでも、鉄パイプの存在感は凄すさまじかった。

　当面の生活費です、と組長さんは懐ふところから封筒を取り出した。

　受け取った封筒の厚さは、少なく見積もっても週刊少年誌……いや、月刊クラス。俺がもらってきたお年玉の総額を足しても、遠く及ばない金額だ。家とか買えそう。

「一度、タツ──さっきお目にかけやした優やさ男おとこがお邪魔致しやす。近い内に参らせやすんで……何かお困りの事ができやしたら、野郎を好きに使ってくだせぇ」

　最後に「娘を（お嬢を）よろしくお願い致しやす」と組員の皆さんは頭を下げて、黒塗りベンツの大群は去って行った。




　組長さん達たちを玄関先で見送ってから、俺は一人で考えを整理した。

　ヤクザの一人娘と同棲して、花嫁修業をさせる。

　ただし、その娘こは不良娘で、腕っ節は折り紙付き。ワンパク・おてんば・男勝り、と言った言葉の許容範囲を余裕で突き抜け、ほとんど女戦士と化している。性格も攻撃的。今にもビキニアーマーに斧おのを担いで、魔王討伐の旅に出ちゃいそうな感じだ。

　いやぁ、無理難題。それこそ住む世界が違うって。

　とはいえ、逃げ道はバッチリ塞ふさがれている。

「うーん……仕方ない、か」

　こういう時こそ、明るく・やらしく・たくましく。柔軟に考えを切り替えていこう。

　ポジティブに考えれば、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいい女の子との同棲生活なんて、男なら誰でも一度は夢見た事のあるシチュエーションだ。きっとエッチなハプニングだって起きるはず。

　花嫁修業だって、互たがいに結婚の意思がないのだから彼女も手を貸してくれるはず。

　熟じゆつ考こうの末、俺は結論を出した。

「となると……最初は裸エプロンかな」

　他意はない。あくまでも花嫁修業の一環。それ以上でもそれ以下でもない。

　決して、『要は美少女との同棲生活を楽しみつつ、花嫁修業って大義名分を盾に、あーんな事やこーんな事をしていけばいいだけだよなぁ』──などと思ったわけではない。

　おっと、よだれが出ちゃった。いっけね。







　──二十秒後、俺おれは銀髪美少女にロボ超人式パロ・スペシャルをかけられていた。

「ここまであからさまに花嫁修業を拒否されるとは……」

　状況を説明すると、「それじゃ、脱いでみよっか。レッツ裸エプロン！」と親指立てて提案したら、あっさり簀す巻まきから脱出した彼女に完かん璧ぺきな関節技を極きめられました。

「なぁにが、はっ……プロンだ！　ふざけやがってッ！」

「いだだだだ！　すいませんっ、お茶ちや目めなジョークのつもりでした！」

「つまんねぇ冗談かますな！　こっちは気が立ってんだよ！　ハゲに騙だまされてアンタなんかと同どう棲せいするハメになったんだぞ！　それも念願の一人暮ぐらしをエサにされてだ！」

　虫の居所が悪い彼女は、怒りが収まらない様子で続ける。

「百歩譲って、それだけだったらまだしもだ。野郎の思惑通りいかなかったら結婚だと？　何から何まで冗談じゃねぇ！　一昨日おととい来やがれッてんだ！」

「お怒りごもっとも！　その気持ちは俺も同じだよ！　結婚はしたくない！　だからこそ、きみには花嫁修業をしてもらわなくちゃいけないんだ！　お互たがいの為ためにね！」

「それがなんだって、はっ……プロンに繋つながるんだよ！」

「裸エプロンは新妻の特権でしょうが!!　あと、言うんだったらハッキリ言って！」

　心の昂たかぶりのままに要求すると、彼女はいっそう力を込めた。

「べっ、べらぼうが！　ンな、はしたないコトが言えるかッてんだ！」

「ぎゃああああ!!　腕がッ！　もげる！」

　お……落ち着け。辛つらく苦しい時こそエロい事を考えよう。性欲を防御に回すんだ。

　──俺に絡みついている、柔らかさと弾力を兼ねそなえた生なま脚あしの甘美な締め付け。感じる体温。肉感的なプロポーションの割に軽い体重。うっすらと汗ばんだてのひら。

　そして、鼻び腔こうをくすぐる甘い香り。これはまさしく女の子の香りだ。

　やはりエロは偉い大だいだ。こんな状況でも勇気が湧わいてくる。

「とにかく、冷静になろう！　感情論で話を進めるのはナンセンスだよ！」

「偉そうに言うな！　平気で嘘うそつく野郎と話し合うコトなんざ一つもねぇ！」

「嘘じゃないよ！　俺は、本当に裸エプロンをして欲しいんだ！」

「そっちじゃねぇよ！　──アンタ、アタシに『人違いだ』って言っただろが！」

「大分前の話だね!?　それだけで信用なくなっちゃったの？」

「それだけもマツタケもねぇ！　アタシは嘘が大っ嫌いなんだ!!」

　くっそう、出会い頭に嘘ついたばっかりに！　あー、マツタケ食べたいなぁ！

「分かった、謝る！　全面的に謝罪する！　だから、イジめないで！　話聞いて！」

「──イジメだと？」

　俺おれの魂の叫びを受けて、彼女の手に込められた力が明らかに緩んだ。

「見くびるんじゃねぇよ。アタシをそこらの三下と一緒にすんな。イジメだのカツアゲだののダサいマネは、生まれてこの方したコトねぇんだ」

「え……じゃあ、このパロは？」

　すると、彼女は小さい声で「これは……その……」と口ごもってから、

「あ──アレだ！　アンタがヘンタイなコト言ったから、ツッコミ入れたんだよ！」

「明らかに今思いついた感じだ!?　こんなテクニカルなツッコミ見た事ないよ!!」

「や、やかましいっ。どうツッコもうと、アタシの勝手だろっ」

　彼女はたじろいだ声で言ってから、俺にかけていた技を解いた。

「ふ、ふん。だが、イジメだなんて言われちまったら、アタシの沽こ券けんにかかわってくる。こんくらいにしといてやるよ」

　言動の端々から感じていたが、これではっきりした。

　彼女は今風の──仲間とつるんで悪事を働くようなチャラチャラしたマイルドヤンキーではない。昔ながらの硬派な不良だ。ヤンキーというよりツッパリ、もっと言えば番長気質。通すべき筋を通し、弱い者イジメや卑ひ怯きような手段を嫌悪する孤高の一いつ匹ぴき狼おおかみ。

「……ったく、舌の回る野郎だぜ。やりづれぇったらありゃしねぇ」

　彼女はブツクサと文句を言いながら座布団をひっくり返し、どっかとあぐらをかいた。その勢いに豊満な胸がばるるんばるんっと上下に揺れる。

　俺は彼女と向かい合って腰を降ろした。

「一つ、訊きいてもいいかな？」

「ンだよ。急に神妙な顔しやがって」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで彼女の胸を見つめる。

「いつ頃から、そんなに大きくなったの？」

「…………ッ!!」

　すぐさま熱湯に叩たたき込こまれたお笑い芸人のように肌はだを赤くした彼女は、ちゃぶ台を乗り越え、俺を突き飛ばしてきた。「うげひ」っと、あっけなく倒された──かと思ったのもつかの間、流れるようにテキサスクローバーホールドをかけられていた。

「今度は腰から下、持ってかれたーッ！」

　っていうか、技かけるのこなれすぎ！　全然抵抗できなかったよ！

「ふっ、ふざけやがって……ッ!!　よくも騙だましてくれたな！　何が話し合いだ！」

「早とちりだよ！　話し合いの前に雑談するのはお決まりじゃない！　『いい天気ですねぇ』とか『最近ゴルフ行ってます？』とか！　そのノリ！」

「ンな軽いノリで訊いてきやがったのか……!!」

　ぐはぁ……苦しい上に、腰が砕ける砕ける砕ける！

　──だが悔いはない。どうしても気になってしまったのだから。

　パロ・スペシャルをかけられた時──膝ひざ蹴げりで俺おれをくの字にしてから、彼女が飛びかかってきた時──押し当てられた胸から感じられたのは、確かな質量。それでいて外はもっちり中はみっちりという、新感覚スイーツ顔負けの、得も言われぬ感かん触しよく。

　この背中に残った感覚が、空気を読まずに俺のパトスを滾たぎらせちゃったのだ。

「……よっく分かった」

　甘んじて乙女の怒りを受け止めていると、彼女が覚悟を決めたように呟つぶやいた。

「ハナっからやるつもりはサラサラなかったが、アンタのヘンタイ具合で腹が決まった」

　それから目一杯息を吸い込み、

「ぜぇっっ対っ、花嫁修業なんてするもんか!!」

　話し合う前に交渉決裂！

「それ言い出したら、同どう棲せいする意味がなくなっちゃうよ!?」

「やかましい！　アンタの言うコトを聞くなんざ、真っ平ごめんのこんこんちきだ！」

　後半の言い回しが粋いきで鯔いな背せでよく分かんないけど、嫌だって気持ちは伝わってくる！

「一時の怒りにまかせて、ヤケになっちゃいけないよ！　大事な事を忘れてる！　君が花嫁修業をしなかったら、俺おれ達たちは結婚させられちゃうんだよ!?」

「それがどうしたってんだよ！」

「どうした、って……何をすっとぼけてるの？　あっ！　もしかして実は俺の事、好──」

「よし。折る」

　声のトーンと共に腰を落とす彼女。ボケきる前なのに……！

　息も絶え絶えになった俺は、半泣きで畳を連続タップ。

　命がけだっただけあって、ギブアップは比較的すんなり受け入れられた。

「フン。これでちったァ反省したか？」

「ずびばぜんでじだ……」

　横たわったまま謝罪すると、何やら凄すさまじく弾力のある物が背中に乗ってきた。先ほどの胸よりも攻撃的な圧迫感だ。どんな物でも弾はじき返かえすような強情さが窺うかがえる。

　この感触に、この丸みを帯びた形状は──よもや！

　首がねじ切れる勢いで見上げる。豊かな下乳越しに、銀髪美少女と目が合った。

「先に言っとくが、これはイジメじゃねぇからな。ツッコミだぞ。分かったか？」

　つまり俺は今。彼女に跨またがられている。という事は。鉄くろがねのお尻がパイルダーオン。

　ありがてぇ……！

　同じ弾力でも、胸は柔らかさが際立ち、お尻は反発力が顕けん著ちよに表れている。味で例たとえるなら甘さと辛さだ。女の子はお砂糖とスパイスと素敵な物で出来てるってホントだね！

「ンで、結婚の話だがな。別にどうってコトねぇだろ。さっさと離婚すりゃいい。一度は結婚してんだから、何も問題ねぇだろ」

　あわよくば、このままロデオマシーンみたいにグラインドして欲し──

「リコン!?」

　すっかり悦えつに入っていた俺おれは、その悪魔の三文字を聞いて正気を取り戻した。

「おうよ。三組に一組は離婚してる、なんて言うしな。珍しいコトでもねぇだろ」

　りこん。リコン。離婚。夫婦が婚こん姻いんを解消する事。バツイチ。

　結婚は人生に一度。お嫁さんは唯一無二。それが永遠の愛を誓う二人の真実。婚姻届を提出するという事は、俺にとってそういう事だ。

「自分が何をいってるのか分かってるの？　離婚だよ!?　十代の若さでバツイチの十字架──いや、×ぺけ字架？　それを背負うんだよ？　一生ついて回っちゃうよ!?」

「一回言えば分かるっての。別に紙切れ一枚の上だけの話だ。支障はねぇだろ」

「大ありだよ！　俺は、運命の赤い糸で結むすばれた女の子と結婚するのが夢なんだ！　離婚歴があったら、運命の人が前妻──つまりきみの事を気にするかもしれないじゃないか！」

「運命の赤い糸だぁ？」

　彼女は、人を小馬鹿にした顔で肩をすくめた。

「くだらねぇな。このいけ好かねぇ現実に、ンなモンあるワケねぇだろうが。サンタと一緒だ。どっかの誰かの与よ太た話なんだよ。それともアンタ……サンタ信じてるクチか？」

　ぐぬぬ……表情豊かに馬鹿にしてくれちゃって。

　悔しさを噛かみしめている俺に追い打ちをかけるかの如ごとく、彼女は続ける。

「愛だの恋だのの、何がいいのかアタシにはさっぱりだ。惚ほれた腫はれたのほだし合い、惚ほれた弱みの押し付け合い……結局、他人をいいようにしたいだけじゃねぇか。考えただけでゾッとするぜ」

　うえっ、と苦い薬を飲んだ子どもみたいな顔までする始末。

「酷ひどい恋愛観だ！　何そのドロドロしたイメージ？　昼ドラ!?」

「大体な、アタシは他人ってヤツが嫌いなんだ。腹ン中で何考えてるか分かったもんじゃねぇ。自分以外の人間を、そう易やす々やすと信用できるかッてんだ」

「本気で言ってるの？」

　あたぼうよ、と彼女はあっさり肯定した。

「アタシは不良で通ってるがな、四月一日でも嘘うそついたコトがねぇくらいにクソ真面目まじめな性分してんだ。嘘・冗談・陰口・でまかせ……お天道さまに背中を向けるようなコトは口が裂けても言わねぇよ。ま、信じるかどうかは好きにしな」

　ここまでキッパリ言ってのけられると、信じるしかない。

　重傷だ。一いつ匹ぴき狼おおかみとは聞いていたけど、ここまで筋金入りだとは思わなかった。

「もったいないなぁ……可愛かわいいのに」

　こんな様子じゃ、この娘この運命の相手は苦労するだろうなぁ。

　彼女はふて腐れたように下した唇くちびるを突き出した。

「お生憎あいにくだな。今更おべっか使われたって嬉うれしかねぇぞ」

「お世辞じゃないよ。自慢じゃないけど、俺おれはスケベで通ってるんだ。女の子との触れ合いは基本的に罵ば声せい浴びるだけだけど、外見に関しては各種参考資料で目を鍛きたえてる」

「……ホントに自慢にならねぇな」

　ぷいっ、そっぽを向く彼女。

「アンタも、ハゲ親父おやじと同じで見てくればっか気にするクチか。ますます信用ならねぇぜ」

　あれ。素直に褒めたのに、全然嬉しそうじゃない。それじゃ、見た目以外を……。

「確かに、きみはおっぱいも大きいし、くびれも素敵だし、お尻も桃尻だし、うなじなんかむしゃぶりつきたくなるけど……可愛いのは外見だけじゃないよ。こうして近付くと、すっごく良い匂においするしね！」

　ぶちっ。

　あー……こりゃ、余計な事言っちゃったかな。失敗失敗☆

「……今、気付いたんだけどよ」

　静かに──とても静かに彼女は言って、俺の顎あごの下に両手を伸ばした。

「ツッコミの加減を間違って、アンタを病院送りにすりゃあ……アタシは自動的に一人暮ぐらしになるんじゃねぇか？」

　その手があったか！　それなら同どう棲せいしたくても出来ない！　まさに法の死角！

　逆転の発想に目を見開くと同時に、ゆっくりと顎を吊つり上あげられる。

「あーッ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　キャメルはッ──キャメルクラッチは止やめて！　ガラケーみたいになっちゃう！」

　このままじゃ病院に担ぎ込まれて、ガーターベルトの似合う女医さんに触診されて、ミニスカナースにお世話してもらって、病弱な美少女と心温まる触れ合いをして、深夜の病院で特殊な看護を受けるハメに──ん？　それはそれで魅力的だなぁ。

　って、入院のメリットを見い出してる場合か!?　それもこれも、参考資料に出てくる医療関係者が軒並みエッチなのが悪いんだ！

「か、勘かん弁べんして！　なんでもっ、なんでもするから！」

「その台詞せりふ、嘘うそじゃねぇか？　命賭かけるか？」

「賭けます！　って言うか、もう命懸かってます！」

「なら、アタシに絶対服従でも文句ねぇな？」

「ありません！」

「花嫁修業は？」

「無理強いしません！」

　すると、彼女は耳元に顔を近づけてきた。首筋を銀色の髪が撫なで、背中がゾクリとする。

「──言げん質ち取ったぞ」

　ドヤ顔ならぬドヤ声で囁ささやかれてしまった。

「緋色」

「へ？」

「『へ？』じゃねぇよ。同じ家に住むんだぜ。呼び方決めとかねぇと不便だろが」

　よっと、と彼女はクラッチを外して、俺おれの前に脚あしを揃そろえてしゃがみ込んだ。

「アタシは、緋ひ色いろって呼ぶ。緋色は、アタシをななのって呼べ。苗みよう字じで呼ぶなよ？　──あのハゲ親父おやじの血が流れてるのを思い出しちまうからな」

　ここまで嫌われたら泣くな。全国の女子高生はお父さんを大事にね。陰で泣いてるよ。

「分かったか？　分かったら返事だ、緋色」

「分かったよ、えっと……ななの」

　おっかなびっくり呼んでみる。すると彼女は、『よろしい』と言わんばかりに頷うなずいた。

「ンだよ。ポカンとしやがって」

「『呼び捨てにしてもいいと言ったな。あれは嘘うそだ』って因縁つけられる覚悟だったから」

「さっきも言ったじゃねぇか。嘘はつかねぇ。それは絶対だ」

　彼女は断固とした口調で言い切った──かと思いきや、くぅうう……とお腹なかを鳴らした。

「…………」

　気まずそうに、彼女は横を向いた。耳の中まで赤くなっている。

「……なんか、食べる物買ってこようか？」

　彼女はこくり、と頷いた。ここまでずっと格好良かったのに……もったいないなぁ。




　最後の最後でお茶ちや目めなドジをかましてしまった彼女──ななののパシリを志願した俺は、エコバッグ片手に家を出た。

　しかし、まいった。こうも簡単に同どう棲せい生活の目的が破は綻たんしてしまうとは。

『無理強いしない』と明言した以上、約束を破ろうものなら次こそ病院送りにされてしまう。こうなったからには、方針を変更するしかない。

　やはり何事も無む理り矢や理りはよくない。特に女の子相手に何かを強要するのは論外だ。参考資料でも、俺はお互たがいに愛し合った結果として事に及ぶのが好きなタイプであって、ロープや手て錠じようなどで自由を奪うシチュエーションは好まない。興奮しきれないのだ。

　と、いうわけで……まずは、ななのと仲良くなろう。

　焦あせらず前向きに触れ合っていれば、そのうち事態も好転するかもしれない。

「とりあえず、あの疑心暗鬼っぷりをどうにかしないと話にならな──ん？」

　自分に言い聞かせていると、家の前に何かが落ちている事に気が付いた。

　拾い上げてみる。ストラップについていそうな、小さいフィギュアだ。金具が壊れて落ちたんだろう。パッと見は、ピンク色のハムスター。アニメかゲームかキャラクター商品か。なんとなく、どこかで見たような気がしなくもない。

　絶妙に憎たらしい顔してるなぁ……。

　今朝はこんな物落ちてなかった。となると……持ち主の可能性が高いのは、黒鉄くろがね組ぐみの誰かという事になる。極道さんの風ふう貌ぼうにはそぐわないが、強こわ面もてのおじさんがハムスターを飼っていても不思議じゃない。むしろ、ファンシーマスコットで心を癒いやしてるなんて、親近感が湧わくじゃないか。絵面は凄すさまじいけど。

「ひとまず預かっておきますか」

　今度誰か組員さんが来た時に手渡そう。そう考えて、俺おれはポケットへと突っ込んだ。







　近所のスーパーで買い物を済ませて帰宅すると、ななのはリビングの中を歩き回っていた。なにやら忙せわしなく顔を動かし、カーテンやクッションを手に取っては物珍しげに眺ながめている。

「ただいまー」

　ウサギのあみぐるみを手にしていた彼女は、「ん」と答える。おかえりはナシね。

「何してるの？」

「探検。今日から住むんだから、間取りは知っとかねぇとな」

　小学生みたいな言い回しだなぁ。

　俺はリビングを抜け、キッチンへと移動した。ちなみに、我が家は広々とした空間が売りのリビングダイニングキッチンなので、キッチンとリビングとの間に仕切りはない。

「緋ひ色いろの部屋は二階なんだな。その隣となりにあった部屋は誰の部屋だ？」

「妹の部屋だよ──って、人の部屋に入ったの!?　やめてよ、恥ずかしい！」

　一人暮ぐらしで気を抜いて、参考資料の数々をかなり堂々と置いてるのに！

「入るまではしちゃいねぇよ！　ドア開けて、何の部屋か確認しただけだ！　ちゃんとノックもしたぞ！」

「ノックをする配慮はしてくれたんだ!?　そこは評価するよ！」

「大体、勝手に人の部屋入るなんざプライオリティの侵害だろが」

　プライオリティ……優先順位、だったっけ。優先順位の侵害？　列の割り込みの事？

「もしかして、プライバシーの侵害？」

「それだ」

　よく分かったなぁ、俺。

　そんな話をしている間にも、俺おれは食事の準備を進めている。といっても、弁当は電子レンジにお任せで、みそ汁だってインスタントだ。お湯を入れればすぐに出来る。やることといえば、総菜を皿に盛りつけるくらい。

「妙みようなマネするんじゃねぇぞ。おみそ汁にお砂糖なんざ入れたら承知しねぇからな」

　声が近付いてきたので見てみれば、ななのがキッチンテーブルに腰こし掛かけたところだった。脅おどしをかける目をしつつも、手元ではあみぐるみを弄いじくり回している。

「そんな地味な嫌がらせしないって。こう見えても、食べ物を粗末にする事はしないんだ」

「ってかよ。なんで出来合いのモンばっかり買ってきてんだ？　緋ひ色いろはそこそこ家事が出来るんだろ。それとも、また嘘うそつきやがったのか？」

　疑いをかけられて、俺はポテトサラダを盛りつける手を止めた。

「嘘じゃないよ。確かに料理は家事の花形で、家庭的って呼ばれる技術だとは思う」

　でもね、とプチトマトを菜さい箸ばしでつまんだ。

「料理が得意な母親のいる母子家庭、ついでに一人暮ぐらしの経験から言わせてもらうと、最悪、食事はお金で解決できるんだよ。だけど、それ以外の家事──掃除とか洗濯は、学校帰りにスーパー寄ってく感覚で買うようなものじゃない。出費のケタも違うしね」

「んー……確かにそうだな。人間、食べるだけじゃ生きていけねぇ」

「そういう事」

　人間、必要に迫られれば覚えるしかない。俺の場合、幸か不幸か、料理は覚える必要に迫られなかった。

「道理で男の一人暮らしのワリに、ゴミ袋も洗濯物も山になってねぇわけだ」

　ななのは得心いったような顔をして、ウサギの首を上下させた。

「食う寝る処ところに住む処、とはよく言ったもんだぜ。考えてみりゃ、ご飯作るよか家ン中を居心地よく保つ方が面倒くさそうだしな」

　おまけに地味でね、と同意してから訊たずねてみる。

「そのあみぐるみ、なかなかいい出来でしょ。作った俺が言うのもなんだけどさ」

「ん。手足がしっかりしてて、いい感じ──作った!?」

　まさにギョッとした顔で、ななのは前のめりになった。

「うん。裁さい縫ほう関係も一通りできるから。こう見えて、セーターだって編めるんだよ？」

「…………」

　ななのはポカンと口を開けたまま、あみぐるみと俺の顔を交互に見やり──それから顔を横に振った。端から見ても、『ホントか──いや、騙だまされねぇぞ！　コイツは嘘つきだ！』という表情の変化だ。分かりやすいなぁ。

「フン。印象良くしようとしたって、そうはいかねぇぞ。アンタみたいなヘンタイが、こんな可愛かわいいのを作れるもんか。自分のこの目で見ねぇ限り、信じねぇぞ」

　それは好都合だ。出会ってから下がりっぱなしの好感度が上向きになるかもしれない大チャンス。ここらで一つ、俺おれにもいい所があると見せておこう。

　俺は上着の袖そでを彼女に見せた。

「それじゃさ──ちょうど今朝、ボタンが取れちゃったんだ。余興代わりに、俺がボタン直す所でも眺ながめててよ。ご飯食べながらでいいからさ」

「上等じゃねぇか。直せるもんなら直してみやがれ」

「いや、そんなケンカ腰で言わなくても……」

　すると、タイミングよく電子レンジがチンと鳴った。用意した食事をテーブルに移し、ボタン付けの準備にかかる。

　ソーイングセットを取り出し、上着を脱いで、ポケットからボタンを──おっと、さっき拾ったフィギュアまで一緒に出しちゃった。

　まぁいっか、とボタンとフィギュアをテーブルの上に置く。

「いただきま──」

　ななのが割わり箸ばしを手から落とした。

　驚きよう愕がくに見開かれた緑の目の先にあるのは、俺が置いたハムスターもどきの謎なぞ生物。

　明らかに動揺してるー……。

　彼女はガタガタ震える手をスカートのポケットに突っ込んで、何かの鍵かぎを取り出すと、












「っ!?」

　今にも「はわわ……」とか言い出しそうな感じで目尻を下げた。

　明らかに、お気に入りのストラップをなくした反応してる……。

「コレ、ななのの？」

「なっ!?　な、ななな、なんのコトだっ!?」

　超飛び上がり、目を超泳がせながら、ななのは声を超裏返す。分かりやすっ。

　──嘘うそはつかねぇ。彼女は、男前な顔つきでそう言い張っていた。

　嘘をつかないじゃなくて、つけないの間違いじゃないかな。ついでに隠し事も出来なそうだ。たった一言で、ここまでテンパる人はなかなかいない。

　逆に感心してしまうくらいの正直ぶりに、なんとなく黙り込んでしまうと──沈黙に耐えられなくなったのか、ななのは「うぅうう……」と顔を赤くした。

　それから、何かを決意したように、ばるるんっ！　と胸を振り上げ──もとい、勢いよく立ち上がった。ツカツカとテーブルを回り込み、俺おれの胸ぐらを掴つかんで立たせる。

「先に言っとくぞ！」

　日焼け止めをうっかり忘れて海に行っちゃった人並みに赤面した彼女は、かみ殺さんばかりの気迫で俺を睨にらみつけた。こ、こここここ怖ッ！

「今から緋ひ色いろをぶちのめす！」

　ホワイ!?

「なんで!?　セクハラだってしてないのに！」

「分かってる！　ちょっと悪いと思ってるから、覚悟できるように予告してやってんだ！」

「妙みような所が律りち儀ぎだね！　いや、でも悪いと思ってるならやらないでよ!?」

「やかましい！　正当防衛だ！」

「正当防え──」

　正当防衛って何さ。俺がそう言い切る事は叶かなわなかった。

　あっという間に膝ひざ蹴げりを入れられ身体からだが曲がり、あっという間に身体の向きを替えられて、あっという間に投げっぱなし式のジャーマン・スープレックスでリビングまで投げ出された。ゴロゴロ転がり、ソファに直撃。

　そして、あっという間に気絶した。







　目を覚ました俺の視界に飛び込んできたのは、どこかの部屋の天井だった。

　ぼんやりした頭のまま、視線を動かす──学習机にベッド。壁に貼はられたポスター（サイン付き）のアイドルは弾はじけんばかりの笑顔を浮かべていて……。

　ああ、俺の部屋か。ベッドで寝転んでる時とアングルが違うから気付かなかった。

「よいしょ……あり？」

　起き上がれない。なんと身体からだに布団がしっかりと巻き付けられている。簀す巻まきだ。

　思い出した──なんか知らないけど、ななのにいきなりぶん投げられたんだ！

　ミドリガメよろしく首を伸ばし、ベッドの上の目覚まし時計で時刻を確認。四時過ぎ。

　毎日のように女子から鉄てつ拳けん制裁をされてきたおかげで妙みように打たれ強くなっている俺おれですら、六時間以上気絶していたというのか。

　恐るべき戦闘力。的てき確かくなポジションを捕らえるテクニックもさることながら、常人離れした身体のバネと言わざるを得ない。特に胸。

　この背中が覚えている。彼女の双丘が確実に俺を跳ね飛ばした。したたかに押おし潰つぶされてもなお、形状記憶合金のように戻った。だからこそ、俺はあれほどまでに飛んだのだ。

「そうか……人はおっぱいで飛べるのか」

　新発見。いずれ学会で発表しよう。合い言葉は『乳にゆう・CAN・FLY』。

　すると、枕まくら元もと──と言っても床に転がされているだけなので、枕も何もないのだが──に、一枚の紙が落ちているのが目に入った。裏返されたチラシに文字が書かれている。

『あとで本格的にぶちのめす』

　きれいめの文字で脅迫文が！

　このままじゃマズい。ひとまず、今は逃げないと──って、身動きできない!?

　ならば誰かに救助要請を、とケータイに手を伸ばす──が、ポケットはもぬけの殻。

「しまった！　ケータイ壊れてるんだった！」

　動けず。そして救助も呼べず。

　おおおおおおおお落ち着け。まだ慌てるような時間じゃななななな。

　考えろ、原因を考えるんだ。ななのは、どうして俺をぶちのめそうと思っている？

「そういえば……正当防衛がどうとか」

　という事は、ななのは俺から何かを守ろうとしていたらしい。

　しかしあの時、俺は珍しくセクハラをしていなかった。

　女性としての尊厳を守ろうとしたんじゃないとすれば、何を守ろうとしたんだ？

　その時──部屋の外から、誰かが階段を上がってくる音が聞こえてきた。ななのだ。

　と、とりあえず、寝たふりしとくか！　寝込みまでは襲ってこないだろ！

　まぶたを閉じるのと前後して、ノックの音が聞こえてきた。息を殺して次を待つ。

「…………」

　ドアが開いた音が聞こえるが、中に入ってくる様子はない。

　ギリギリプライバシーを守ろうとしてる感じが伝わってくる……。

　恐らく俺が床に寝かされていたのも、部屋の外から転がしたからなのだろう。

　変な所で真面目まじめな彼女が、ボソッと呟つぶやく。

「まだ大丈夫か……」

　安心したのか、ななのは後悔の色を隠さずに続ける。

「……まさか、アレが取れちまうとはな。しかも、緋ひ色いろが拾うなんて……ハァ。ケンカでもないのにぶちのめすのは気が進まねぇが……」

　守る為ためだもんな、と自分に言い聞かせるように言った。

「……とにかく、緋色がのびてる内に中身の確認しとかねぇと。他にも落っことしてたらコトだ。状態も見とかねぇと……」

　ブツブツと言いながらドアを閉じた彼女は、階下へと降りていった。

　俺おれは目を開けた。

　さっきの内容からして、事の発端は俺がストラップを拾った事らしい。親切心で拾った事が原因で、本格的にぶちのめされるのか。ふむ。完全にとばっちりだね！

　それにしても、あの絶妙にブサイクなハムスターもどきは一体何者なんだ？　ななのが愛用している事実を隠したがるアイツはどこのどいつなんだ？

　どこかで見た記憶はある。だけど、いまいちよく思い出せない。ななのの反応を見る限りでは、他人に知られると不都合がある作品に関係しているようだが……。

　俺が目にした事があって、年頃の女子が公言を憚はばかるような作品のキャラで、なおかつある程度のグッズ展開をしているものとなれば。

「……ギャルゲー関係かな」

　そう考えれば、既視感にも説明がつく。お世話になった作品の中に入っていた新作案内のチラシで見たのか、友達がプレイしている所でも観みたのだろう。

　不良とゲーム──接点がないように思えるが、不良はゲーセンに溜たまるものだ。

　恐らくななのは、ゲーセンに入り浸る内にゲーム全般にのめり込んでしまい……やがて、ギャルゲーのヘビーユーザーになってしまったに違いない。

　きっとあれだ。ゲームの登場人物なら、実在の人間と違って裏切らない──って感じなんじゃないだろうか。重度の二次元マニアみたいな発言で、若干痛々しいけど。

「うーん……なんだかエラい事知っちゃったみたいだなぁ」

　あまりに予想外の展開でかえって吞のん気きになっていると、頭の中で何者かが囁ささやいた。

『チャンスですよ。ここで彼女の秘密──いいえ。弱みを握れば一気に形勢逆転です』

　出たな悪──物腰が柔らかい!?　さては天使の顔した悪魔だな！

『先ほどの口ぶりですと、彼女は今頃コレクションの状態確認をしているに違いありません。現場を押さえることが出来さえすれば、後はあなたの思うがまま……』

　うわっ、卑ひ劣れつ！　女の子を脅おどすなんて出来るわけないじゃん！

『先に理不尽な事をしたのは彼女ではないですか。善意で落とし物を拾ったのに、ジャーマン・スープレックスですよ？　そして、このままジッとしていれば、記憶が飛ぶまで殴られる……こちらには一切落ち度がないというのに、あんまりではないですか』

　た……確かに、ちょっと腑ふに落ちないけども。

『それに、よく考えてご覧なさい。彼女に上う手まくお願いする事が出来れば、花嫁修業だってさせられますよ』

　──何だって？

『結婚しなくて済む、という事です。あくまでもお願いするだけですから、無理強いはしていません。約束は守っています。ただ……秘密を知っているだけです』

　汚い。さすがは悪魔。なんて底意地の悪さだ。身の毛もよだつような下劣さを感じる。

　本当に汚い！　汚いっ、けど……。

　二人だけの秘密にしておけば、セーフのような気がしなくもないような。

『諦あきらめていいんですか？　運命の赤い糸で結むすばれた女性と出会い、幸せな結婚生活を送るという夢……その記念すべき初婚を、失ってしまってもいいんですか？』

　やめろ！　それ以上揺さぶりをかけるなッ！

『──ちょいと待ちな、ボウズ』

　おおッ、やっと本命の天使が来た！　随分ハードボイルドな天使だな！

『目には目を、歯には歯を──正当防衛には正当防衛だ。やっちまいな』

　後押ししないでよ!?　しかも悪魔より容よう赦しやないし！







　やっとの事で布団から抜け出した俺おれは、抜き足差し足忍び足で和室の前に立った。

　──結局。天使の顔をした悪魔と、タフでハードな天使の誘惑に負けてしまった。

　俺だって、こんな卑ひ怯きような真ま似ねはしたくない。したくはないが、死にたくもない。

　せめてものプライドで物的証拠は残さない。見るだけで終わりにする。

　南無三、と微かすかに震える指で引き戸を開け放ち、




　止まった。




　思考を初めとする、俺の中の全すべてが停止した。

　ななのがいる。だが髪型は、絶妙に左右の位置がズレたツインテールに変っている。

　服装は子どもっぽいピンクのワンピース。しかし胸元はパッツンパッツンで、服とスタイルのギャップがとんでもない事になっている。

　ポーズもツッコみ所が満載だ。右手を天井に伸ばし、左手で胸を寄せている。推定Ｇカップもある胸だ。ちょっと腕を内側にするだけで、堪たまらなくたわわになってしまう。

　すらりと伸びた生なま脚あしは片方のつま先だけで体重を支えていて、もう一方はいかにもキャピキャピした女の子っぽく上げられている。

　極めつけはウィンクだ。あの悪い目つきはどこに消えた、というくらいの愛らしさ。

　硬直していた彼女の顔が、段々と羞しゆう恥ちの色に染まっていく。

　嘘うそのつけない端正な顔にありありと書いてある──『知られたくなかった』

　ゲーマーなんて想像をしていた、俺おれが甘かった。予想以上だ。

　彼女に。

　ご意見無用の不良娘にして極道の血を引くななのに。

　ややもすれば、俺のお嫁さんになるかもしれない鉄くろがねななのに。

　──コスプレ趣味があっただなんて。

　緑色の瞳ひとみに涙が浮かんだ。

「うっ──うわぁああああああああああああああ!!」

　絶叫して、ななのは自分の身体からだをかき抱く。それから顔を動かして──部屋の片隅に向かって走り出した。そこには、鉄パイプが立てかけてある。

「うっ──うわぁああああああああああああああ!?」

　今度は俺が悲鳴を上げて全力疾しつ走そう。ビーチフラッグのように鉄パイプに飛びついた。

「こンのッ……　離しやがれ！」

　ななのが振りかぶろうとした所で、なんとか鉄パイプを押さえ込む。

「離せるわけないよ！　死ぬから！　普通に死ぬから！　俺が！」

「やかましい！　もう口開くな卑ひ怯きよう者もの！　今すぐ三さん途ずの川に叩き込んでやるッ」

　今日見た中でも最高潮──いや最紅潮になったななのは、涙の溜たまった目で睨にらんでくる。

「これだから他人は嫌いなんだ！　腹ん中で何企たくらんでるか分かりゃしねぇ……人のプラシーボだって無視しやがる」

「プラシーボ……ああ、プライバシー？」

　それだ、と彼女は洟はなをすすった。

　外見の割に横文字が苦手な所をイジリ倒したいのは山々だが──できない。

　駄目だ。女の子が泣いてる顔は駄目なんだ。とても耐えられない！

　だから気が進まなかったんだ。俺は無類のイチャイチャ好きで、女の子の弱みを握って『この写真をバラ撒まかれたくなかったら、ボクの言う通りにしてくださいグフフ』──みたいな陵辱系の展開は肌はだに合わないんだ。そんな事はとうの昔に分かってたはずなのに、我が身可愛かわいさに判断を誤った。愚かだった。穴があったら入りたい。

「……ごめん。卑怯な真ま似ねして」

　罪悪感に苛さいなまれた俺は、ななのに向かって頭を下げた。

「いきなり正当防衛された上にぶちのめされるのは納得できなかったから……つい」

「今更怖おじ気け付づいたって、後の祭りだぜ。ごめんで済んだら警察はいらねぇんだ。ぶちのめされるのが怖いんだったら、最ハ初ナっからケンカ売ってくんな」

　彼女は袖そでにこすりつけるようにして涙を拭ぬぐう。

「だがまぁ……それでも、アタシに一矢報むくいたコトは確かだな。よかったじゃねぇか──望み通り、アタシが誰にも知られたくなかった趣味を知れてよ。冥めい途どの土産にしちゃ上等すぎるくれぇだぜ。せいぜい、あの世で自慢するこったな」

　威い勢せい良く言ってのける彼女。

　ただ……顔色は真っ赤で、強気な笑顔は明らかに無理をしている感じだけど。何て言うか、全体的にフニャフニャしていて色々と限界そうだ。アンバランスなツインテールも相まって、危うさに拍車がかかっている。

「さすがに吹ふい聴ちようして回るつもりはないけど……眼福ではあるよ。可愛かわいいからね」

　唇くちびるを微かすかにとがらせ、ななのは俺おれから目を逸そらした。

「なぁにが可愛いだ……全然似てねぇコトくらい、自分が一番よく分かってんだよ」

　何回髪型をセットしても決まらなくてヘソを曲げてしまったような顔をした彼女の視線を追ってみる。

　見れば、ちゃぶ台の上に一冊の本が置かれている。表紙には戦闘コスチュームらしき服を着た女の子達たちが描かれていて、その中でセンターを飾っているのは金髪をツーサイドアップにした女の子だった。年の頃は中学生になるかならないか、といったところか。

　本のタイトルは、『ブリリアント・ラグーン　オフィシャルファンブック』。本についている帯では、あのハムスターもどきの謎なぞ生物が「ブリラグの全すべてが丸わかりだぜィ！」と言っていた。ブリリアント・ラグーン……ブリラグ……。

「分かった！」

　思わず出してしまった大声にななのが驚き、髪と胸を震わせた。

「ようやく思い出した！　あのストラップ、ブリラグに出てくる妖よう精せいか！　あとその服、マーメイドダイヤモンドが変身前に着てる服だよね？」

「……知ってんのか？」

「うん。しっかり観みた事はないけど」

　確か、地球の大部分が海となった世界を舞台に、特殊な力を持った宝石で変身した女の子達が悪と戦う変身ヒロインアニメだ。

　俗に言う女の子向けアニメで、メインターゲットである女児はもちろん、スク水を基調にデザインされたコスチュームが大きなお友達の心を鷲わし掴づかみにしているとか。

　改めて見てみると……あの戦闘コスチューム、基もとがスク水だけに密着感は折り紙付きで、腋わきは丸見え、太ももは絶対領域及びガーターベルト風というデザインをしている。現実世界で成人男性が眺ながめようものなら、事案認定間違いなしの衣装だ。

「幼女向けにしては攻めたコスチュームだね──ハッ!?」

　物心ついた時から磨みがき上あげてきた妄想力が爆発した。

「つまりななのは、日常的にあのコスチュームに身体からだを委ゆだねている事に？　上から九十一・五十六・八十九のワガママボディを惜しみなく!?　それはもうぴっちりと!!　なんてこった、実にけしからん！　甚だよくない！　よっしゃ、今すぐ着替えてみようへブァ!?」

　強烈なビンタを喰くらい、俺おれは首だけでなく身体ごと回った。百八十度どころか二百度くらい回頭し、畳に手をつく。え、何この威力？　ほっぺた弾はじけ飛とんだんじゃない？

「さっきまでの申し訳なさそうな面はどこ行ったんだ！　こンの、べらぼうドヘンタイ！」

　頬ほおを押さえて振り向くと、真っ赤になったななのがフーフー唸うなっていた。

「ってか、なんでアタシの身体の数字知ってんだよ！」

　彼女の怒りに満ちた問いかけに、俺は口の端を吊つり上あげる。

「伊だ達てに女の子をいやらしい目で見ちゃいないさ。スリーサイズは見れば分かるよ」

　と、ここで俺は真顔になった。左手はほっぺ。右手は畳。それじゃ、鉄パイプは？

　血の気が引くと同時に、金属の棒が背後からヌッと突き出される。

「言いたいコトはそれだけか？」

　俺の鼻先に鉄パイプを突きつけて、ななのはゆっくりと立ち上がった。片手でシュシュを外し、これ以上ないほどに目つきを険けわしくする。

「アタシにケンカ売るだけならまだしもだ。ひかりちゃん達たち『アーマーメイド』のコスチュームまで貶けなすなんざ、たとえ天地がひっくり返ったって容よう赦しやできねぇ！」

　堂に入った啖たん呵かを切って、ななのは鉄パイプを両手で握る。

「ま、待って！　話せばッ、話せば分かる！」

「問もん答どう無む用よう！　歯ァ食いしばれ！」

　ななのは上半身をグルリと回して鉄パイプを振り被かぶる。

　切実に思う──弱みを握ろうとするんじゃなかった！

　つい一分前までは、『許されるんならぶちのめされても……』なんてうっすら思いもしたが、いざその時になってみると恐ろしいなんてもんじゃない！　生きたい！

　何かないか？　何か……なんでもいい！

　俺に出来る事で、ななのにとって利用価値のあるものはなんだ!?

　セクハラ──違う！　掃除、洗濯──弱い！　町内会参加──多分興味ない！

　あと俺に出来る事は……そうだ！

「裁縫っ！」

　命懸けで絞り出した妙案に、ななのの攻撃の手が止まった。

「裁さい縫ほうが……どうした」

「コスプレっていえば、衣装も自分で作るんだよね？　それ、俺も手伝うよ！」

「……衣装作りを手伝う、ってのか」

　ここぞとばかりに何度も頷うなずく。

「本格的な服は作った事ないけど、型紙さえあれば大丈夫！　妹の服の手直しもやってたから、洋よう裁さいを全然知らないってわけじゃないんだ！　きっと役に立てると思う！」

　ななのは、視線をウロウロと動かした。あからさまに心が揺れ動いている。

「……ど、どうせ、出任せに決まってる。ホントは針も糸も持ったコトねぇんだ」

「いや、俺おれがソーイングセット持ち歩いてるの見たでしょ？」

「それは……その……アレだ。オシャレとして」

「どの層向けのファッションアイテム!?　アピールポイントが地味すぎるって！」

「う、うぅうう……」

　彼女はしどろもどろになっていき、段々と鉄パイプの先端を下に向けていく。

　悩んでいる。ここまで分かりやすく悩んでいる人もいないくらいに悩んでいる。

「──ァ」

　気まずそうに俯うつむき、ため息と吐と息いきの中間のようなかすれ声を出すななの。

「アタシはからっきしだぞ。衣装も、コレ一着を買っただけだ」

「そ、そうなんだ。ちなみにおいくら？」

「シュシュとソックスもセットで一万八千円」

「高っ──いの？」

　途中で不安になり、訊きいてみる。「公式だからな」とななのは答えた。

「そっか。でも……うん。なんとかする！」

「…………ふん。どうせ嘘うそだろ」

「ホント！　今度ばっかりは嘘つかない！」

　疑わしげな目をする彼女に、必死で訴える。

「俺は楽しく生きたいんだ！　一緒に暮くらす以上、相手の趣味はどうしたって自分の生活の中に入ってくる！　だったら拒絶したり馬鹿にするんじゃなくて、理解して受け入れた方が楽しく暮らせるに決まってるじゃないか──お互たがいにね！」

「…………」

　彼女は鉄パイプを背後に放ほうり、おもむろに衣装を脱ぎ始めた。ぅえッ!?

「そ、そんないきなり！　いくらセクハラが趣味でも、まだ心の準備が！」

「？　何焦あせってんだ？」

　大慌てする俺を呆あきれたように見下ろし、ななのはワンピースを足元に落とす。

「だ、だって！　ななのは経験豊富かもしれないけど、俺ってば初めて──あり？」

　衣装を脱いだ彼女は、タンクトップにショートパンツというラフな格好になっていた。

「なんだ……下に着てたんだ」

「フン。こちとら、うん十人って野郎共と一緒に暮らしてたんだ。趣味をバレねぇようにする対策は万全よ」

　ゾンビ映画に出てくるヒロインのような格好になった彼女は、大事そうにコスプレの衣装を和室の壁に掛けた。丁寧にシワを伸ばし、パンパンと埃ほこりを払う。

「──緋ひ色いろ」

　コスプレの衣装を真剣な眼まな差ざしで見つめ、ななのは口を開いた。

「アンタはアタシの大嫌いな嘘うそつき野郎だ。卑ひ怯きよう者ものだし、いつまた寝首をかこうとするか知れねぇ。今だって、腹ン中じゃアタシの趣味をバカにしてるに違いねぇ」

「そんな事っ──」

「そんなコトない、ってんだろ？」

　俺おれの言葉を遮さえぎって、彼女はこちらに向き直った。

「でも、アタシはそんな言葉信じねぇ」

　んべっ、と舌を出す。こんな時に言うのもなんだけど、かなり可愛かわいい。

「それじゃ、どうすれば信じてくれる？」

　ななのは、ちゃぶ台のファンブックを手に取った。

「洗脳だ」

　せんのう？

「洗脳って……悪の組織御用達の？」

　おうよ、と彼女はちゃぶ台の横に置いてあった段ボール箱の上に本を置いた。

「今からみっちりブリラグのイロハを叩たたき込こんで、アンタを同じ穴のムジナにしてやる。同類になりゃ、ちったぁ信用できるってもんだ」

　これまでとは違う方向性の恐怖を感じ、本能的に後じさる。

「そこまでしなくても、衣装作って着るだけなら、イラストか何かがあれば──」

「──コスプレ舐なめんな」

　今日一番のメンチを切られ、否いや応おうなく黙らせられる。

「勘違いしてるみてぇだがな……コスプレは、衣装だけ着て『ハイ、完成』なんて生っちょろいモンじゃねぇんだ。キャラがどんな表情をするのか、どんなポーズをするのか、場面場面でどういうコトを考えてんのか、人となりをしっかり分かっとく必要があるんだよ。上っ面だけじゃダメなんだ」

　ななのは大きな胸をドン！　と張った。

「いいか、覚えとけよ！　コスプレってのはな──愛いとしいキャラクターひととの合体だ！」

　なんかとんでもなく誤解を招く言い回しだ!?

「愛だの恋だのくだらない、って言ってなかった？」

「二次元はアタシを裏切らない！　だから愛せる！」

　部分的に予想が当たってた！　よりによって一番残念な部分が！

　フンス、と満足げに鼻息を吐いて、ななのは段ボール箱を抱え上げた。

「この中には、細心の注意を払って買い集めたブリラググッズが入ってる。本にブルーレイにＣＤ……洗脳するには十分な量がな」

「細心の注意って、具体的にはどんな？」

「趣味が特定されねぇように、全部違う店で買った。トレカは一店舗につき三点まで」

　思ったよりも慎重な配慮が為なされていた。

　彼女がリビングに入ると、タイミング良く電話が鳴り響いた。

　彼女は鬱うつ陶とうしそうに電話を見やり、段ボール箱を下に置くと──躊躇ためらうことなく電話線を引っこ抜いた。外界との交信が遮しや断だんされた……。

「いつまで尻しり餅もちついてやがんだ。さっさと来やがれ。時間はいくらあっても足りねぇぞ」

「……はい。ただいま」







　──こうして俺おれは、花嫁修業をさせるどころか、逆に彼女の純愛に巻き込まれる事となったのだった。






　相性ＢＡＤ　ＧＩＲＬＳ












　巨大な船の上にある遊園地──ブリリアント・ラグーンの中に爆音が響き渡った。

　悲鳴を上げて逃げ惑う人々の背後にいるのは、カーイ帝国の幹部によって生み出されたミナソコーと呼ばれるモンスターだ。モンスターらしい巨大さと頭足類に似た触しよく手しゆが特徴で、無機物と融合する事で真価を発はつ揮きする。

　今回は園内にあったポップコーン製造器と融合したので、ポップコーンが山盛りになった紙コップにタコの足が生えたようなデザインになっている。

『オーホッホッホ！　いいわよミナソコー！　もっとやっておしまい！』

　高笑いを上げているのはカーイ帝国四天王の紅一点・スノウマリン。アイマスクといいボンデージ衣装といい、実に悪の組織らしい。子どもにハイレグは刺激が強いでしょうが。

『ちょおっと待ったーっ！』

　スノウマリンが暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす広場に、三人の女の子が現れた。可愛かわいらしい鼓こ笛てき隊たいの衣装に身を包み、マーチングハットの上にはハムスターのような生物を乗せている。

　一人は、赤毛でロングヘアーの暁あかつきレイラちゃん。いかにもな財ざい閥ばつの跡取り娘で、勝ち気なツンデレお嬢さまだ。小学四年生。

　二人目は、青髪をショートカットにしている小鳥遊たかなしマリちゃん。ボーイッシュな見た目に反して作中随一の常識人。他のキャラに対するツッコミを一手に引き受ける苦労人でもある。小学四年生。ちなみに妹キャラで、お兄さんはイケメンだ。

『楽しい日曜日を台無しにするなんて！　一体全体どういうつもり!?』

　そして、全員の気持ちを代弁した金髪ツーサイドアップ。彼女こそ今作の主役であり、俺おれの同どう棲せい相手が愛して止やまない小学四年生──桜さくら乃のひかりちゃん。勉強も運動も苦手で、全体的に鈍にぶくさくておっちょこちょいだが、誰よりも優しい心を持つ女の子だ。

『ええい、おだまり！　ミナソコー、まずはこのちんちくりん共を片付けなさい！』

　ひかりちゃん達たちの頭に乗っていたハムスターのような生き物──宝石の精霊達たちがそれぞれのパートナーの名前を呼び、『ぼんっ！』と宝石に姿を変える。

『ひかり！　アーマーメイドに変身だぜィ！』

『合点承知だよ！』

　意外に古くさい台詞せりふを言って、ひかりちゃんはダイヤモンドを掴つかむ。同じようにマリちゃんはサファイアを、レイラちゃんはルビーを手にし、その手を天に向ける。

　そして、叫ぶ。

『ジュエル・チェインジ!!』







「ふぉおおお！　いよっ、待ってましたーっ!!　頑張れ、アーマーメイド!!」

　──現在の時刻、朝の六時。カーテンの隙すき間まから朝日が差し込み、スズメがチュンチュン囀さえずっている。一晩を共に過ごした男女がスズメの鳴き声を聞く事を、俗に朝チュンなどと言うが、俺達の場合は違う。食事と入浴とトイレ以外、昨日の夕方からぶっ続けでアニメを観み続つづけた上での朝チュンだ。ベッドインどころか横になる暇もない。

「おおー……動く動く！　いつ観てもこの回の作画気合入ってるな──危ない！」

　睡眠不足のあくびをかみ殺す横では、ななのが興奮気味に声を上げている。

　昨日の夕方からブリラグを観み始はじめてから、ずっとこの調子だ。

　日常シーンではにやつき、戦闘シーンでは飛びはね、泣かせるシーンでは涙るい腺せんを弛ゆるめ、シリアスなシーンでは息を止めて微動だにしない。

　そんな彼女の動きに合わせて大きな胸がぶるんぶるん、裾すそがめくれておへそや背中がチラリズム、さらけ出された生なま脚あしが落ち着きなく動いて大変ありがたい。

　そして最もっとも恐ろしい事は、あの不良娘がこのテンションを半日以上維持しているという事だ。とにもかくにもアニメに夢中で、自分の事に無む頓とん着ちやく過ぎる。

　何というか、俺でなかったら逆に危ない所だ。二次元・三次元の枠に捕らわれず、各種参考資料で精神力──いや、あえて性神力と言おうか──を鍛きたえていた俺おれだからこそ、『もう我慢できねぇよ……』とならなかったのだ。『しばらく目の保養をしてから、セクハラついでに注意を促そう』と思いとどまる冷静さが俺にはあったのである。

　決して返かえり討うちに遭うのが怖かったからではない。あくまでも理性を鍛えていた成果であり、運命の相手に操みさおを立てた結果なのである。である、で締めると説得力あるよね。

「──ふぅ！　面白かった！」

　一話を観み終おえると、ななのは額の汗を拭ぬぐいながらリモコンの停止ボタンを押した。

「パレードの準備をする皆の可愛かわいさ。素直になれないレイラちゃんの葛かつ藤とう。ひかりちゃんの凡ミス。マリちゃんのフォロー。作画に演出……どれを取っても文句のつけようがねぇ」

『今回のよかった所』を指折り数えていった彼女は、感極まった様子で締めくくる。

「ときめいたぜ……！」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせる彼女に、俺も深く同意する。

「その気持ちは分かるよ。確かに素す晴ばらしかった」

「分かるか！　そうか……たった一晩とは言え、みっちり洗脳した甲か斐いがあったぜ」

　しみじみと顔をほころばせ、身を乗り出してくる彼女。

「緋ひ色いろはどこがいいと思ったんだ？　アバンか？　Ａパートか？」

　そうだなぁ、と顎あごに手をやり思い返す。












「一番よかったのは……ひかりちゃん達たちがマーチングバンドの服を試着したシーン──」

「おおっ！」

「──を見て、両腕を目一杯あげてガッツポーズした時の、ななのの腋わきと横乳かな」

「んなっ──」

　色白の肌はだを真っ赤に染めて、彼女は腋を隠す。

「いや、タンクトップだから今更隠しても遅くな──へブンっ!?」

　カルシウム不足の人なら歯が飛び出ている威力の平手打ちを食らい、俺おれは倒れ込んだ。

　ぐふぅ……通算二十一回目の張り手か。一向に威力は衰えないな。手首じゃなくて、肩と肘ひじの力で張ってくる所がガチなんだもん。もうガクグク。

「こンの、べらぼうドヘンタイ！　なんだってアンタは、そうろくでもないトコばっかり見てやがんだ！」

　未いまだ顔から熱が引かない彼女は、傍かたわらに置いていたふ菓子の袋から一本抜き取った。

「ったく……こんなにデカいテレビで堂々と観みられるだけでも贅ぜい沢たくだってのに」

　自分は贅沢できなかったみたいな口ぶりだ。

「それじゃ、ななのは実家に居た時はどういう風に観てたの？」

「持ち運びできるちゃっちゃいテレビ持って、押し入れン中で観てんだ。片耳にだけイヤホン突っ込んでな。グッズと衣装は天てん袋ぶくろに隠しておいた」

　目的に違いはあれど、思春期の男子と同じ行動をしている。なんだかとっても親近感。

「今まで何度も繰り返して観ちゃあいたが、やっぱり画面が大きいと感動もひとしおだな。まるで、ひかりちゃんの隣となりで応援してるみてぇだ。毎日が特等席だぜ」

　ななのは短くなったふ菓子を口に放ほうり込み、良く噛かんでからしっかりと飲み込んだ。

「さて！　それじゃ、次の回に行くとするか！　次の回は確か──ああ、ナポリタンの回だ！　『ライバル登場！　喫茶ダイヤモンド・ダスト大ピンチ！』の回だな！」

　指についた黒糖を舐なめてから、除菌ティッシュで手を拭ふくななの。もちろん、この除菌ティッシュにもブリラグのイラストが描かれている。期間限定のコラボ商品だそうだ。

　コレクションに汚れが付かないように指を綺き麗れいにして、彼女はファンブックのページをそっとめくる。

「事前知識として教えとくがな。ダイヤモンド・ダストの名物メニューがナポリタンなのは、ブリラグの監督さんの実家がやってる喫茶店の名物がナポリタンだからなんだ。今、そのインタビュー記事を見せてやるからな。──あっ、そうだ！　ナポリタンといや、初回限定版の特典映像にひかりちゃん達の声優さんがナポリタンを作る企画があるんだぜ！　こっちは後で観せてやるからな！　期待してていいぞ！」

　白い歯をニッと見せて、ななのは鼻歌交じりにインタビュー記事を探している。

　大画面で大好きなアニメを観て、大好きな物を隠す事なく堂々とテーブルに広げられる。それがどれだけ嬉うれしい事なのか、ななのを見ればよく分かる。

　ずっと、こうしたかったんだなぁ……。

「ななのが一人暮ぐらしにこだわった理由って──誰にも邪魔されないでアニメ観みたりコスプレしたりしたかったから、なんだよね？」

「あたぼうよ。それなりにデカい家だとはいえ、組の連中が四六時中うろついてるんじゃ気持ちの休まる暇がねぇ。──ついでに言や、アタシの部屋は和室だったからな。自分てめぇの部屋に鍵かぎもかけられなかったんだ」

　それなら昨日、俺おれが奇襲をかけた時にななのが油断しきっていたのも理解できる。警戒すべき相手を気絶させて簀す巻まきにして、脅おどし文句の置き手紙を残しておけば、数時間は伸び伸びと趣味に没ぼつ頭とうできると考えていたのだろう。

「何をするにも一人が一番だからな。他人がいたんじゃ、心に歯止めがかかっちまう」

「なるほどね。……って、あれ？　現在進行形で楽しんでない？　他お人れいるのに」

「！」

　うわー……どう見ても意表を突かれた顔してるぅ。

　ななのは視線を右往左往させてから、

「し、仕方ねぇじゃねぇか！　ブリラグは面おも白しれぇんだ！　ホントに、ホントに面白ぇんだよ！　それなのにアタシがつまらなそうな面ツラしてちゃ、洗脳にならねぇだろが！」

　開き直った！

「物騒な事言わないでよ！　ここはツンデレっぽく、『ふ、ふんっ。別にアンタと話すのが楽しかったワケじゃないんだからっ。勘違いしないでよね！』って、照れ隠しで言っちゃう所だよ!?　もちろん、心の中では俺への親愛度がうなぎ登り！」

「べらぼう抜かすな！　人の弱みを握ろうとしたヤツを、一日二日で信用できるか！」

　ヒューッ！　ぐうの音も出ないぜ！

「この際だから、ハッキリ言ってやるがな。アタシはアンタを信用しちゃいねぇ。出来るモンなら脳みそを改造ちゅじゅちゅちて──」

「え？」

　豪快に舌が回らなかったななのは、一度深呼吸してから言い直した。

「手術しゆじゆちゆ」

「惜おしい」

「うぅううう…………」

　顔から耳から谷間から、地下熱のように湯気を出して歯は噛がみするななの。

「脳みそをアレして、アタシに逆らえないようにしてぇところだ！」

「諦あきらめた!?　もう少し粘ろうよ！　生麦生米生下着、って言ってごらん？」

「なめみゅ──おい、ちょっと待て。その早口言葉、おかしくなかったか？」

　と、その時。玄関のチャイムが鳴った。こんな時間にお客さん？

「誰だろ？　宅配便にしては時間が早いし……」

　すると、ななのがソファに立てかけてあった鉄パイプを手にして──って、

「鉄パイプ持ってどこ行くのさ!?」

　振り返った彼女は、先ほどまでとは打って変わって、すっかり百ひやく戦せん錬れん磨まの不良娘の顔をしていた。今日も今日とて、目つき悪ッ！　寝不足だから険けわしさ二倍！

「相手が誰だろうと、この部屋に来るかもしれねぇなら、玄関先でぶちのめす。それが、アタシ流の『スパークル・イージス』だ」

　説明しよう！　『スパークル・イージス』とは、桜さくら乃のひかりちゃんが変身するダイヤモンドの戦士・マーメイドダイヤモンドの得意技である！

　桜の形をしたエネルギーの盾で敵の攻撃を防ぎ、蓄ちく積せきしたダメージを任意のタイミングで打ち返すカウンター技だ！　しかも単なる反射攻撃ではなく、どんな攻撃でも浄化技として反射する！　ひかりちゃんの優しく清らかな心が為なせる、攻防一体の技なのだ！

　つまり！　近付く者皆傷つける過激な防衛行動とは、全くもって正反対なのである！

　来客者が再び玄関のチャイムを鳴らす中、俺おれは急いでななのの前に立ちふさがった。

「落ち着いてって！　楽しんでる所を邪魔されて気が立ってるのは分かる！　でも、鉄パイプはどう考えてもやり過ぎだよ！　そこまで殺気立たなくてもいいじゃない!?」

「何も水を差されたから腹立ててるワケじゃねぇよ。万が一にもアタシの趣味がバレたくねぇから、二度とかかわり合いになりたくねぇように脅おどしをかけとくんだよ」

「脅してまで趣味を隠す必要なんか──」

　途中でふと思いつき、訊きいてみる。

「もしかして……オタクだってバレるのが恥ずかしい、とか？」

「ンなワケあるか！　アタシは二次元に命張ってんだ！　出来るコトなら、ブリラグの着ぐるみショーにだって大手を振って参加してぇよ。──もちろん、お子さまの邪魔にならねぇように気をつけてな」

　大きなお友達としての配慮も忘れない彼女だった。

「だったら、なんで他人に知られたくないの？」

「フン。アンタが一番分かってんだろ。──弱みになるからだよ」

　怒りではなく咎とがめるような半眼になって、彼女は続けた。

「宝物ってのは敵に取っちゃ格好の狙ねらい所だ。ブリラグでも三話目で、マリちゃんがソフトボールで使ってるグローブを壊されそうになったし……七話目じゃ、ひかりちゃんの友達の法のり子こちゃんが人質に取られた。で、アタシの場合はブリラグそのものだ」

　うっ……居心地悪くなってきた。この目は、睨にらむよりも良心をえぐる目だぜ。

「アタシは他人が嫌いで、敵も多い。ケンカに負けて恨んでるヤツもいれば、アタシを負かして名を上げようとするヤツもいる。そんなヤツらに趣味を知られてみろ。ひかりちゃん達たちがどんな目に遭うか……」

　ななのは、テーブルの上に置いてあるグッズの数々に視線を向けた。

「アタシは何をされても構わねぇ。だが、ひかりちゃん達のフィギュアの首が折られたり……イラストに落書きされたり……コスプレの衣装を切り裂かれたりしたら……」

　フッ……と緑色の瞳ひとみが虚うつろになった。

「やったヤツらを全員あの世に送ってから、ひかりちゃん達に死んで詫わびる」

　愛が重い!!

「な、何もそこまでしなくても……」

「アタシのせいで酷ひどい目に遭わされたんだぞ。──安心しろ。コンクリと短ド刀スを調達するツテはあるんだ。顔なじみの着物屋もいるから、死に装しよう束ぞくだって用意できる」

　憎い敵を東京湾に沈めてから、自分は切腹するつもりなのか。やりかねない目だ。

「え、えっと……うん。ななのの気持ちはよく分かったよ」

　俺おれは平常心を心掛け、想像以上に手遅れ気味な彼女の説得を試こころみる。

「それでも、玄関開けたら滅多打ちはマズいよ。もしもご近所さんが回覧板持ってきただけだったら、大問題になる。母さんの代理でこまめに町内会の会合に参加して築きずき上あげた、俺の評価がパァになっちゃう」

「隣となり近所の評判なんざ、どうだっていいじゃねぇか」

　ななのの目に光が戻ってきた。よかった、黄よ泉みの国から帰ってきてくれて。

「どうでもよくないよ。『エッチなのが玉に瑕きずだけど、おおむね好青年な緋ひ色いろくん』で通ってるんだよ？　お父さん方と仲良くして、未成年が買えない参考資料の数々をこっそり融通してもらってたりするんだ。ご近所付き合いは大事なの」

「子どもが買えない参考資料ってなんだ？」

「強いて言えば──明るい家族計画みらいの為ための参考資料、かな」

　ここまでニュアンスを漂ただよわせれば、察しが悪い人でも分かりそうなものだが、ななのはピンとこなかったようだ。頭に巨大なハテナマークを浮かべている。

「明るい未来……地球から戦争をなくす方法でも調べてんのか？」

　それは大人でもなかなか買えるもんじゃないけど!?

「とにかく、ここは俺に任せて。念の為、ななのはここを片付けておいてよ」

「……人をだまし討ちしようとするアンタを信じろって？」

　半日アニメを一緒に観みても、未いまだに昨日の襲撃事件が尾を引いている。

「だからだよ。その罪滅ぼしをしたいんだ」

　ななのの疑念を払ふつ拭しよくする。俺は、そう覚悟を決めた。

「暴力ナシで隠し事をするとなると、大なり小なり嘘うそをつかないといけなくなる。ななのが嘘うそをつかないなら、俺おれが嘘をつく。嘘をついて、ななのの趣味がバレないようにする」

　負い目と言うより、自分の蒔まいた種。強制的にアニメを観みせられて半ば洗脳されたくらいでは、昨日自分の取ってしまった行動を俺自身が許せない。奇襲した上に女の子を泣かせるなんて、無類のイチャラブ好きを公言する俺がしてはならない愚ぐ行こうだからだ。

　──って言うか、美少女のハラキリなんて見たくないし！

「…………ふん」

　真剣な思いが伝わったのか、ななのは肩に担いでいた鉄パイプを下に降ろした。

「そこまで言われてしゃしゃり出たんじゃ、アタシの株が下がるってもんだ。仕方ねぇ。ここはアンタに任してやる」

「ありがとう！」

　ただし、と彼女は指で俺の胸を突いた。

「アタシは嘘も嘘つきも大嫌いだ。だから、アンタが嘘ついたら引っぱたく」

「守る為ための嘘でもアウトなの？」

「どんな嘘でも嘘は嘘で、悪いコトだ。悪いコトしたら怒られるのは当たり前だろが」

　中途半端に正論だ。しかし、彼女を想おもってついた嘘でも許されないのは、少々理不尽じゃないだろうか。ななのを守って、ななのに引っぱたかれるなんて……。

　そんなの──とある業界だったらご褒美じゃないですか。

「分かった。俺が嘘ついたら引っぱたいて。……後学の為に、そっちの性せい癖へきの開発もしたかったところなんだ」

　ななのは頷うなずきかけて、「ん？」と眉まゆ根ねを寄せた。

「そっちの……赤せき壁へき？」

「三国志で有名な場所の開発事業に手を出すつもりはないよ？」




「緋ひ色いろくん！　ご無事だったのですね？　よかった……」

　玄関の扉を開けると、そこにはポニーテールと黒いタイツがよく似合うスレンダーな美少女が立っていた。

「なんだ、あおちゃんか。おはよう」

　安あん堵どの色を浮かべていた彼女は、俺の不用意な言葉にムッとした。

「なんだ、ではありません！　昨日からずっと音信不通で心配したのですよ!?」

　言われてみれば、昨日の騒動は暴行未み遂すい及び誘拐。おまけに俺は夕方まで気絶していて、家の電話も使えなかった。となれば拉ら致ち監禁。事件性が高い疑惑の三本立てだ。

「心配かけてごめんね。説明は難しいんだけど……色々あってさ」

「それは、鉄くろがねななのさんと同居されることに関係しているのでしょうか」

「知ってるの？」

　訊たずねると、結城ゆうきさんから聞いたという答えが返ってきた。

　俺おれと親しい存在なので、あおちゃんには事情を説明して協力を仰あおぐように──と母さんが厳げん命めいしていたそうだ。

「それじゃ隠す必要もないか。その通りはぁああ……ああ、ごめん。今日は寝てなくて」

　寝不足の常であくびをしてしまうと、あおちゃんが真剣な顔を近づけてきた。

「捜査しますっ」

　そう宣言すると、俺の身体からだを這はうように鼻を動かし、くんくんと匂においを嗅かいできた。

　あおちゃんは人一倍鼻が利く。学校にお菓子でも持ってこよう物なら、微かすかな匂いだけで分かってしまう。事件の匂いを嗅ぎつける、警察犬みたいな特技だ。

「この甘い匂におい……覚えています。鉄くろがねななのさんの匂いですね」

　形の整った鼻を熱心に動かしていた彼女が、ジロリと見上げてくる。

「相変わらず、見事な嗅きゆう覚かくだね。──お手」

「わん──ではなくて！　話を逸そらさないでください！」

　得意の生き真面目まじめノリツッコミで俺の手をはたき落とし、あおちゃんは顔を赤くした。

「中学生時代の三年間……私は毎日のように緋ひ色いろくんのお話を聞いていました。ですから、緋色くんが異性の方と一夜を共にされても不純な関係に陥おちいっていないと信じています」

　ここであおちゃんは一度呼吸を整える。

「ですが、これほどまでに色濃く彼女の匂いを漂ただよわせていることについては、納得のいく説明をして下さい」

　セクハラのお仕置きでプロレス技を掛けられてただけだけど……夜に男女でプロレスごっこ、なんて言ったら誤解を招きそうだなぁ。

　よし。ここは一いつ旦たん話を逸らそう。

「不純な関係って、どんな関係？」

　へ？　と口を半開きにするあおちゃんに、追い打ちをかける。

「言葉を濁されたら分かんないよ。はっきりと具体的に言ってもらわないとさ」

「そ、それはっ……あの、その……」

　ごにょごにょと口ごもり、あおちゃんは俯うつむいてしまった。カバンを持つ指先が忙せわしなく動き、それが心の内の動揺を伝えている。

　あれ……なんだろう。なんだか気分が高揚してきた。ぐへへへ。

「言えないような事なの？　とても人には言えないような関係の事を、あおちゃんは真面目な顔して、朝っぱらから悶もん々もんと考えてるの？」

「んむむむむむむ…………っ！」

　とうとうほっぺたを膨ふくらませて、あおちゃんは腰から銀色の手て錠じよう『蒸着』を取り出した。そして輪の片方を俺の手首、もう一方を玄関のノブにはめる。我が家のドアノブの形状だと、これではもう動けない。

　しまった！　調子に乗ってイジり過ぎた！

「もういいです！　緋ひ色いろくんでは話になりません！　彼女に直接お訊たずねします！」

「あ、あのね？　ななのは、今──」

　あおちゃんの表情が強こわ張ばった。

「下の名前で呼んでらっしゃるのですか？　昨日は問もん答どう無む用ようで暴行を受けそうになっていたのに……！　やはり、一晩でお二人の関係を変えるような何かが起こったのですね。お邪魔します！」

　完かん璧ぺきにやらかしたーっ!!

　俺おれを押しやって家に入ると、彼女はローファーをキチンと揃そろえてからリビングに向かう。

　ま、まままままマズい！　ななのの片付けが終わってなかったら、ジ・エンドだ！

　背中からドッと汗を噴きだして、俺はシューズボックスの上を手で探る。

　確かここに置きっ放しにしてたはず……あった！

　入学式の時に貰もらった『ご入学おめでとうございます』の名札を引ひっ掴つかみ、付属している安全ピンで手て錠じようの鍵かぎを外す。何度も捕まえられたおかげで解錠のコツは掴んでいるのだ。

　外れた──俺が安あん堵どすると同時に、リビングからあおちゃんの悲鳴が聞こえてきた。

「きゃあッ！」

　続けざまに聞こえてきたのは、人が倒れるような音。

　まさか──隠いん蔽ぺい工作が間に合わなかったななのが、あおちゃんに『ななの流スパークル・イージス』を発動させたのでは。

　最悪の予感に襲われて、俺はリビングに転がり込んだ。どうか無事でいてくれ！

「…………」

　あ……ありのまま、今見ている状況を話すぜ！

　ななのが、あおちゃんを押し倒している。

　しかもピンポイントに、あおちゃんの顔を胸の谷間に埋めて。

　俺のいない間に、急転直下の百ゆ合り展開が！

「な、なんでこんな事に──ハッ!?」

　そうか。そういう事だったのか。恋愛経験が皆無ってわけじゃなかったのか。

「ななのって女の子が好きなんだね。だから、ひかりちゃんの事をあんなに……」

「ち、違う！　そんなんじゃねぇ！　状況をよく見てみろよ！」

　言われてよく見てみる。……あおちゃんの上に倒れ込んだななのは、ブリラググッズが入った段ボール箱を持っている。その段ボール箱があおちゃんに当たらないように、限界まで持ち上げている状態だ。興奮して飛びかかったにしては状況がおかしい。

「コレを運ぼうとしたら、いきなりコイツが入ってきて……それにちょいと驚いて、うっかり足を滑すべらせただけだ！　ホントにそれだけだ！」












「そうだったのか……てっきり美少女同士の組くんず解ほぐれつが始まるとばかり……」

「やかましい！　いいから、さっさと起こすの手伝え！」

　ななのから段ボール箱を受け取り、和室の中に持っていく。

　そして、リビングに戻った瞬間に膝ひざ蹴げりをかまされてしまった。みぞおちに命中。

「さっきはよくもべらぼう抜かしてくれたな……誰が女好きだって？」

　胸ぐら掴つかんで、ななのが顔を近づけてくる。

「確かにアタシはひかりちゃんが好きだがな。邪よこしまな目でひかりちゃんを見た事は一度だってねぇ。──ひかりちゃんは天使で、信仰の対象だからな」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで、なんて事を言うんだ……！

「…………」

　沈黙を保っていたあおちゃんがゆらりと立ち上がり、俺おれとななのは今更ながらに彼女の存在を思い出した。あおちゃんがいるのに、オタクトークをしてしまった。

　勘付かれたかもしれない──

「…………朝の」

「へ？」

「朝の六時から嫌がらせですか！」

　あおちゃんはガチ泣きしていた。

「昨日から電話も通じないので心配して様子を見に来たら……家に入った途端に、胸で人の顔を挟み込むだなんて、嫌がらせ以外の何物でもありません！　自慢ですか？　自慢なのですか!?　そこまでして、胸の大きさを誇りたいのですか!!」

　この様子だと、あおちゃんには俺おれ達たちの会話が耳に入っていなかったらしい。

　うん、まぁ……その、あおちゃんにとっては辛つらすぎる体験だったよね。

　胸の話題を振られて、ななのも顔を真っ赤にして噛かみ付ついた。

「いつ誰が自慢したよ！　アタシだって、好きでこんなになったんじゃねぇ!!」

「私だってそうですよ！　私だって……!!」

「み、見るんじゃねぇ！　見せモンじゃねぇぞ！」

　親の敵かたきのような目で見られ、ななのは胸を必死で隠す。

「緋ひ色いろ！　このポニテはなんなんだよ！　一体どういう関係なんだ!?」

「ああ、紹介が遅れちゃったね。こちら、遠とお山やまあおいちゃん。俺のお友達」

「遠山……そういや、緋色の話を聞いた時にタツがちょっと言ってたな。緋ひ色いろのお目付役をやってる女がいるとかどうとか。ソイツの名前が、確か遠山だったか」

　大声を出した事で少し気分が落ち着いたのか、あおちゃんは静かに頭を垂たれた。

「……お見苦しい所をお見せしました。遠山あおいと申します」

「……ななのだ。苗みよう字じはねぇ」

　互たがいに名乗りを終えると、二人は改めて睨にらみ合あいを始めた。

　かたや刑事の娘。かたや極道の娘。

　家柄も性格も、胸の大きさも対極だ。対立しないわけがない。見る見る内に空気が張り詰め、敵対心が剥むき出だしになっていく。竜りゆう虎こ相あいまみえる、って感じだ。

　気まずい。え、えっと……何か、気を紛まぎらわせるような事はないかなぁ。

　バチバチ火花を散らす美少女二人から目を逸そらし、キョロキョロと視線を動かす。

　そうだ！　今の内に電話を復旧しておこう。ケータイが壊れた今、家の電話が唯一の通話手段なんだからね。

　そう思って電話線を差し込むと、まるで見計らったかのように電話が鳴った。

『──あぁ、やっと繋つながった。おはよう、堂どう家けクン』

　受話器から聞こえてきたのは、目め白じろちゃんの声だった。

『参考までに教えておくが、昨日から数えて三十八回も電話をかけたんだよ。いやはや、なんとも心を疲ひ弊へいさせた一日だった』

　あおちゃん以外にも、心配してくれた娘こがもう一人いてくれたらしい。

「そうだったんだ。迷惑かけてごめんね」

『ダメだね。か弱い乙女である所の私を不安にさせたんだ。後で償つぐないはしてもらうよ』

「償つぐないって、どんな──」

「「緋ひ色いろ（くん）！　電話なんか（なんて）後にしろ（してください）!!」」

　話に花を咲かせる前に、ななのとあおちゃんに怒鳴られてしまった。ごめんなしゃい。

『おや、誰かいるのかな？』

「俺おれの他に、可愛かわいい女の子が二人ほど。ごめん。今立て込んでるから、後でかけ直すよ」

『ふむ。その二人というのは……遠とお山やまあおいクンと昨日の銀髪おっぱいちゃんかな？』

「なんで分かったの？　ハッ!?　もしかして、監視カメラでも仕込んでたり……」

「もうっ、緋色くん！　いつまでお話をしているのですか？」

　業ごうを煮やしたあおちゃんが、俺から受話器を引ったくる。

「もしもし。申し訳ありませんが、立て込んでおりまして──」

　俺も受話器の裏側に耳を当ててみた。聞こえる聞こえる。わぁ、あおちゃんまつげ長っ。

『はじめましてだね、遠山あおいクン。私の名前は……そうだな。ミルキー・キティ。気軽にキティと──いや、この愛称は多摩の王国を敵に回しかねないな。キキと呼んでくれたまえ。ミルキー・キティと、キが続くからね』

　ミルキー・キティ。日本語にすると白はく濁だく子ネコか。参考資料のタイトルみたい。

　明らかな偽名を名乗った目め白じろちゃんに対して、あおちゃんは真顔で応じた。

「私はイヌ派です」

　違う。掘り下げる部分はそこじゃない。

『残念だ。それと共感できない点がもう一つ。私は、性欲の権ごん化げたる堂どう家けクンの行動を好意的に解釈している。彼は実に観察しがいのある実験動物モルモツトだからね』

「緋色くんの言動は、青少年として不健全なものです。決して看かん過かできません」

『相あい容いれないね。とはいえ、堂家クンの置かれた現状を正確に把握したい──という点では、お互たがいに同じなのではないかな』

「その意見には同感です」

『安心したよ。──ところで、ネコはとても地獄耳らしくてね。かく言う私もそうなんだ。その地獄耳である所の私は昨日、その筋の人間と思われる巨きよ漢かんが、堂家クンと自分の娘を一緒に生活させる、と言っているのを耳にしたのだが……事実はどうかな？』

　目白ちゃんの言葉を聞いて、あおちゃんはななのの方を見やった。

「……残念ですが、空耳などではありません。お二人は同どう棲せいをされています」

　やはりね、と目白ちゃんは納得したように言った。

『どうだろう、遠山クン。ここは一つ──ネコ派とイヌ派が肉球を結むすぶ、というのは？』

「いいでしょう。ですが、馴なれ合あいはしません。勘違いをしないでくださいね」

『おや、ツンデレかい？』

「ツンデレなどではありません。正義です。──決着は、いずれ必ず」

『楽しみにしておくよ。──すまないが、スピーカーフォンにしてくれないかな？』

　あおちゃんが電話のスピーカー機能をオンにする。

『電話から失礼するよ。──はじめまして。私はミルキー・キティ。堂どう家けクンの友人さ。キキと呼んでくれたまえ。キミの名前は……ええと、おっぱいちゃんでいいのかな？』

「誰がおっ──だ！　アタシはななのだ！」

　おっぱいと言うのが恥ずかしかったのか、反はん駁ばくしきれなかったななのだった。

『失敬。それでは、ななのクン。単刀直入に訊きかせてもらおう。──堂家クンの筆ふで下おろしはどんな具合だったかな？』

　俺おれとあおちゃんは思いきり噴き出した。

「い、いきなりなんて爆弾放ほうり込むのさ！　め──キキちゃん！」

「そうですよ！　いかがわしすぎますっ、信じられません！」

　勢い込んで受話器に引っ付く俺達。

『しかしだね遠とお山やまクン。私が得た知識によれば、ヤンキー或あるいはギャルと呼ばれる女性達たちは、性に奔ほん放ぽうなビッチなのだそうだ。彼女達は童貞狩りというエクストリームスポーツに興じ、互たがいの経験人数スコアを競い合うと聞く。ならば童貞である彼を放っておくはずがない』

　そして、と涼しい声で続ける。

『古来より胸は揉もむと大きくなると言われている。昨日目にしたななのクンの胸の大きさ……まるでスイカのようだった。相当の人数に揉みしだかれなければ、あれ程までにたわわに実ることはないだろう』

　目め白じろちゃんの淡々とした推論に、俺とあおちゃんは自然とななのの胸を見てしまう。

「…………ぅううう」

　度重なる恥ち辱じよくに、今度はななのが泣き出す番だった。

「なんだってんだよ！　揃そろいも揃って胸、胸、胸って！　もう我慢できねぇ……ぶちのめしてやる！」

「ぶちのめす、とは穏やかではありませんね」

　しかしあおちゃんも負けてはいない。悪には屈しない凜り々りしい顔つきと、巨乳に対する私し怨えんを胸に、リード付き投げ手て錠じよう『赤射』を構える。

「言葉遣い、態度、素行の疑惑……全すべてにいかがわしい悪の臭においを感じます。お話に伺うかがっていた通り、あなたには色々と更生の必要があるようですね」

　凄すさまじい気迫のぶつかり合いだ。ななのが銀色のオオカミなら、あおちゃんはさしずめ警察犬ドーベルマン。間に入ろう物なら、両サイドから食い千切られそうだ。

　するとそこで、高みの見物を決め込んでいた子ネコちゃんが口を開いた。

『その前に一ついいかな。──堂家クン達は、どうして同どう棲せいをしているんだい？』

「今更だね!?」

『仕方ないだろう。先ほどからビッチとおっぱいの話しかしていないのだからね』

　全くもってその通りなので、ザッと説明する。ななのがお転てん婆ばだから、嫁の貰もらい手てが出来るように花嫁修業させてるんだよ。ふむ、そうなのか。ぶっ飛んでるでしょ。うむ。

『──私にいい考えがある』

　大まかな状況を理解した目め白じろちゃんが、事態を好転させるとは思えない台詞せりふを口にした。

『ななのクンは、堂どう家けクンの押し掛け女房──のようなもの』

「誰が押し掛け女房だ！」

『遠とお山やまクンは、堂家クンに世話を焼く通い妻──のようなもの』

「誰が通い妻ですか！」

　否定する二人の声を丸っきり無視して、目白ちゃんは続ける。

『対立する嫁が二人いるのであれば、勝敗を決するのは花嫁らしい勝負に限る。となれば、ここはやはり料理で対決するのが最もっとも分かりやすいだろう』

「確かに……料理は鉄板中の鉄板だよね」

　丸の内のＯＬさんが『最近、花嫁修業始めたんですぅ』と言ったら、お料理学校に通い始めたと思って間違いない。新妻がお風呂よりもワ・タ・シよりも先に口にするのもご飯──料理だ。俺おれは嫁から頂きたい。

「お料理で対決ですか……それでしたら、私は異論ありません」

『ななのクンはどうだい？』

「フン。ここで断っちゃ、アタシがまるで怖おじ気け付づいたみてぇじゃねぇか」

　ななのはふんぞり返って一歩前に進み出る。

「嫁だの花嫁修業だのは関係ねぇ。どんなケンカでも、売られたら借金しても買うのがアタシの主義だ。上等だぜ。料理だろうと何だろうと相手になってやる」

『さすがはヤンキー。威い勢せいが良いな』

　ななのの承しよう諾だくを受け、あおちゃんが一歩進み出た。

「では私が勝ったら、大人しく更生への道を歩んで頂きますよ」

「そんじゃあ、アタシが勝ったら二度と勝手に家ン中に入ってくるんじゃねぇぞ」

　俺が口を挟む隙すきもなく、話がドンドン進んでいく。

『どうやら賞品も決まったようだね。では、いつにするかだが──』

　目白ちゃん主導で話が進んでいく中、俺はななのの腕を取って部屋の隅に移動した。

「この勝負は分が悪いよ。悪い事は言わないから、別の方法を考えよう」

　俺が一人暮ぐらしを始めても料理を覚えなかった理由が二つある。一つは単純に料理が面倒くさかった事。そしてもうひとつは、三日に一回はあおちゃんが夕食を作りに来てくれる事だ。あおちゃんの料理は絶品で、俺は何百回もほっぺたを落っことしている。

「一度言ったコトを、舌の根も乾かねぇ内に引っ込められるか」

　俺おれの説明を聞いても、ななのは強気を崩さなかった。

「自信満々なヤツを得意分野で叩たたきのめす、ってのも悪かねぇ。なぁに、策はある。緋色にだって料理が出来るんだ。あれを再現すりゃ十分だろ」

「俺、料理できないよ？」

「何言ってんだ。ちょっと前に、朝ご飯作ってくれたばっかりじゃねぇか」

　──今から一時間程前。五時になるかならないかの早朝に、俺は少し早い朝食を準備した。内容は白米と焼き鮭ざけと納豆とインスタントみそ汁。

　その準備の中で調理と呼べる行為があるとすれば、昨晩の夕食（弁当）と一緒に買っておいた鮭の切り身をグリルで焼いた事。大目に見て、米を研といだ事を加えても、

「あれは料理の内に入らないよ！」

「理想的な日本の朝ご飯を捕まえて、何をべらぼう言ってやがんだ？」

「ご飯を炊たいて、鮭をグリルに突っ込んだだけだよ？　とても料理とは呼べないって！」

　徐々に徐々に、ななのの目が見開いていく。

「一手間加えろってコトかよ……」

　基もとから白い彼女の顔が、青白くなっていく。まさしく顔がん面めん蒼そう白はくだ。

　そんな俺達たちを置き去りにして、あおちゃん達は勝負の内容について話し合っている。

　──これは、あかん。






　花よ嫁め伝説　特攻ぶつこみの食卓












　色んな事がありすぎてつい忘れていたが、俺達は一昨日おととい高校生になったばかりだ。

　新しい学校。新しい環境。新しいクラスメイト。中には高校デビューという言葉に代表されるように、今までの自分を卒業して『新しい私に生まれ変わっちゃうゾ☆』なんて思っている娘こもいるに違いない。

　俺だって、同じ中学からの進学者が多い学校でなければ爽さわやかな好青年として新たな一歩を踏み出していた所だ。次の日には垣かい間ま見みで捕まるだろうけど。

　さて、そこで俺の同どう棲せい相手はどうなのか、というと……。

「完っ全に浮いちゃったね」

　昼休み。俺とななのは屋上にいた。俺達以外に人影はない。

　理由は簡単。入学初日は欠席、翌日は校門前で大暴れした挙げ句に不登校というロケットスタートをかました、ケンカ上等なヤクザの一人娘が睨にらみを効かせているからだ。

　さっきから、お弁当を持って談笑しながらやってきたものの、ななのに一目見られるなり回れ右をして去って行く生徒の数は一クラス分を優に越えている。みんな屋上好きだね。

　ななのは尋常じゃなく目つきが悪いだけで、睨にらんでるつもりはないのになぁ。

「フン。かえって好都合だぜ。変にちょっかい出されるよか、よっぽどいいや」

　ベンチにあぐらをかいたななのは、紙パックの緑茶をすすった。

「でもさ。あの挨あい拶さつはよくなかったよ」

　どこが悪いってんだよ、と彼女はストローを咥くわえたまま横目で見てくる。

「『ななのだ。苗みよう字じはねぇ。夜よ露ろ死し苦く』──あれじゃ、みんなビビっちゃうよ。先生だって半泣きだったし。アラサーの独身女性が涙目で震えてたら、俺おれの対年上マニュアルが火を噴くよ。知ってる？　お姉さんキャラほど、実は女の子扱いされるのに弱いんだ」

「心底どーでもいい。……ってか『よろしく』の言い方、なんかひっかかんな」

「気のせいだよ。──さぁ、とりあえずご飯にしようよ。好きなの選んで！」

　ななのとの間に、購買で買ってきた総菜パンを並べる。

「焼きそばパンにコロッケパン、サンドイッチにカツサンド……他にも色々！　デザートにはメロンパンもあるよ！」

　あの激戦の中これだけの量を確保できたのは、母さんに代わって参戦してきたスーパーのタイムセールで鍛きたえ上げられたおかげ。ぽっと出の若造達たちとは戦いの年期が違うのだ。

「……お米がよかった」

　心の中で見事な戦果にほくそ笑んでいると、ななのがポツリと言った。

「あと、甘いのはあんパンがよかった。つぶあんの」

「えっ？　ななの、俺が購買行くとき『なんでもいい』って言ってたよね？」

「おにぎりの具の話かと思ったんだよ」

「『なんでも』の範囲がピンポイント過ぎる！」

　そんな……せっかく頑張って買ってきたのに。

　ガックリと肩を落として、イジイジイジイジと、ベンチに指を押し付ける俺。

「ったく……ンなしょぼくれた顔すんなよ。ちょっと好みを言っただけだろが」

　ため息交じりに言って、ななのは焼きそばパンを手に取った。

「もったいねぇから食べるっての。……焼きそば、もらうぞ」

　包みを剥はがし、キチンといただきますを言ってから、ななのはパンにかぶりついた。

　お米がいいって言ってたクセに、一口食べた瞬間に顔をほころばせる。

　いい顔だ。美お味いしかったんだなぁ。頑張った甲か斐いがあったよ。

　俺がにやけていると、ななのは気恥ずかしそうに顔を赤くした。

　いつもなら罵ののしってくる所だが、口に物が入っているからか、決して喋しやべろうとはしない。何か言いたげな顔で一生懸命咀そ嚼しやくしている。震えてる握り拳こぶしは見なかった事にしよう。

　昨日から思っていたが、ななのはお行儀がいい。言葉遣いはアレだしケンカは得意だけど、言動の端々から育ちの良さが窺うかがえる。今もそうだ。あぐらはかいていても、食べながら話してはいないし、姿勢もいい。言葉遣いにしたって、『お米』『お金』『美お味いしい』……要所要所は丁寧だ。「腹減ったァ！　うおっ、美う味めぇ！」とは言わない。

　まるで、どこぞのお嬢さまが無理して悪ぶってるみたいだ。ラブコメっぽいね！

　ななのはしっかりとパンを飲み込むと、それはもう思いっ切り話を逸そらした。

「それよか、問題は放課後だ」

「そっか。放課後だっけ、あおちゃんと料理対決するの」

「ンだよ、忘れてたのか？　……どっかの誰かさんが授業中にグースカ居眠りこいてる間、こっちは真面目まじめに授業受けながら知ち恵えを絞ってた、ってのによ」

　ジトッとした目で見られてしまった。どっかの誰かさんって誰の事かなぁ？

「大体、緋ひ色いろが邪魔しなけりゃ面倒なコトにはならなかったんだ。アタシ流の『スパークル・イージス』を一発かませば、今頃ポニテはお陀だ仏ぶつしてたぜ」

「お陀仏は駄目だって！　それ聞いて、自分の判断は間違ってないのを確信したよ！」

「それじゃ、毎日ポニテが家に上がり込んできてもいいってのか？　アタシはご免だぜ」

　一人暮ぐらしを始めてから、あおちゃんは週に二、三回は様子を見に来てくれている。だから俺からすれば、彼女が突然家に来るのは珍しい事じゃない。

　だが今はななのがいて、俺おれ達たちはお年頃の男女だ。

　あおちゃんはただでさえ正義感が強い。不純異性交遊を誘発する状況を看かん過かするはずがなく、不健全な人間は更生をしようと躍やつ起きになる。ソースは俺。

　それに、あおちゃんは料理を初めとした家事能力も極めて高い。花嫁修業の先生としては、俺どころかそこらの若奥様より適任だと言える。

　言ってしまえば──あおちゃんには、全すべての問題を解決する技術と精神力がある。

　ここである程度のプライバシーを得ておかなければ、コスプレをするどころか、ななのがのびのびとアニメを観みる事すらできなくなる。ほとんど『対ななの用最終兵器』だ。

「緋色っておまけが付いたとはいえ、ようやく自分の好きなコトが堂々と出来るようになったんだ。四六時中入り浸りなんざ絶対させねぇ。絶対にな」

　ななのはコロッケパンを鷲わし掴づかむと、まるであおちゃんに噛かみ付つくようにパンを口にした。

　俺としても、同どう棲せい相手がずっと不機嫌なのは困る。どうせなら楽しく暮らしたい。

　それになにより、ななのの笑顔は魅力に溢あふれている。諦あきらめるには非常に惜おしい。

「よし！　俺も一肌はだ脱ぎますか！」

「ポニテとタイマン張ってんのはアタシだぞ。横から手ェ出したら容よう赦しやしねぇからな」

「そこまでするほど野や暮ぼじゃないよ。ただ、ちょっとアイディアを出すくらいならいいでしょ？　ななのも手詰まりみたいだし」

　ベンチに正座して、両手を合わせる。

「この通りです！　今朝、約束守れなかった分だけでも汚名返上させて！」

　ななのは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で緑茶を飲んだ。

「……言ってみろ。ただし、一つだけだぞ。本腰入れて陰でコソコソ計画立てるなんざ、悪わる巧だくみしてるみてぇで気分が悪わりぃからな。あくまで、今朝の失態分だけだからな」

　やはり追い詰められていたのだろう、ななのは凄すごく嫌そうに苦渋の決断をしてくれた。

　それでもいいさ。俺おれは彼女を救うべく、渾こん身しんのプレゼンを開始する。

「その前に確認しとくね。今回の料理対決で競うのは、調理時間・味・見た目の三つ」

「そうなのか？」と、ななのが初耳とばかりに反応した。

「うん。今朝、ななのが静かにテンパってる時に、め──キキちゃん達たちが決めてたよ」

「……ふん」

　強がりを誤ご魔ま化かすかのように、しきりに座る位置を修正し出す彼女だった。

「そんでもって──あおちゃんの料理は早い・安い・美う味まい、に加えて盛りつけも完かん璧ぺき。全国高校生料理コンクールでも、上位入賞は確実だと思う。特に肉じゃがは最強」

「肉じゃがか……お米に合うな」

　と、ななのはパンを睨にらみつけた。よし。明日は学食で定食を食べよう。

「言いたいことは分かったが、それがどうした？　ポニテには逆立ちしたって勝てないから諦あきらめろ、ってのか？」

「違うよ。俺が言いたいのは、勝つには持ち味を活かすしかないって事」

　そう。ななのには、ななのの長所がある。そこを最大限に活いかせば勝てる。

　俺は表情を改め、

「ズバリ──裸エプロンだよ」

「…………ッ!!」

　間髪いれず手を振り上げたななのだったが、もう一方の手で持っているパンを見て、

「……今はご飯食べてるから、あとで引っぱたく」

「ま、待って待って！　最後まで話を聞いて！」

　赤髪になるんじゃないか、ってくらいに赤面した彼女に訴える。

「正攻法じゃ絶対勝てないよ！　でも、審査員は俺なんだ！　ななののグラマラスボディがおかずになれば、ポリバケツに放ほうり込まれた真夏の残飯だって完食出来る！　ななのの魅力と俺のスケベ心！　二人の持ち味を活かすには、これしかない！」

　俺は両手の人差し指を立てた。すると、ななのはピースで応じてくる。交渉成立？

「二発」

　張り手のカウントだった。

「大丈夫、お触りはしないから！　裸エプロンでおにぎりでも握ってくれれば、それだけでいいんだ！　『腋わきで握って！』とか、『谷間で太巻き作って！』なんて言わないから！　裸エプロンが駄目なら、水着にエプロンでも──そうだっ、水着！」

　事実の重大さに、思わず声のトーンを落とす。

「アーマーメイドのコスチュームを着る練習だと思えば、いけるんじゃないかな？」

　瞬間、ななのは目一杯広げた口にパンを押し込むと、フリーになった両手で胸ぐらを掴つかんできた。

「…………ッ!!」

　口はハムスターみたいになってるけど、目は『それ以上ふざけたコト抜かしたら、ご飯の途中でもぶちのめすぞ！　コスプレはアンタのヘンタイ願望を叶かなえるためにあるんじゃねぇんだよ！』──的な事を言ってる目だ！

「ご、ごめん！　でもさ、それくらい分が悪いのは事実なんだよ!?」

　モグモグモグ……と口を動かしながら、ななのはひたすら俺おれを睨にらみつけてくる。

「それこそ、ななのに得意料理があれば別だけど……ある？」

　彼女は首を横に振った。

「じゃあ、作り方を知ってる料理は？」

　ななのはちょっと考えた顔をしてから、もう一度首を──

「！」

　振りかけて、目を見張った。このリアクション……まさか！

「あるの？　作り方知ってる料理！」

　ななのは興奮した様子でコクコク頷うなずき、そのまま下を向いて停止した。

「……ななの？　どしたの？」

「……っ！　っ！」

　苦しそうに顔を紅潮させ、自分の胸を叩たたいている。

　なんという胸の躍動感だ。服の中に隠れているはずの胸を伝わる振動が、目に見えるよう──って、じっくり観察してる場合じゃない！

「喉のどに詰まったんだね!?　ごめんっ、ちょっとだけ背中叩くよ！　我慢しててね！」

　どんな形であれ女の子に手を上げるのは心苦しいが、緊急事態だ。俺は心を鬼にする。

　トンッ。トンッ。トンッ。パチンッ。トンッ。…………おや？

「!?」

　俺が異変に気付くと同時に、ななのが目を丸くして、口に詰まっていた物を飲み込んだ。

　彼女はワナワナと震えながら、自分の胸をかき抱く。

　この反応で確信する。スーパーの女性用下着売り場から出禁を喰くらうくらい、店頭のマネキン相手に練習したブラ外しテクニックが無意識の内に炸さく裂れつしてしまったのだ。初の実戦で成功するとは。喜んでいいやら悪いやら。

「ひ、緋ひ色いろ……アンタ……!!」

　息苦しさと恥ずかしさと腹立たしさで涙目になったななのが、幽ゆう鬼きの如ごとく近付いてくる。

「た、たはは……ご、ごめん。手、手が、勝手に──あーッ!!　やめてッ、下コンクリだから！　コンクリートにタイガースープレックスは、さすがの俺おれでも死んじゃ──」







　今度ばかりは三さん途ずの川をバタフライする覚悟だったが、なんとか生き延びた。丈夫で良かった。

　で、放課後。

「逃げずに来たようですね」

「当たり前じゃねぇか。学校から同じ道通ってきたんだぞ」

　俺の家からほど近い場所にあるスーパーの正面入り口。そこで、ななのとあおちゃんは火花を散らしていた。

「あのー……ここでメンチ切り合うと、他のお客さんの迷惑にな──」

「ンなコト分かってる」「そのような事は分かっています」

　二人同時に睨にらみを効かされ、愛想笑いを浮かべて俺は小さくなった。しゅみましぇん。

「では、必要な食材を購入次第ここに戻る、ということでよろしいですね」

「おうよ」

　俺は控え目に手を挙げる。

「なにか手伝う事は……？」

「ねぇよ」「ありません」

「……さいですか」

　それでは後ほど、とあおちゃんは踵きびすを返し、地下の食材売り場へ続くエスカレーターに向かった。ムチのようにしなるポニーテールから、彼女のやる気が窺うかがえる。

「なな──」

「やかましい」

　思いっ切り嫌われてしまった。お昼のブラ外しちゃいました事件が尾を引いてる。

　これは、ちょっとやそっとじゃ機嫌が直りそうにないなぁ……当たり前か。

　ななのは俺を無視して、食料品売り場ではなく上の階へ上がっていった。

「──ふむ。彼女はどうして食品売り場に行かないのかな？」

「本屋さんに料理の本でも買いに行ったのかな──って、目め白じろちゃん？　いつの間に!?」

　ひょっこり現れた目白ちゃんは、さも当然のように答える。

「つけてきたに決まっているだろう。私は人目を恥じらう慎つつしみ深い乙女。気配を絶った状態での追跡など造作も無いさ」

　無感動にメガネを押し上げ、彼女は視線を建物の外に向けた。

「さて、立ち話もなんだ。この中では彼女達たちと出くわすかもしれない。通りの向かい側でお茶でもしようじゃないか。──無論、キミのおごりでね」

「え、何で？」

「音信不通で私を心配させた償つぐないだよ。本来ならばキミをしこたま引っぱたいてやりたい所だが、私は虫も殺せない心優しい乙女……近年人気が伸び悩む暴力ヒロインになろうとは思わないさ」

　遠回しにななのを貶けなすなり、彼女はさっさとスーパーから出て行ってしまった。




　スーパー向かいのシネコンにあるコーヒーショップに移動し、改めて目め白じろちゃんに同どう棲せいに至る経けい緯いを説明した。ななのの趣味を気取られないように注意を払って話をしている間、目め白じろちゃんは口を挟まず、黙ってロイヤルミルクティーとチーズケーキのセットを楽しんでいた。ちなみに俺おれは水のみ。立て替えていたななのの分の昼食代を回収しなかったおかげで、残金三十円になってしまったからだ。

「──状況は理解した」

　全すべての説明を終えると、目白ちゃんは小さく切ったケーキの欠片かけらを口に運んだ。

「つまりキミは完全に巻き込まれた挙げ句、最悪の場合には彼女と婚約しなければならない、と。また、辛抱堪たまらなくなって彼女に手を出した場合にも責任を取らなければならない、と。こういうわけだね。いやはや……実に正気の沙さ汰たではないな。同情するよ」

「……同情するなら、なんでケーキセット頼んじゃったの？」

「それはそれ、これはこれさ。乙女の傷心を癒いやすのに、甘い物は必要不可欠なのだよ」

　俺はもう一度薄っぺらな財布の中身を確認する。……うん。やっぱり平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうしかない。文字面だけは荘そう厳ごんだ。なんでお金ってすぐになくなるんだろう。

「まぁ、私も遠とお山やまクンと同じように、キミ達がいい仲になっていないとは踏んでいた。キミとの付き合いも一年を超えている。貞てい操そう観かん念ねんの強さは理解しているつもりだよ」

「それなら、なんでななの達を焚たきつけたりしたの？」

「それが最適だったからさ」

　目白ちゃんはミルクティーを一口啜すすり、

「刑事の娘で正義感の塊のような貧ひん乳にゆうと、極道の娘で喧けん嘩か上等な爆乳。胸囲の差を筆頭に、対立する要因は枚まい挙きょに暇いとまがない。放ほうっておくより、適度な小競り合いの場を設けた方が過熱しないで済むというものだ」

　確かに、溜たまりに溜った鬱うつ憤ぷんは恐ろしい。目白ちゃんの主張は理解できる。だけど……。

「それでも、やっぱりフェアじゃないよ。二人が同じ土俵で戦える種目じゃないと」

「おや。この条件を呑のんだのは他ならぬななのクンだと言うのに……いやに彼女の肩を持つじゃないか。違和感を覚えるね」

　目白ちゃんがおもむろにティーカップを置いた。

「お、大げさだよ。俺おれはただ、ななのの機嫌を損そこねたくないだけ」

「本当にそれだけかな？　何か……私にも言えないような事を、キミ達は共有しているのじゃないかな？」

「そんな事ないってー」

　愛想笑いで答えながらも、俺は内心で冷や汗をかいていた。

　何か勘付いてるのかな。まさか、お昼に屋上で話していたのを盗み聞きしてたとか？　でも、あの時は俺とななのの他には誰も……いや、待てよ。さっきだって、いつの間にか隣となりにいた。目め白じろちゃんのステルス能力なら、もしかするともしかするかも……。

　何にせよ、不確定要素だらけの中で追及されるのは危険だ。

「と──ところで、目白ちゃんはこの後どうするの？　料理対決、見るんでしょ？」

　三十六計逃げるに如しかず。俺は努めてさりげなく、話を変える事にした。

　目白ちゃんは、『まぁいいさ』という風に肩を竦すくめ、

「もちろんさ。テレビ電話で観戦しようと思っている」

　どうやら、この場は見逃してくれるらしい。ひとまず安心、かな。

「分かった。それじゃ、後で電話し──あ、しまった！　ケータイ壊れてるんだった」

　昨日のゴタゴタで、参考資料をしこたま詰め込んだ俺のケータイは亡き者にされている。どこに行ってしまったのか、自分でも分からない。変な人に拾われてたらどうしよう。

「それは知っているさ。──勉強会の時はＰＣを使っていただろう？」

　普通、勉強会といえば家族の出払った家で二人きりになり、『あ……もうっ。今日はエッチなことはナシだよ？』とイチャイチャするのがお約束だが、相手は目白ちゃんだ。密室で密着なんて出来ない。だから受験勉強の際には、ＰＣを介して行っていた。

　俺がそれなりに偏差値の高い高校に進学できたのも、家庭教師のあおちゃんと、目白ちゃんの通信教育のおかげだと言っても過か言ごんではない。優秀な二人に感謝感激雨あられ。

「さて、ここからは別件だが……キミにはすまないと思っている」

　不意に謝罪の言葉を口にした目白ちゃんに、何の事を謝っているのか訊たずねると、

「キミのケータイさ。壊される原因となったのは、私が電話をかけたのが発端だからね」

「あれは目白ちゃんが原因っていうより、鉄くろがね親子の合体技ツープラトンが原因だよ。新しいのを買えるだけの生活費おかねは貰もらってるし。気にしなくていいって」

　コツコツ集めた参考資料（画像部門）は返ってこないけど。

「だとしても。私が電話をかけなければ、彼女がどついてくることはなかった。違うかい？」

「……気にしてるなら、なんでケーキセット頼んじゃったの？」

「それはそれ、これはこれさ。キミが私を心配させたことに変わりはない」

　便利な言葉だなぁ。『俺の物は俺の物、お前の物も俺の物』と双そう璧へきを為なす、発言者側に取って都合の良い言葉だ。言われる側としては、『暴ぼう君くんじゃん』の一言に尽きる。

「とにかく、だ。キミには何かしらの償つぐないをしたいと思っているのだが……」

　ふむ。そういう事なら、答えは一つしかない。

「それじゃ、せっかくだし──目白ちゃんの顔が見たいな」

　彼女の細い肩があからさまに跳ねた。

「……私にとって素顔を晒さらすというのがどういうことか、知らないわけではないだろう。常人で言えば、スクランブル交差点の中心で局部を露出するのに匹敵する行為なのだよ」

　カタカタと震えつつティースプーンを掴つかみ、ミルクティーをかき混ぜる目め白じろちゃん。

「分かってるよ。──償いとしては十分だ、って事くらいね」

　長い沈黙の後、彼女は息で前髪が揺れるくらいに、重い重いため息を吐ついた。

「……仕方ない。それでキミの気が済むのなら……ああ、それでもやはり……はぁ」

　大儀そうにメガネを外した彼女に、「あ、そうそう」と追加注文する。

「もちろん、メイクも落としてね」

「……つけあがりおってからに」

　ぶつくさ言いながらも、カバンからクレンジングシートを取り出す彼女。

　そして彼女が顔にシートを滑すべらせると──目の下のクマが消え、野や暮ぼったかったソバカスが影も形もなくなっていく。

　手ぐしでサッと髪型を整え、最後に前髪をピンで留めれば出来上がりだ。

「こ……これで、いいかな」

　こちらを向いた彼女の顔に、俺おれは小さく感嘆の声を漏らした。

　パッチリとした瞳ひとみ。小生意気な感じに軽く上を向いた鼻先。小さな唇くちびる。ネコ派の彼女らしく、どことなくネコを思わせるロリータフェイス。挑発的な表情が似合いそうだ。

　そんな小悪魔系の顔だというのに、彼女は耳まで真っ赤になっていて、視線は伏ふせがち、口は所在なげに結び、背中は丸くなっている。ネコはネコでも借りてきたネコだ。

「黙っていられると反応に困るのだが……」

　袖そでからチョコンと見える指先を突き合わせながら、彼女は蚊の鳴くような声で言った。

　ふむ。じゃあ、何か言おう。

「可愛かわいい」

「んなっ……!?」

「やっぱり、目白ちゃんは可愛いよ」

　ななのとも、あおちゃんとも違う可愛さだ。ななのは綺き麗れい、あおちゃんは綺麗と可愛いの中間くらいで、目白ちゃんが可愛い。ザックリ言うと、こんな感じ。

　おまけに、身長も低めでスタイルもいい。どうして男達たちが彼女の魅力に気付かないのか不思議なくらいだ。

　目白ちゃんは、ティースプーンを手に取った。












「……やれやれ。褒め言葉としては月並みだ、陳ちん腐ぷと言ってもいい。大体において、女好きが口にする賛美の言葉などは知れた物だ。実にくだらないね」

　なんとか声が震えないようにしている努力は認める。認めるけど……。

「スプーンでケーキを食べるのは難しいんじゃないかな？」

「──っ!?」

　ケーキを押しつぶしたティースプーンを見て、彼女は頭を抱えて身もだえし始めた。

「やはり駄目だ……！　気心の知れた堂どう家けクンが相手だと言うのに……！」

　恥ずかしくて堪たまらない……と、絞り出すような声で言う。

　俺おれが聞いた所によれば──目め白じろちゃんは視線恐怖症。対人恐怖症。失敗恐怖症。あがり症に赤面症。それにちょっぴり男性恐怖症、なのだそうだ。

　だから彼女は目立ちたがらないし、目立つ事を恐れている。

　ロクに触れ合えないからこそ、未知の存在である男を知りたいと思っている。

「あぁあ……限界だッ。もう満足だろう？　満足したね？」

　目白ちゃんはこちらの返事を待たずに、大急ぎでメガネをかけて前髪を下ろしてしまう。

「大満足だよ、ありがとう！　可愛かわいかった！」

　グッと親指を立ててみせると、彼女は中身が零こぼれる勢いでミルクティーをかき混ぜる。

「なら、さっさと帰りたまえ。このような辱はずかしめを受けて平静でいられるほど、私の神経は図太くないのだよ。アメ細工のように繊細な心の持ち主なのだよ」

　早口に急せかされ、俺おれは腰を上げて──老ろう獪かいなベテラン刑事の如ごとく、身を乗り出した。

「その前に一つだけ。料理対決の審査なんだけど、ポイント三つは不公平だと思うな」

「不満だと言うのかい？　では、どうしろと？」

　至近距離に迫った俺の視線から逃れるように、彼女は何度も前髪の位置を直す。

「ここは俺に任せてくれないかな。目め白じろちゃんの台詞せりふで言えば、二人とも俺のお嫁さん──みたいな娘こだからね。自分のお嫁さんの事くらい、自分で判定しないとね」

「……その提案を拒否したら？」

　長い前髪の隙すき間まから見上げてくる彼女に、俺は笑顔で応こたえた。

「メガネ取っちゃおっかなぁ」

　彼女は機敏な動きでメガネを押さえた。

「わ、分かった。キミの要求に従おう」

　交渉成立。ありがと、と俺は今度こそ席を立った。

　ちょっと汚い方法だったかな。でも、今はななのの機嫌を直すのが最優先。

　ごめんね、目白ちゃん。

「人の弱みに付け込んで……卑ひ怯きよう者ものめ」

　だよね。俺もそう思う。







　──そんなこんなで、ついに対決の時がやってきた。

「ななのさん……遅いですね。荷物から着替え出すのに手間取っているのでしょうか」

　壁の時計を見ながら、制服にエプロン姿のあおちゃんが眉み間けんにシワを寄せた。制服が高校の物になった以外は見慣れた姿だ。

『エプロン姿が様になっているね。それに、いいデザインのエプロンだ』

　そう言ったのは、テーブルに置かれたノートパソコン──目白ちゃんだ。ちなみに画面は真っ暗なので、彼女がレンズを隠している事が分かる。

「そうですか？」

　あおちゃんは嬉うれしそうにエプロンを広げて見せた。青いエプロンには、彼女のイニシャルである『Ａ』と、イヌの足跡の形をしたワッペンが縫ぬい付つけてある。

「実はこのエプロンを作ってくれたのは緋ひ色いろくんなのです」

『ほう、堂どう家けクンが』

「はい。おかげで、いつでもお食事を作りに来られるようになりました」

『つまり、キミは常にエプロンを持ち歩いているのか。通い妻の鑑かがみだな』

「一人暮ぐらしの食生活は偏かたよりやすいので、それを正しているだけです！」

『それにしても、堂どう家けクンの家は調味料が充実しているね』

「話を逸そらさないでください！」

　あおちゃんの抗議をスルーして、『よく見せてくれないか』と目め白じろちゃんが言ってきた。

『ふむ。見間違いかと思ったが……調味料の中にかなりの数の酒さか瓶びんが混じっているね』

　パソコンを調味料に近づけてあげつつ、俺おれは苦笑いで説明する。

「俺の母さん酒好きでさ。料理の味見ついでに晩ばん酌しやくするのが趣味なんだよね」

『だから、取りやすい位置に酒も置いてあるのか。まさしく酒飲みの行動だな』

「ちゃんとした調味料もありますよ？　夕ご飯を作る時に私が買い足していますから」

『なんだい？　通い妻アピールかい？』

「料理の際に必要だから買っているのです！」

　そんなやり取りをしていると、準備を終えたななのがやってきた。

「待たせたな」

「あ、ななの。準備でき──」

　不敵な笑みで仁王立ちしたななのは、どこぞの一流レストランで働いているかのような調理服に身を包んでいた。当然のように長いコック帽を小こ脇わきに抱えている。

「え……？　何、その格好？　そんなのどこで買ったの？」

「さっきのスーパーで買った」

　フフン、とななのは胸を張る。こんな服取り扱ってるなんて初めて知ったよ。

　それにしても、しっかり前を閉じているから胸元がミッチミチだ。今にもボタンが弾はじけ飛とびそうな角度になっている。バトルマンガの覚かく醒せいシーンの再現が出来るね。

「下手にエプロン姿で料理して、花嫁修業と勘違いされたらたまらねぇからな。この格好なら、どこから見ても職人だ」

『花嫁修業の一環ではなく、あくまでも勝負ということか。強情だな。──遠とお山やまクン？』

「…………」

　あおちゃんは片手をテーブルにつき、もう一方の手で胸を押さえていた。

　強調されたななのの胸を見て精神的にへこんだらしい。

『遠山クン。どうかしたのかい？』

「──ハっ!?　な、なんでもありません！」

　どんまい。

　何はともあれ、対戦する二人の準備は整った。

「それじゃ、確認するね。俺が食べて、より美お味いしいと思った方が勝ち」

　マイクに見立てたオタマ片手に説明していると、あおちゃんが手を挙げた。

「待って下さい。味・見た目・調理時間の三点で勝敗を競うのではなかったのですか？」

「審査員権限で変更になりました。二人がより公平に戦えるように考えた結果です」

　ななのは驚いたような顔をしていたが、俺おれの視線に気付くと、そっぽを向いてしまった。

「まぁ、いいです。美お味いしいお料理を作ることに変わりは無いのですから」

　確かな実力に裏付けられた自信からか、あおちゃんは余裕のある態度を見せる。

「ななのも、問題無いね？」

「おうよ」

　俺はフライパンとオタマを手にして、二人の顔を交互に見やる。

「それでは──時間無制限一本勝負！　レディい……ファイッ!!」

　クワーン、とオタマでフライパンを叩たたく。

　──戦いの幕が切って落とされた。




　開始と同時にあおちゃんは動き出した。手早く野菜を水洗いし、危なげのない手つきで包丁を操る。トントントン……リズムの安定した音が気持ちいい。

　そんなあおちゃんとは対象的に、ななのは腫はれ物を触るような手つきでナベを運んでいた。まだ水も入っていないのに、そろーりそろーりと。

「なな──」

　ななのはナベを力強くシンクに置き、その音で俺の言葉を遮さえぎった。

「オイ」

「はい！」

　ひと睨にらみされて、直立不動になる俺。鬼軍曹と新兵みたい。

「なんだって、アタシの不利を無くすように掛け合ったんだよ」

「一緒に住んでる女の子が困ってるなら手助けするのが人の道──って言うのは建前で、本当はただの罪滅ぼしだよ。えっと……お昼の、さ」

　記憶が蘇よみがえったのか、ななのは少し赤らんだ顔で睨んでくる。なので、改めて謝罪する。

「この度は、誠に申し訳ありませんでした……以後気をつけます」

「…………ふん」

　彼女は、やっと俺に向き直ってくれた。

「まぁ……アレだ。そもそも、あの時はアタシが喉のどに詰まらせちまったのが原因だし……その、なんだ。アンタの努力に免じて許してやる」

「ホント？」

「ンな嬉うれしそうな顔すんなっての」

　照れくさいのを隠すかのように、ななのはほっぺたを指先でかく。

「緋ひ色いろがヘンタイで頭が悪いのは分かってたしな。大人のアタシが辛抱するしかねぇだろ」

「えっ？　って事は、今後も定期的にブラを外しても──ガはっ……！」

　みぞおちに掌しよう底ていが！

「これっぽっちも反省してねぇじゃねぇか！　だからアンタは信用できねぇ、ってんだよ」

「ず、ずびばぜん……と、ところで、その格好をした理由って、ホントにさっきの理由だけなの？　お昼の時に何か思いついてたみたいだけど、それとは無関係？」

　ようやく口をきいてくれるようになったので、引っかかっていた事を尋ねてみた。

「妙みようなトコばっかり察しの良いヤツだな」

　ななのは感心しているのか呆あきれているのか微妙な顔をして、リビングの方へと移動した。

　あおちゃん達たちから十分距離を取った事を確かめると、こそこそと耳打ちしてくる。

「今朝も言ったがな……ブリラグの特典映像に、声優さん達が『喫茶ダイヤモンド・ダスト』のナポリタンを再現するって企画があるんだ」

『喫茶ダイヤモンド・ダスト』とは、作中でひかりちゃん達がよく利用する喫茶店の名前だ。その店の看板メニューにして、ひかりちゃんがこよなく愛しているのがマスター特製のナポリタン。ザ・ナポリタンという感じの、極めてシンプルなナポリタンだ。

「再現って事は、レシピと手順は……」

　バッチリよ、とななのは指で○を作る。

「何遍も観みたおかげで内容は頭の中に入ってる。とはいえ、アタシは料理の素人だ。包丁どころか、玉子だって割れやしねぇ。牛ぎゆう丼どん屋の玉子も、最初から割ってある所じゃねぇと頼まねぇくらいだ」

　牛丼屋行くんだ。ちょっとびっくり。女の子一人じゃ入りにくくない？

「それと服がどう関かかわってくるの？」

「簡単だ。料理人の格好をして、料理人になったつもりになるんだよ」

　コスプレの応用だぜ、と服を軽く叩たたく。

「『自分のやりたいキャラになろう』って気にならなきゃ、衣装作りやポーズ研究はしねぇだろ。それは逆にも言えるコトだ。立派な衣装を着たら、『この衣装に恥ずかしくないコスプレをしよう』って気になる。そうやって、コスプレの質は上がっていくんだ」

　料理人の気分でキッチンに立てば、気合が入って実力以上の力を発はつ揮きできる──と言いたいのか。とんだ精神論だが、さほどぶっ飛んだ意見でもないように思える。

　モチベーションを高めるという点において衣装が担う役割は大きい。

　例たとえば制服。例えばナース服。例えば女性警官。例えばオフィスレディ。それぞれの衣装に特色があり、演技にも変化が見られるものだ。ついさっきまでセーラー服を着て押しに弱そうな演技をしていた女優さんが、スーツ姿にメガネをかけた途端にＭ男をいたぶるＳになる。そんな七変化を人はイメージプレイと呼び、俺おれは参考資料（映像部門）で何度も目の当たりにしてきた。

「要は形から入る、って感じでいいかな？」

　そしてななのは、形から入るタイプで合ってるかな？

「……身も蓋ふたもない言い方すんなっての」

　ななのは口をへの字に曲げると、いそいそとコック帽を頭に乗せた。

「というワケで、たった今からアタシはシェフだからな。それも三つ星だ」

　なんか可愛かわいい事言い出した。こりゃ間違いなく形から入るタイプだ。

「分かったよ、ななの」

　ななのは、『空気読め』という顔で見つめてきた。

「……分かりました、シェフ」

　言い直すと、それはもう満足げな顔をするシェフ。胸のおっきな子どもかな？

　シェフはキッチンに戻ると、我が家の誇ほこるＩＨクッキングヒーターに目をとめた。

「……なんだ、アレは。ペッタンコじゃねぇか。火はどこから出るんだよ？」

「ＩＨは電気ですから、ガスを使わないんですよ。爆発の心配がなくて、掃除も楽ちん」

　シェフは、くだらんとばかりに鼻を鳴らした。

「電気ィ？　電気で芯しんまで火が通るのか？　シェフは火力だぞ」

「シェフそのものが火力なんですか!?」

　そして彼女は何を思ったのか──クッキングヒーターの電源を入れて火力を最大にし、プレート部分に手を乗せた。

「フン。やっぱりな。全然あったまら──熱あつちゅ！」

「シェ───フ!!」

　ふーふーと息を吹きかけている彼女の手を掴つかみ、急いで患かん部ぶを水で冷やす。

「もー、何やってんですか！　熱いに決まってるでしょ!?」

「……ふ、ふん。最近の技術ぎゆじゆちゆも、なかなかやるじゃねぇか」

「半泣きで強がらないでください。……言えてないし」

　と説教しつつも、購入した当日に同じ事をした経験を持つ俺おれだった。やりたくなるよね。




　──ななのの作業が一息ついた所で、俺はあおちゃんの様子をみる事にした。

『おや、そっちはもういいのかい？　随分大騒ぎしていたようだが』

「なんとか材料切り終えて、スパゲッティ茹ゆでるとこまでいったから。やる事ないから来たんだけど……あおちゃんはどうしてあんなにクタクタなの？」

　あおちゃんは料理を放ほう棄きして、テーブルに突っ伏ぷしていた。

「緋ひ色いろくん！　ちょうどいい所に……彼女をどうにかしてください！」

　リボンまでぐったりさせた彼女は、ビシッとパソコンめじろちやんを指差す。

「先ほどから、今日の下着の色や、お風呂でどこから洗うのか、といかがわしい質問ばかりしてくるのです！　料理に集中できません！」

「あ、それ俺も知りたーい」

「もう、仕方ないですね──ではなくて！　あっさり便乗しないでください！」

　しかし、あおちゃんの疲ひ労ろうぶりも相当なものだ。これはビシッと抗議せねば。

　すると、咎とがめるよりも先に目め白じろちゃんが謝罪してきた。

『すまないね、遠とお山やまクン。……なにせ、そこにいるろくでなしのボンクラに性的な嫌がらせを受けたばかりでね。そのストレスで、つい八つ当たりしてしまった』

　おっと、巡り巡って流れ弾だまが。うわ、あおちゃんが眉み間けんにシワ寄せてこっち見てる。

　あおちゃんは俺おれに目白ちゃんを押し付ける心づもりが出来たのか、調理を再開した。イヌ派でもちゃんと手をネコの形にして、軽かろやかな手つきで包丁を操る。

　リズムの安定した音が、聞いていて小気味良い。さっきまで見守っていた、ウィンナーを半分にするのにもまごついていたシェフとはえらい違いだ。自分の実力を無視して「タコさんにしてみるか……」とか言い出してたし。無理だろ。

『セクハラばかりで聞きそびれていたが、遠山クンは何を作るつもりなのかな？』

「肉じゃがです」

　肉じゃがと言えば、あおちゃんの得意料理にして格別の味を誇ほこる絶品中の絶品。この最強の一品を持ってきた辺り、彼女の本気具合が窺うかがえる。

「ふむ？　男を落とす料理として名高い肉じゃがか……やれやれ、実に安易な選択だな」

　あの美お味いしさを知らない目白ちゃんは、落らく胆たんの色を隠さずに続ける。

『並みの男は胃袋を掴つかめば落とせる。だが、相手は性欲の権ごん化げだ。掴むべきは胃袋ではなく、やや下方にある袋の方さ』

　信じられます？　これ言ってるの、視線がぶつかるだけで赤面する娘こなんですよ。

『つまり、キミが選択すべき料理は女体盛りの他にない──そう言うことさ。さぁ脱ぎ給たまえ、遠山クン』

「それではまず、お風呂をお借りして──ではなくッ！　できるわけがないでしょう!?」

　エプロンの紐ひもを解ほどきかけてからツッコむあおちゃんだった。

『私は何も伊だ達てや酔すい狂きようで提案しているのではなく、女体盛りがキミに適しているから勧めているのだよ。板に近い身体付きの方が料理を載せやす──いや、なんでもない』

「ど、どどどっどどどどういう意味ですかッ!?」

『ところで、遠山クン。人ひと肌はだに温められた刺身は美お味いしいと思うかね？』

「話を逸そらさないでくださ──あら？」

　反論しようと大きく息を吸い込んだ途端、あおちゃんの顔色が変わった。

　嗅きゆう覚かくの優れた鼻をうごめかし、

「なんでしょう？　なにか……変わった匂においがするような……」

「ん？　ああ、言われてみれば、そんな気も……」

　つられてキッチンの中に漂う匂いを嗅かぎつつ、俺は視線を動かした。

　思えば──もっと早く気付くべきだったのかもしれない。

　妙みように静かだったにもかかわらず、なにやらゴソゴソしていたシェフの異変に。

　いつの間にかナベからフライパンの前に移動していたななのが手にしていたのは──俺の母さんが、本場アメリカで購入したバーボンの瓶だった。

「ちょっと目を離した隙すきにシェ───っフ!!」

　本日二度目のシェフシャウトに、彼女は顔だけをこちらへ向けた。

「むー……やかまちぃぞ」

　遅かった。お目々がとろんとしてやがる……やっぱり早すぎたんだ、未成年には！

「なぁ、ひいろ。このあぶら、みずっぽいぞ？」

　口調までフワフワさせて、彼女は俺に酒さか瓶びんを突きつける。お肌はだもすっかり桜色だ。

「そりゃそうだよ！　それ、油じゃなくて酒だもん！」

「おさけかぁ。どーりでヘンなにおいだと──ふひゅ！　ヘンなにおいぃ」

「分かってるなら嗅かがないの！　はい、ボッシュートっ」

「あーっ、なにすんだよー！」

　取り上げられた瓶を取り返そうと、ななのが手を伸ばしてくる。

　俺は瓶を持った手を適当に動かして彼女をいなしつつ、フライパンを確認した。

　なんてこった。思わず口を手で覆おおう。

「バーボンが……並々と注そそがれたバーボンが、いい感じに温まってる……っ！」

『なるほど。ガスコンロだったら大惨事、ということだね』

　俺はクッキングヒーターの電源を落とした。ガスでなくて本当に良かった……。

「かえせー、アタシのゴマあぶらーっ！　がいこくのこーきゅーゴマあぶらーっ」

「だから、これはゴマ油じゃなくて──ゴマ油？　ゴマ油だと思ってたの!?　しかも外国の!?　ナポリタンにゴマ油はおかしいでしょ？」

「ふふん。おりじなりちー」

　得意そうに、料理を破滅へと導く滅びの呪じゆ文もんを口にしやがった！

「分かったぞ！　さては普通のゴマ油使わなかったのもそれが理由だな!?　なんで素人は珍しい食材とか調味料を使いたがるんだ！」

　まったく、ほろ酔い気分じゃなかったら説教してる所だ。キッチンの中には危険がいっぱいだと言うのに、あまりにも無防備すぎる。考えがなさ過ぎる。けしからん。

　けしからんので……もうちょっと瓶を持つ手を上げてみる。ななのは唇くちびるを尖とがらせて、ピョンピョン跳ねる。そうすると、胸がぶるんぶるんとUP & DOWN。ワォ、ド迫力。

『──堂どう家けクン』

「な、ななななななな何もしてないよ!?　何もしてないけど、ななのには今の事黙っといてください、お願いします！」

　じゅるっ、と口元を拭ぬぐう俺おれ。

『口ごもり過ぎ、声裏返りすぎ、動揺しすぎだ。──遠とお山やまクンの様子がおかしい』

　穏やかでない情報に、俺は尋常ならざる努力で跳ねる爆乳から目を引ひき剥はがす。

　これで大した事なかったら、目め白じろちゃんをお尻ペンペ──いや、ナデナデしてやるぞ！

「……うふふふふ」

　あおちゃんは、なにやら意味深な笑みを浮かべて頭のリボンを解ほどいていた。驚く程に長く、艶つややかな黒髪がふわりと広がり、見ている者の視線を奪う。

「あ、あおちゃん？」

　彼女は深く息を吸い込み、自らをかき抱いて身震いする。

「ああ……なんて、いけない悪の香りなのでしょう。とても見過ごせませんわ……うふふ」

　あおちゃんがおかしな事になってる……。

「──ハッ！　そうか……そういう事か！」

『何か分かったのかい、堂家クン？』

「この部屋の匂いだよ！」

　未いまだにバーボン臭い湯気をたてているフライパンを指さす。

「うわばみの両親の遺い伝でんと、母さんの料理に使われている隠し味のおかげで、俺はアルコールに強い！　でも、あおちゃんはびっくりするくらい酒に弱いんだ！　ウィスキーボンボンはもちろん、ケーキに入ってる果物のブランデー漬けでも余裕で酔える！」

『へべれけかい!?』

「へべれけさ！　──そして、酔っ払ったあおちゃんの心に温情のこもった正義はない！　あるのは、悪と断じたものを容よう赦しやなく裁く非情な正義感！　疑わしきは罰ばつし、障害となる物は一切合切排除する！　その断だん罪ざい力りよくは、普段の実に三倍!!」

　こうなった彼女はもう止められない。以前、正月に遠山家にお招きされた時も、あおちゃんがうっかり甘酒を飲んでしまったせいで大変な事になった。詳しくはとても言えないけど、とにかく大変だった。ツイスターゲームであんな事になるなんて……。

「……っぅうん。ああ……私をいけない悪に引きずり込もうとしたのは……誰ですか？」

　官能的な吐と息いきを漏らし、舐なめるような視線を向けてくるあおちゃん。

　その瞳ひとみが、ななのを捕らえた。

「……貴女あなたですね、鉄くろがねななのさん。うふふっ──さぁ、どうしてあげましょうか」

「ひっ」

　ななのは本能的な恐怖を覚えたのか、顔をプルプル振って逃げだそうとした。

「ダ～メ」

　その瞬間、あおちゃんがななのに抱きついた！

「あれは、あおちゃん三大手て錠じよう最後の一つ──あおちゃん自身が手錠になるという『焼しよう結けつ』！　あの技を受けて逆らえる人間はこの世にいない！」

『堂どう家けクン、先ほどからテンションがおかしいぞ？　キミも酔ってるのか!?』

　床に倒された際にどこかを打ったのか、ななのは半べそをかいている。

「いたいよぉ～！　どいてよぉ～！」

「うふふ……泣いてもダメです。貴女あなたを『手取り足取り花嫁修業の刑』に処します。立派な花嫁になるまで、私が付きっきりで調教して差し上げましょう」

　ななのに馬乗りになったあおちゃんは、ふと九十センチオーバーの胸に目をとめた。

「見れば見るほど、いかがわしい塊ですね。不必要に男性を誘惑する悪の気配を感じます」

「見、ないで……アタシだって、恥ずかしいんだから……」

　泣き出しそうな顔で胸を隠すななのの反応に、あおちゃんはうっとりと微笑ほほえんで──ぐわしッ、とななのの胸を鷲わし掴づかみにした。えっ!?　鷲掴みにした!?　鷲掴みにした!!

「しおらしい態度を取ったところで悪は悪。悪は根こそぎ排除します」

　わっ、わー！　柔らかそうに形が変わって──でも、すぐ戻る！　どんなパイ生地!?

「ふひゅんっ！　や、やらぁ……やめてぇ」

　鼻声で許しを乞こうななの。あおちゃんの指の動きに合わせて声を上ずらせ、脚あしをこすり合わせる。その姿は、あまりにも扇情的で……エロ研究に心血を注そそいできた俺おれですら、唾だ液えきだけでなく感涙と鼻血まで垂たれ流してしまいそうだった。












　くっ……さすがは現実！　妄想とは刺激の強さが違うぜ！

「さぁ、ふざけた服は早く脱いで、花嫁修業らしくエプロンを着用するのです。脱ぎ脱ぎしましょうね？」

　優しく言って、あおちゃんはななのの服のボタンに指を伸ばした。はわわわわ！

「目め白じろちゃん、大至急録画の準備を！　鷲掴みさつきのシーンで頭の記憶容量パンパンなんだ！」

『リアルネームで呼ぶな！　録画機能などない！』

　色めき立った俺おれ達たちが互たがいに大声を出し合った──その時だった。

　ドパチンッ！

　弾はじけるような音がしたかと思うと、何かがななのの胸元から飛び出し、その何かはあおちゃんの眉み間けんに直撃した。

「かはッ……!?」

「あおちゃんが撃たれた───ッ!?」

　余りの衝撃に頭を仰のけ反ぞらせ、あおちゃんは仰あお向むけに倒れた。

『何だ今のは！　母乳か!?』

「夢のある見間違いだね！　あれはボタンだよ！　ななのの服についてたボタンが弾け飛んだんだ！」

『彼女の乳圧と揉もまれたことによる激しい動きが、服の耐久性を凌りよう駕がしたというのか……』

　ピクリとも動かなくなったあおちゃんの肩を叩たたき、名前を呼ぶ。反応無し。気絶してる。

　額に残ったボタンの跡が、九十一センチ砲の無慈悲さを物語っている。さぞ辛つらい一撃だったろうに……なんてやるせなさだ。せめて安らかに眠ってくれ。

「グスッ」

　洟はなを啜すする音に振り向くと、ななのが真っ赤になった目をこすっていた。

「ななの、大丈夫？　怪け我がしてない？」

「…………」

　俺の問いかけに答えず、彼女は無言で立ち上がる。それから、テーブルの上に置いてあった包丁を──

「待っちょ！」

　錯さく乱らんのあまり『ちょっと待って』を倒置法で言っただけでなく、言葉にも詰まってしまい、やたら筋肉質な単語になってしまった。

「刃物は駄目だよ！　事件になるから！」

　タッチの差で、ななのより先に包丁を手にする俺。間一髪だったぜ！

「ふざけんな！　包丁よこせ！　たたっきってやるんだ！」

「うわ、危な！」

　うがーっ、と飛びかかろうとしてくる彼女を必死で押しやる。

『いいぞ、堂どう家けクン！　そこだ！　爆えい乳こうをその手で揉もみほぐすんだ！』

「ごめん、今冗談に付き合ってる暇ないから！」

　ふんぬぬぬ……と、命懸けの押し問答をする事三十秒ほど。

　不意にななのが力を弛ゆるめ、可愛かわいらしくあくびをした。

「……眠い」

　俺おれは関西の芸人さんばりにずっこけた。ここでかい！

　授業中にぐっすり眠った俺とは違い、ななのは昨日から一睡もしていない。ただでさえ睡魔に対する抵抗力が弱まっている所にアルコールが入り、俺との小競り合いですっかり酔いが回ってしまったのだろう。

　酔っ払い独特の自じ由ゆう奔ほん放ぽうさを発はつ揮きした彼女は、おぼつかない足取りでキッチンから出て行った。残されたのは俺とパソコン、すやすやと寝息を立てるあおちゃん。

『そして、嫁はいなくなった……か』

　かの名作ミステリーをもじり、目め白じろちゃんは呆あきれたように呟つぶやいた。

『せっかくの勝負が台無しだ。まったくもって、お酒は二十歳になってから、だな』

　ほんとそう。未成年の飲酒はダメ。ゼッタイ。




　試合放ほう棄き（ななの）とテクニカルノックアウト（あおちゃん）という、料理対決とはほど遠い結末を迎えた二人の勝負は、協議の結果『引き分けドロー』となった。

　一時間ほど経たってから意識を取り戻したあおちゃんは、勝負の結末よりも自分が酔っ払っていた事を恥じ入っていた。

「お酒の匂においで酩めい酊ていしてしまうだなんて……お恥ずかしい限りです。何か失礼なことをしていませんでしたか？」

　ちなみに、あおちゃんは酔っている間の事を一切覚えていないタイプだ。

「全然問題なかったよ。すぐに寝ちゃってたし」

「そうですか？　何な故ぜか……いけないことをしてしまったような気がするのですけれど」

　そう言いながら、あおちゃんは自分の手──ななのの胸を揉みしだいた手を見つめた。

「気のせいダヨ」

「……それと、何かとても恐ろしい目にあったような気もするのですけれど」

　そう言いながら、あおちゃんは眉み間けんに──ななのの胸に狙そ撃げきされた眉間に手をやった。

「キノセイダヨ」







　夜の十一時を少し回った頃、俺はリビングの床に正座させられていた。

　睨にらみを効かせているのは、ななのと彼女が着ているシャツに描かれた東とう洲しゆう斎さい写しや楽らく作『三さん代だい目め大おお谷たに鬼おに次じの奴やつこ江え戸ど彦兵衛べえ』。好みが渋い。凄すごい威圧感だ。

「ど……どこら辺まで覚えてるの？」

「大体全部だ。うろ覚えだが、油とお酒を間違っちまった自分テメエの不手際も覚えてる」

　腕組みをしたななのは、段々と肌はだを紅潮させていく。

「だがな──間違えたからって、ポニテがアタシのむ……を揉もむ理由にはならねぇ！」

　ごもっとも！

「おまけに何だ！　緋ひ色いろまでアイツに肩入れしやがって！　アタシがいいようにされてたのを指くわえて見てただけじゃ飽き足らず、ぶちのめそうとしたら止めやがった！」

「ぶちのめすってレベルじゃなかったよ!?　包丁握りしめてたの忘れたの？」

　ななのは、訝いぶかしげな顔で首を傾かしげた。

「包丁？　何のコトだ？」

　くっそう！　肝心な部分を都合良く忘れてやがるぜ！

「──とにかくだ。恥かかされた分と、邪魔された分の落とし前はつけさせてもらうぜ」

　ド正論と後ろめたさと命惜しさが相まって、俺は可及的速やかに土下座した。

「すいませんでした！　何とぞっ、何とぞご勘かん弁べんを！」

「やなこった。勘弁ならねぇ。どれ、最初は卍まんじ固めから……」

　最初からフィニッシュホールドだ。仕留めにかかっている。

　やむを得ない。こんなこともあろうかと、用意しておいた物をポケットから取り出す。

「こ、コレで見逃して頂けませんでしょうか……？」

　俺が両手で差し出した物を見て、ななのの表情が目まぐるしく変化する。

　怒りから驚き、驚きから喜び。二秒後にはすっかり目を輝かせ、俺の前に膝ひざをついていた。俺の差し出したあみぐるみのストラップを矯ためつ眇すがめつ眺ながめ回し、

「え……え？　コレ、え？　なんでだ？　なんでコレが？」

　気持ちが言葉に出来ていないようだった。

　俺が手の上に載せているのは──ブリラグで、ひかりちゃんのパートナーをしているダイヤモンドの妖よう精せい・ダイダイの姿をしたあみぐるみだ。

　俺がななのの趣味を知るそもそもの切っ掛けとなった、あの微妙にむかっ腹の立つビジュアルをしたハムスターもどき。アイツがダイダイ。ダイダイがダイヤモンドにフォームチェンジし、それを『カラットフォーム・ブレス』と呼ばれるブレスレットに装そう着ちやくする事で、ひかりちゃん達たちはアーマーメイドに変身する。

「作ったんだ。大急ぎで」

「作ったって……緋色がか？　いつの間に？」

　信じられないという顔をする彼女に、俺おれはリビングに置いてあるウサギのあみぐるみ──昨日、ななのが散々弄いじっていた物だ──を指さした。

「あれに比べれば小さいし、見た目はほとんどハムスターだからね。二時間もあれば作れるよ。ちょうどいい色合いの毛糸が残ってて、良かったよ」

　触りたいけれど触って良いものかどうか悩んでいる様子の彼女の手を取り、ストラップを握らせる。

「昨日、ダイダイのストラップ落としちゃったでしょ？　その代わりになるかと思って。まぁ、金具を直せば済むだけの話なんだけ──」

「…………」

　まるで生まれたての小動物を触っているかのように、ななのはまじまじとストラップを見つめている。俺の声が耳に入ってない感じだ。

「すごい……そっくりだ。耳とか、ちゃんとしてる。ちっちぇのに……」

　感嘆の息を吐ついて、ななのは独ひとりごつ。

「気に入ってくれた？」

「うん！」

　パッと顔を明るくして、彼女はそっとストラップを包み込む。

「ありがとな！　大事にする！」

「────」

　ありがとな、だって？　口を開けばべらんめぇで、ツッコミと称して格闘技術の高さを披露してくる技のデパートが……俺にお礼を言ってきたのか？

　──苦節十五年。女の子が贈ってくれる言葉の九割が罵ば倒とう・罵ば声せい・蔑べつ称しようの俺にとって、直球ど真ん中ストレートの感謝の言葉は、まさしく心のど真ん中にヒットするものだった。逆に反応に困るくらいだ。ただ、あみぐるみ作っただけなのに。って言うか、賄賂なのに。いいのかな、こんなに喜んで貰もらっちゃって。

「ええっと……どういたしまして」

　俺はひとしきり動揺したまま、

「それじゃ、さっきの件は見逃してもらえるかな？」

「さっきの件？　さっきの……あ！」

　愛いとおしそうにあみぐるみの編み目を指で撫なでていた彼女は状況を思い出した途端に、

「忘れるトコだったぜ。……つまり、コレで買収しようってんだな？」

　ななのは鼻を鳴らした。

「緋ひ色いろらしい、いけ好かねぇやり口だな。──さっきの『ありがとう』は取り消しだ。そっちがそんな腹づもりなら、礼も何もねぇ。買われるかどうか、ってだけの話だからな」

　もう取り消された。でも……。

「ななの。口元、にやけたまんまだよ」

「し、仕方ねぇだろ！　嬉うれしいモンは嬉しいんだからよっ」

　ななのは口をむにょむにょと動かすと、半眼で俺おれを見つめる。

「ったく……掴つかめねぇ野郎だぜ。ヘマしたかと思いや、のほほんとした面ツラであっさりと挽ばん回かいしやがる。ぶちのめそうにもぶちのめせなくなるじゃねぇか」

　ななのは考え込む素振りを見せてから、ストラップに視線を落とし、諦あきらめの息を吐ついた。

「……仕方ねぇ。ダイダイに免じて、買収されてやるよ」

「ぃやったーッ！」

　わき上がる解放感に従い、全力でガッツポーズ。助かった……助かったんだ！

「ンだよ。そんなに喜ぶコトか？　よっぽどぶちのめされたくなかったんだな」

　大はしゃぎする俺の姿に、ななのが苦笑する。

「そうだよ！　丈夫な俺でも、大技を何発も食らったら記憶を失うかもしれないからね！」

　異様な熱に浮かされて、隠しておかなければならない事もポロッと言ってしまう。

「あおちゃんに揉もみしだかれた時の、ななのの胸の柔らかさったらもう！　まさに永久保存版だよ！　バッチリ記憶に焼き付けて、墓の下まで持ってく所存──あれ、ななの？　どうしてガラス戸を開けるのかな。そんでもって、なんで俺の背後に距離を取って──」

「そういうオチか、べらぼうがぁー!!」

　脊せき髄ずいに突き刺さるような打点の高いドロップキックが!!

　俺はリビングから吹き飛ばされ、そのまま家のブロック塀に激突した。へぶっ！

「な、なんてパワーだ……いや、俺ん家ちの庭が狭いだけかもしれないけど……」

「やかましい！　アンタがべらぼう抜かすのが悪いんだろが！」

　痛みに呻うめきながらリビングを見上げると、ダイダイを抱えた彼女がふんぞり返っていた。

「すぐ調子に乗りやがって……頭冷やしてろ！」

　ピシャリ！　ガラス戸とカーテンが閉じられる。

「ごめん、ななの！　謝るからここ開けて！　一晩お外で過ごすには季節が早いってー」

　しかも裸足はだしで！







　つまるところ、ようやく俺が『コスプレをやってみようかな』という気持ちになったのは、この出来事が原因だったのかもしれない。

　何というか、実感が湧わいたのだ。それまでは流れで付き合ってきただけで、口で言う程コスプレに思い入れはなかった。作品としてのブリラグは確かに面白かったが、ただそれだけだった。あくまで一視聴者の域を出ていなかった。

　コスプレもブリラグも、守らなければならない彼女の秘密──ただ、それだけの存在だった。極論を言ってしまえば……ななのの秘密が、隠れコスプレイヤーだろうと隠れミリタリーオタクだろうと隠れプロゲーマーだろうと、俺の取る行動は変わらなかっただろう。隠れ成人向け同人誌作家だった場合は、その限りではないけど。

　しかし、俺おれは見てしまった。

　ストラップを受け取った瞬間の、彼女の笑顔を。

　あの笑顔は、ななのが初めて俺の行為に対して向けてくれた笑顔だった。

　アニメに夢中になった喜びのおこぼれではない。あの輝きは別格だ。

　今までは、ななのが楽しそうならそれでいいか──なんて思いもしていたが、あんなにいい笑顔を見せられてしまっては、こっちだって欲が出てくる。

　俺に出来る事で喜んでもらえて、しかも俺に「ありがとう」まで言ってもらえる。同じ家に住んでいるから、それこそ四六時中そのチャンスがある。

　馬鹿でスケベな女好きにやる気を起こさせるのに、これ以上の理由はない。

　我ながら、単純だ。






　ブクローズ












　授業と授業の間に設けられた短い休み時間というのは、とにかく騒がしい。

　友達の宿題を写すヤツがいたり、トイレに行くヤツがいたり、教室の隅っこで面白くもなさそうに窓の外を眺ながめているななのみたいなのがいたり、黙々と官能小説を読んでいる目め白じろちゃんみたいなのがいたり、次の授業の先生を呼びに行っているあおちゃんみたいなのがいたり……色んなヤツがいるからだ。

　──料理対決の翌日。俺は、性欲荒あらぶる中学三年間を一緒に過ごしてきた盟友の一人、矢や田だくん（通称やっちん）と週刊誌のグラビアを眺めて興奮していた。

「緋ひ色いろっち！　ホラ、いいおっぱいっスよ！」

「どれどれ？　おぉう、これはまた……発はつ育いく良りよう好こうですなぁ」

　頭にバンダナを巻いた童顔のやっちんは、水着姿の新人グラビアアイドルの写真から顔を上げ、周囲に聞こえないように声を潜ひそめた。

「ところで……おっぱいと言えば、鉄くろがねさんのおっぱいもおっきいっスよね」

　やっちんはバカだなぁ。

「……揉もめたっスか？」

「揉んでないよ」

「エロに命をかける緋色っちバカでもダメっスか。ヤンキー系の女の子だったら、パシリは裏でエッチなご褒美をもらうのが定番なのに……」

「分かる。それで、お互たがいの身体からだの相性がピッタリな事が判明するんだよね。あと緋ひ色いろっちと書いてバカと読んだな、こんにゃろう」

　ちなみに俺おれとななのが同どう棲せいしている事は、クラス全員が知っている。

「ななのにセクハラをしたのが原因でコンクリ詰めにされるところだったんだけど、敏腕弁護士の母さんが交渉してくれた結果、家を無償で提供する事で見逃してもらったんだ」

　とまぁ、こんな感じの出任せを俺が言いふらしたからだ。もちろん、嘘うそをついた罰ばつとしてななのには引っぱたかれた。

「あ、そうだ。──やっちん。ちょっと聞きたい事あるんだけど」

「何スか？　初めて拾ったエロ本は女教師モノっスよ」

「それは中一の時に聞いたよ。──去年の文化祭で着てた衣装、どこで買ったの？」

　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず、とはよく言った物で、物事の始めには実物に触れるのが一番。

　そういうわけで、ななのにコスプレショップの場所を教えてもらおうと思ったのだが、彼女はなんとお店の場所を全く覚えていなかった。

　彼女の言い分をまとめると──他人に見張られたりしないように馴な染じみの店を作らなかった結果、何をどこで買ったのか綺き麗れいさっぱり忘れてしまった、という事らしい。策士策に溺れると言うか、どこか抜けてると言うか。

「ななのって、意外とドジッ娘こ？」

　茶ちや化かしたら、割と強めに引っぱたかれた。実は自覚があるのかもしれない。

　そこで思い出したのが、中学の文化祭で行われた女装コンテストで、やっちんがしたコスプレだった。日頃から『男の娘こ』と呼ばれる容姿を活いかし、エロゲーに出てくる天てん真しん爛らん漫まん下級生キャラの衣装を着こなした彼は、ぶっちぎりの優勝を果たしたのだ。

「あのコスなら、ブクロで買ったんスよ」

「ブクロ──池いけ袋ぶくろ？」

「そっス！　道を歩いている人の三分の一が埼玉県民の、池袋っス！」

　俺達たちは窓の外を見た。俺達の学校は線路の近くにあり、最寄り駅の大おお泉いずみ学がく園えん駅えきにもほど近い。通っているのは西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せん。今話に出ていた池袋に通じている路線だ。

「実はっスね。池袋にはそういう店がいっぱいあるんスよ──」

　やっちんによると、池袋は秋あき葉は原ばらと並んでオタク文化の盛んな場所らしい。特に女性オタク向け文化とコスプレ文化が突出しており、イベントも頻繁に行われているそうだ。

「知らなかったなぁ。って言うか、妙みように詳しいね？」

「親しん戚せきの姉ちゃんに教えてもらったんス！　姉ちゃん、腐女子っスから！」

「そっか。……やっちん。お願いだから、そのお姉さんに俺おれの話しないでね」

「もうかなり前に話したっスよ。そんで、『ロマンチストの女好き男子が男に目覚める……運命の人は男だった。いいわね。新作の参考にさせてもらうわ！』って言われたっス」

　手遅れだった。掘るのか、掘られるのか──それが問題だ。まぁ、どっちも嫌だけど。

　深く考えると精神的にキツいので、その件はさて置いて。こんな近い場所にコスプレの聖地があるとは思わなかった。池いけ袋ぶくろなら電車で二十分もかからない。

　これはいい情報だ。知らない間に同人誌のネタにされてたのは悪い情報だったけど。

「緋ひ色いろっち。なんでそんな事──あっ、もしかして……モテないことを悩んで、ボクに女装させるつもりっスか？　二人で仲良く、としまえんに行くつもりっスか？」

「エラい勘違いしてくれたね。……ちょっと待って。なんで顔赤くなってんの？」

　頬ほおを染めたやっちんは両手を胸の前で握りしめて、

「ボク、女の子好きっスけど……緋色っちが望むなら、覚悟決めるっス！」

「友情が重いって！　今後が気まずいって！　お姉さんの影響受けすぎィ!!」

　うわ、さっきまで俺を嫌悪してたはずの女子達たちの一部が、打って変わって目を爛らん々らんと光らせてる!?　嫌なてのひら返しだな！　妙みような噂うわさ流れたらどうしよう！







　──というわけで、日曜日。空は快かい晴せい、雲一つない晴れ模様。

　西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せんの改札を出た俺は、池袋駅に溢あふれかえる人ひと混ごみに圧倒されていた。

　カップルらしき男女の二人組や家族連れ、海外からの観光客らしき団体さん、キャリーカートをひいた女子グループ。決して田舎というわけではないが……三分歩けばキャベツ畑か公園に当たる区に住んでいる身からすると、この人混みはなかなか厳しい。

　たじろぐ俺の横で、下町育ちの江戸っ娘こハーフ美少女も「うへぇ」と嫌そうな顔をした。

「大した人だな……。田舎暮ぐらしに慣れちまったせいで、余計に多く感じるぜ」

「失敬な！　練ねり馬まは田舎じゃないよ！　ちょっと緑が豊かな東京二十三区だよ！」

　失礼極まりない彼女はキャップ帽を被かぶり、セーラー服の上にフード付きの黒いサマーパーカーを羽は織おっている。腕と腰にはいつもの鎖。『学校帰りに遊びに来た現役ＪＫ』みたいな着こなしだ。セーラーも可愛かわいいね。

「っていうか、何でセーラー服？」

「何言ってやがんだ。最初に着た服を『やめろ』って言ったのはそっちだろ。だからコレにしたんだよ。制服なら、どこ行ってもそれなりに見られるからな」

　確かに最初の服──『見返り美人』の顔面ドアップのプリントＴシャツに比べれば、どこにでも行けると思う。豊かな胸囲で３Ｄ映画のように飛び出してきたのっぺり顔がおは、ほとんどホラーだった。寝起きの俺おれでも飛び上がっちゃった程だ。子どもなら泣く。

　ななのはスカーフをヒラヒラと振りながら、

「コレ、中学の時の制服なんだけどよ。新調してすぐに卒業しちまったんだ。着てやらないと化けて出てこられるような気がしてよ」

　化けて出るとは、また古風な言い回しだな。ななのって信心深いのかも。

「微妙な時期に買い換えるなんて、何があったの？　ああ、ケンカで破かれた？」

「ンなワケあるか。胸がキツくなっ──」

　激しく意味深な言葉を言いかけて、彼女は大慌てで話を逸そらそうとする。

「そ、そんなコトより！　早くお店に行こうぜ！　時間がもったいねぇからな！」

　普段の俺なら、しつこいくらいに追及する所だ。

　だがしかし。池いけ袋ぶくろに来るのが楽しみで朝の五時に起床。家を出る直前までブリラグを観みてテンションを上げていた彼女を知っていると、イジる気にはなれない。

　第一、ほとんど自白してたし。そうか。ここ一年くらいでグングン育ったのか。

「で、どこにあるんだ？　ええと、乙女……なんだったっけか？　乙女ソード？」

「それは多分、女剣士向けの刀かたな鍛か冶じ屋が軒を連ねてる場所だね。──ソードじゃなくて、ロードだよ。乙女ロード」

　やっちんから仕入れた情報によると、女の子向けのアニメ・コスプレ・同人誌の各種お店が並んでる一帯を、俗に乙女ロードと呼ぶらしい。目め白じろちゃんが好きそうな名前だ。

「サンシャインの近くにあるらしいから、とりあえずそっちに向かおうか」

「サンシャイン……その名前は聞いたコトあるな。でっかいんだろ？」

「うん。練ねり馬ま区役所より大きいよ」

「比較対象がおかしくねぇか？」

　西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せんの改札から外に移動し、念の為ため用意しておいた池袋の地図を取り出した。

　休日を池袋で過ごすのは、多くの練馬区民と埼玉県民の定番。『休日は溜たまった家事をこなしつつ、家でのんびりゴロゴロしたい派』の俺でも例外ではない。サンシャインまでの道のりは、さすがに覚えている。

　とはいえ、乙女ロードは今日が初体験。なのでこうして、ネットからダウンロードしておいた地図で大体の道のりを確認しているわけだ。迷子になったらヘソ曲げそうだしね。

「えっと……東が西武で西が東とう武ぶだから。サンシャインシティはこっちで……」

「あーもう、じれってぇな！　こんなんじゃ日が暮れっちまうぜ！　貸してみろっ」

　わずか十秒でヘソが曲がっちゃった！　江戸っ子は気が短いって、本当だったんだ！

　指さし確認する俺から地図をふんだくって、ななのはキャップのつばを後ろに回す。

　仕事を奪われてしまったので、周囲を見回して暇をつぶす。

　それにしても、この人の多さ──いや、この視線の多さには辟へき易えきするなぁ。

　四方八方から見られているのを肌はだでヒシヒシと感じる。もちろん、注目の的になっているのはななのだ。気持ちは分かる。俺おれが逆の立場なら、同じように目を奪われて、声を掛けて、連れの男性に「俺のツレに何か用っスか？」と凄すごまれるまで行く自信がある。

　そんな周囲の熱い視線を気にも留めず、ななのは地図におでこをぶつけている。注目されるのに慣れているのか、はなっから無視しているだけなのか。なんにせよ、顔を近づけすぎだよね。ゲームに熱中してる小学生みたい。

　気合が入りまくっている彼女を微笑ほほえましく思いながら、ふと顔を動かすと──そこにいたのは眉び目もく麗うるわしい運命の女ひ性と……はなく、顔つきから態度に至る全すべてがガラの悪そうな三人組だった。三人とも服がダボダボで、公共の場にもかかわらず車くるま座ざになっている。

　いかにもな人達たちがいかにもなヤンキー座りでいかにもなガンを飛ばしてる……っ！

　向こうもこちらの視線に気付いたのか、肩で風切って近づいてくる。

　あんなオラついた人達に「俺のツレに何か用っスか？」って言うのは荷が重い！

「ななのっ。どこかでお茶でもしない？」

「やかましい。えっと、駅はここだから……」

　とかなんとか言ってる内に三人組が目の前に。あわわわわ……！

　右から金髪、スキンヘッド、ドレッドヘアー。全員どこかしらにヒゲを生やしていて……よくよく見れば、どこかしらにオレンジ色の物を身につけていた。シャツやバンダナ、といった具合だ。もしかして、ちょっと昔に流行したカラーギャングとかいう人達か。

　センターにいたスキンヘッドさんが一歩進み出て、ななのを上から下まで眺ながめ回した。

「お前……ヴォルクだな？」

　ななのは、大儀そうに地図から顔を上げた。ぼる……何？

「あ？」

　うわ、久しぶりに目つき悪っ！

　猛獣も死を覚悟する事請うけ合あいな眼光に、三人組は露骨に顔を歪ゆがめて後じさる。

　マズい。ナンパに失敗した上にプライドを傷つけられたとあっては──『テメェ……なめんなよ！』と、拳こぶしを振り上げてくる可能性がある。そうなった場合、俺に彼らの腕をねじり上げる力があれば、『やれやれ、下手に挑発するなよ』『な、何よ！　助けてくれなんて言ってないわよ！』──というラブコメ対応で乗り切れるはずだ。

　ところがどっこい。俺って身体からだが丈夫なだけで、ケンカの腕はからっきし。

「ま、まぁまぁまぁ……皆さん落ち着いて！　駅前で揉もめ事ごとはマズいですって！」

　なけなしの勇気を振り絞って三人組を宥なだめ、ななのから離れた場所に移動する。

「ンだと、この野郎！」「しゃしゃってくんじゃねぇよ！」「やんのかコラ！」

　悪態をつきつつも移動してくれた三人は、俺を囲んで睨にらみつけてくる。

　物騒だよッ、豊と島しま区く物騒だよ！　練ねり馬ま帰りたーい！

「テメェなんなんだ、コラ。ヴォルクの男か？」

　心の中で泣なき喚わめいているのを必死で押し隠し、俺おれは愛想笑いで聞き返す。

「それ、さっきも言ってましたよね。もしかしてナンパ用語ですか？　『ボーリング行く？』の略ですか？」

　三人組は顔を見合わせた。

「とぼけんじゃねぇよ。アイツ、『浅あさ草くさのヴォルク』だろ」

「一年前、オレらのヘッドにブレーンバスターかましたヤツだ」

「セーラー服着た緑の目の銀髪なんて、他にいるワケねぇだろ！」

　浅草のヴォルク？　一年前？　ブレーンバスター？

「ナンパじゃ……ないんですか？」

　すると彼らは、『浅草のヴォルク』と彼らのチームの因縁をまくし立て始めた。




　一年と少し前。埼玉県の大おお宮みやを活動拠点としていたカラーギャング『彩主サイズ』は、池いけ袋ぶくろに進出。『大宮のアシュラ』と恐れられるヘッドの圧倒的な強さで瞬く間に池袋の半分以上を手中に収め、完全掌握は最も早はや時間の問題だった。

　しかし、そんな破は竹ちくの勢いだったアシュラさんを一対一のケンカで倒し、数ヶ月の入院生活を余よ儀ぎなくさせた一人の不良がいた。

　その人物こそ、都内でも指折りのケンカの強さを誇ほこる浅草最強の不良。銀色の髪に緑の目、セーラー服に鎖を巻いた神しん出しゆつ鬼き没ぼつの一いつ匹ぴき狼おおかみ──『浅草の狼ヴオルク』・鉄くろがねななの。

　都内の至る所に忽こつ然ぜんと姿を現す事で名高いヴォルクは、アシュラさんを一方的に叩たたきのめすと、風のように去って行ったと言う。

　そして……退院したアシュラさんは、この屈辱をバネに再度池袋を侵攻。三ヶ月前に晴れて池袋を『彩主』の縄張りとし、『浅草のヴォルク』との再戦を望んでいるのだとか。




　話を聞き終えた俺は、とてもいい笑顔で言い切った。

「人違いですね！」

　ホントは織お田だ信のぶ長なが化してるななののイメージが思い浮かんだのは内緒だよ！

「ンだと？」と、三人組が睨にらみを効かせてくる。

「ホントです！　あの娘こは海外に住んでるいとこで、日本に来たのは三年ぶりなんです！」

　三人組は、申し合わせたようなタイミングでななのの方を振り向いた。

　離れた場所に立っているななのは、峠を攻める走り屋ばりに地図をグルグル回している。

「……旅行中にセーラー服はおかしいだろ」

「日本の制服って、海外からすると珍しくて人気らしいんですよ。ｋａｗａｉｉカワイイって」

「じゃ、あの鎖はなんなんだ」

「ロックな感じでしょ？　地元で友達とパンクロックグループを組んでるんですよ」

　よくもまぁ、ポンポンと思いつくもんだ。自分で自分にびっくり。

「大体、その……ぼるくさん、ですか？　その娘こは一いつ匹ぴき狼おおかみなんですよね。一匹狼が男連れで遊んでるのはおかしくないですか？」

　三人は明らかに言葉に詰まった顔をして──再確認するように、ななのを見やった。

「……そう言や、あんなにデカかったか？」「あんだけデカかったら、銀髪よりそっちの方が目立つよな……」「つーか、そっちしか覚えてらんねぇ」

　ななののどこが大きいんだろう。器かな？

　彼らはまた顔を見合わせると、「邪魔したな」と気まずそうな顔で去って行った。

「アイツら、なんだっていなくなっちまったんだ？」

　ななのが地図を見ながら近付いてきた。

「ななの。育ってくれて、ありがとう」

「？　なんの話だ？」

　なんでもないよ、と話を流す。事実を言ったら、俺おれがブレーンバスターされちゃう。

「ななのって、俺の想像の斜め上を行く敵の多さだったんだね」

　彼女は口をへの字に曲げた。

「迷惑な話だぜ。向こうからケンカ吹っ掛けてきて、負けたら負けたで逆恨みだ。兵隊集めて得物も揃そろえて、それでも負けたら妙みようなあだ名でウワサを流す……おかげでアタシは一いつ端ぱしの悪ワルだ。お酒もタバコもやってねぇのに──って、どうした？　膝ひざが笑ってるぞ？」

「たはは……いやぁ、安心したら急に力が抜けちゃって……」

「ったく、情けねぇな。シャンとしろ」

　ななのは呆あきれた顔で背中を叩たたいてくる。痛っ！

「それで？　アイツら、アタシにケンカ売りにきたんじゃないのかよ」

「いたた……ああ、『人違いです』って言ったの」

「また嘘うそついたのか。ンじゃ、おしおきな」

　今度はケツに張り手が！　まぁ、そういう約束だけどさ！　手加減ナシかい！

「今度ばっかりは仕方ないよ！　もし本人ってバレたら、池いけ袋ぶくろの不良全員がななのを狙ねらってくるんだよ？　一人で池袋を敵に回すつもり!?」

　彼女は不敵な笑みを浮かべ、「フン」と鼻を鳴らした。

「上等だ。汚ぇ嘘ついて逃げ回るよか、よっぽど寝覚めがいいぜ。売られたケンカは借金してでも買うのがアタシの主義だ。池袋の一つや二つ、ぶっ潰つぶしてやるよ」

　たった一人で池袋を戦場にするつもりか!?　どこまで負ける気がしてないの、この娘こ！

「目的が変わってるって！　今日は戦争に来たんじゃなくて、コスプレショップに衣装を見に来たんだよ？」

「ンなコトは分かってる。だがな。アタシの敵がこの街にいるって分かったからには、そいつらを一人残らず片付けねぇと心置きなくお店巡りができねぇよ」

「どうしてさ？」

「ちょっと考えりゃ分かるだろ。──敵の多いアタシが、その縄張りの真ん真ん中で趣味に没ぼつ頭とうしてみろ。あっと言う間に秘密がバレちまう。それを防ぐ方法は一つだ」

　彼女の言わんとする事を理解して、俺おれは後を継いだ。

「敵を全員倒してから……ゆっくりお店を巡る？」

　ななのは指をパチンと──パチンと──パチンと鳴らそうとして、結局鳴らせず諦あきらめた。

「大当たりだぜ。全滅させりゃ秘密は守れる。死人に口なし、ってヤツだな」

　村を壊かい滅めつさせてから金品を奪うならず者の発想だ。赤面とのギャップが甚だしい。

「生き残りや傷の浅かった人が追撃してきたらどうするの？」

「そんな時はコレだ」

　テンションの高い深夜の通販番組みたいな前置きをした彼女は、キャップのつばを目深に引き下げ、その上からサマーパーカーのフードを被かぶった。

「あとは鎖コイツを外せば完成だ。言ってみりゃ、グッズを買うときの戦闘服みてぇなもんよ」

　そう言って、ななのはパーカーのジッパーを上げる。これでセーラー服は見えない。

　こんな風に素性を隠して、ななのはブリラググッズをせっせと集めてきたのか。

「……池いけ袋ぶくろに着く前に変装しておけばよかったのに」

　彼女は、「うっ」と呻うめいた。痛いところを突かれたような顔をしている。

「ははぁん、さてはテンション上がって変装の事なんか綺き麗れいさっぱり忘れてたな!?」

「や、やかましいっ！　ついだよ、つい！　ついうっかり、たまたま忘れてただけだ！」

「やっぱり忘れてたんじゃん！　ななののドジっ娘こさんめ！」

「ドっ──言うにコト欠いて、ドジとはなんだドジとは！」

　待て待て落ち着け俺。ここで言い争っていても始まらない。ななのが絶妙に抜けている事はこの数日間で分かっていたじゃないか。お風呂に下着を持っていくのを忘れて、タオル姿で廊下を小走りした事もあったろう？　朝寝ぼけて、自分のハブラシと勘違いして俺のを使いそうになった事だってあった。それで毎回俺が引っぱたかれたじゃないか。

「ともかく！　ケンカなんて俺は反対だよ。すぐに変装して、見つからないように大人しくお店巡って、静かに帰る。それでいいじゃない」

「フン！　ちょっと因ア縁ヤつけられたくらいで、なんだってアタシがコソコソしなくちゃならねぇんだよ。ンなビビってるみてぇな真ま似ねが出来るか」

「変装してる時点で、コソコソしてる事には変わりないよね？」

「いっぺん叩たたき潰つぶしてから姿を隠すのと、はなっから尻尾しつぽ巻いて逃げるのとじゃ大違いだ」

　ぶっちゃけ大して変わらない気がするのだが、彼女が頑として譲らない。

「アタシはな、ひかりちゃん達たちを守りたいとは思ってる。だがな、それと同じくらい後ろ暗い真ま似ねもしたくねぇんだ。嘘うそついたり逃げ回ったり他人を罠わなにかけたりな。ンなコト平気でしてた日にゃ、お天道さまに顔向けできねぇ」

　信心深い、という一言で片付けるには酷ひどく思い詰めた顔だ。

「何か理由があるの？」

　訊たずねると、彼女は取り繕つくろうかのように不敵な笑みを浮かべた。

「何でもねぇよ。真っ当に生きた方が清々する、って話だ」

「……そう」

「変に勘ぐるなよ。頭が痛くなるぜ。──さて、と。大人数を相手にするとなると、得物がいるな。近くのホームセンターで鉄パイプ買ってこねぇと」

　そうだった！　ななのの真意は気になるけど、今は全面戦争を回避するのが先決だ！

「待って！　ななのの気持ちはよく分かった！　でも、一いつ旦たん状況を整理しよう！」

「ンだよ。何言ったって、アタシの考えは変わらねぇぞ」

　歩き出そうとする彼女の肩を掴つかんで、こちらを向かせる。

「いいから、話を聞いて！　──こっちの戦力はななの一人。丈夫な俺おれが盾の代わりをするとしても、相手は埼玉の一都市と池いけ袋ぶくろをシメたグループだから相当の人数がいるはず。一人残らず全滅させるのは現実的じゃない」

「たった三人相手で震えてたヤツが盾になるかよ。……まぁ、気持ちは汲くんでやるがな」

「ありがとう。──それで、ななのが敵に背中を向ける事を許さない以上、逃げる選択肢はない」

「あたぼうよ」

　ここまで確認した俺は、彼女に重要な事実を告げる。

「でも……本格的にコスプレ活動するんなら、これからも池袋には来る可能性が高いよね」

　盲もう点てんを突かれたように目を見開くななの。

「毎回池袋に来る度に抗争してたら、確実に勘付かれる」

「……ほ、他に、コスプレのお店が多いトコに行けばいいじゃねぇか」

「そんな風に街を転々としてたら、それこそ逃げてるようにしか見えないよ」

「……ッ」

　ななのは反論しようと口を開くが、結局何も言わずに唇くちびるを噛かんだ。

　ケンカは全すべて買っていても、自分のいたい街に留とどまる事の出来ない姿は、彼女自身の目にも逃げているように映ったのだろう。

「……どうすりゃいいんだよ」

　ななのはキャップを脱いで、ぐずった子どものように頭を掻かいた。

「相手から逃げないで、ひかりちゃん達たちも守る方法？　ンな魔法みてぇな方法、あるわきゃねぇよ」

　だよね、と俺おれはため息を吐ついた。

「こういう時、アニメだったら楽だよね。変身すれば別人になれるんだからさ。戦闘も出来るし正体も隠せるんだからさ。正体がバレなければ、家族に危害が及ぶこともないし」

　だな、とななのもため息を吐いた。

「変身さえできれば正々堂々とひかりちゃん達たちを守れるのによ。情けねぇったらねぇぜ」

　俺達は同時にため息を吐いて──同時に目を瞠みはり、同時に顔を見合わせた。

「「変身さえできれば？」」

　声を揃そろえ、これまた同時に池いけ袋ぶくろの街に視線を向ける。

　変身、できるじゃん。




　考えてみれば簡単な事だった。今日俺達が池袋に来たのはコスプレの勉強──ななのという不良娘から、二次元世界の女子小学生に変身する為ための知識を学ぶ事が目的だった。最初から悩む必要はなかったのだ。別人になる方法には事欠かない。

「なぁ……やっぱりよ、ただの屁へ理り屈くつじゃねぇか？」

　地図を頼りに目的の店へと移動する道すがら、隣となりでななのは不安げに言った。ちなみに彼女はキャップにフードを被かぶっていて、一時的に姿を隠している状態だ。

「別人に変身したところで逃げてるコトに変わりはねぇし……こんな風にコソコソしてたんじゃ本末転倒だぜ」

　少しの間とは言え、敵から身を隠している事で気持ちが後ろ向きになっているのか、ななのは言葉の切れが悪い。

「考え方の問題だよ。ブリラグで例たとえると……ひかりちゃんは自分の正体を敵にバレないようにしてるけど、敵から逃げてはいないでしょ？　家族や友達が危ない目に遭わないように桜さくら乃のひかりとしてじゃなく、マーメイドダイヤモンドとして戦ってる。俺達がしようとしてるのは、それと同じ事だよ」

　ななのの大切な物が傷つけられないように、別人になる事で大切な物を守る。これだって立派な戦いの形だ。

「殴る蹴けるだけがケンカじゃない。ななのの場合、敵が血ち眼まなこになって探してる横で堂々と趣味に没ぼつ頭とうできれば勝ちなんだ。むしろバレたら一発アウトな分、このケンカのやり方の方がよっぽど命懸けだと思うけどなぁ」

「上う手まく言いくるめられてる気もするが……確かに間違っちゃいねぇんだよな」

「でしょ？　だから、もうちょっと我慢して隠れてて。そうだなぁ、長めの変身バンクだと思ってさ」

「変身バンクか……それならなんとか」

　交渉成立。ななのがオタクで本当によかった。

　──ここで一つ補足しておこう。俺おれが用意した乙女ロード周辺の地図。これには事前にネットで調べておいた店の情報も少し書き込んである。この店は中古のコスプレショップ、とかこの店はＢＬ同人誌専門店だから注意、とかだ。

　その地図を頼りに俺達たちが向かった場所にあったのは、何の変哲もないビルだった。

「ホントにここなのか？　途中にあったお店のほうが、よっぽどそれらしかったぜ」

「多分合ってる。えっと……ホラ、看板もあった。間違いないよ」

　ビル内部のエレベーターに入ると、ななのは変装を取り払った。

「さて。ちょっとの間とはいえ、尻尾しつぽ巻かせた分の埋め合わせはしてもらうからな」

「やれるだけやってみるよ。昔から妹と一緒に観みてたおかげで、美少女アニメの変身バンクは大好きだったんだ」

　俺は爽さわやかに親指を立てた。

「何せ、貴重な全裸シーンだからね！　たとえ演出で肌はだ色じゃなくっても心が震えるさ！」

　思いっ切りケツを蹴けられるのと同時に電子音が鳴り、ドアが開く。

「なん……だよ、コレ……」

　店に入ったななのは、呆ぼう然ぜんと店内を見回した。店員さんの出迎えの言葉も耳に入らない様子で、ただただ光景に圧倒されている。

「いやぁ、俺も調べてはいたけど……これはちょっと凄すごいね」

　俺達の目の前にあるのは、見渡す限りのカツラ──ウィッグだ。

　黒から金から茶色から、果ては青に緑に紫まで……色とりどりのウィッグが所狭しと並べられ、長さも様々、髪質だって多種多様。素お人れでも、ただ事ではないと分かる品しな揃ぞろえだ。

　さすがはウィッグの専門店。圧巻の一言だ。

「すっげぇ……凄すげぇぞ、緋ひ色いろ！」

　超巨大クリスマスツリーを見た幼稚園児のように目を輝かせたななのは顔をキョロキョロと動かし、腕をワタワタと振り、かかとを忙せわしなく上げたり下げたりしていた。

「これだけあれば何でもできる！　何にでもなれる！　わぁ、わぁあ……どうしよう！　どうすりゃいい？」

「とりあえず、他のお客さんの迷惑にならないように、お行儀良く店の中を見ればいいんじゃないかな？」

「分かった、お行儀良くな！」

　ななのはその場で大きく深呼吸すると、走り出しそうになるのを押さえ込んでいる感じで歩いて行った。「お行儀良く、お行儀良く……」と口に出しているのが微笑ほほえましい。

　ななのの背中を見送ってから、店員さんに声を掛けた。

「あのー、ご相談なんですけど……ここで買った物なら、ここで付けていっても大丈夫ですか？　もちろん、ヘアセットはこっちでしますんで」

　答えはＯＫ。試着の為ためのスペースを貸してくれる、との事。

「ありがとうございます。それと、迷惑ついでにもう一つ。──ブリラグの法のり子こちゃんってご存じですか？　泣き虫キャラのメガネっ娘こ」

「のりりんですか。もちろんですよ」

　間髪いれずにあだ名で反応するとは……さすが池いけ袋ぶくろ。ポテンシャルは計り知れない。

「よかった。のりりんっぽいウィッグ……見み繕つくろうの手伝ってくれませんか。俺おれ達たち、ウィッグ買うの初めてなんです」

　かしこまりました、と店員さんは嫌な顔一つせず微笑ほほえんで、

「よろしければ、メガネも一緒にお選びしましょうか？　大事ですよね、メガネ」

　凄すごいな、池袋。これが豊島区の底そこ力ぢからなのか……。




　細かい説明は省はぶくが、一口に髪の色と言ってもなかなか奥が深かった。アニメそのままの色では他の衣装の色に対して浮いてしまったり、コスプレイヤー（縮めてレイヤーと呼ぶらしい）さんの地じ肌はだとのバランスを考えたりしなければならないそうだ。

　そんな為になる話を店員さんに教えてもらいつつ三人で話し合い、一番ななのに似合いそうなウィッグとメガネ、ヘアセットに必要な道具を一ひと揃そろい購入。お値段は割かつ愛あい。

「それじゃ、始めよっか」

　会計を終えた俺は、ななのを試着用の椅い子すに座らせた。

「……ホントに任せて大丈夫か？」

　鏡越しに疑わしげな目を向けてきた彼女に、笑顔で答える。

「大丈夫。これでも妹持ちおにいちやんですから」

　店員さんに聞いたやり方で、長い銀髪をウィッグネットに詰め込み、その上から水泳キャップを被かぶせる。出来るだけ髪が盛り上がらないよう、均等にならす。

「髪の毛が妙みような感じになってるぜ……落ち着かねぇ」

「文句言わない。ジッとしてる」

　少々手こずったが、さほど問題なくこの工程は終了。

　お次は本番のヘアセットだ。亜麻色のウィッグをななのに被せ、ブラシで手早く梳とかす。アニメの記憶を頼りに、髪を編み込んでいく。

「……早はえぇな」

「ほとんど家事の一つみたいなもんだよ。朝の限られた時間で、どれだけ早く妹の髪をセットしてあげられるか──なんてのはさ」

　ほぼ一年ぶりだったけど、なかなかどうして、身体からだは忘れていないもんだ。

　大人しい法子ちゃんの髪型はハーフアップ。手間の掛かかるのは、髪をまとめる為の編み込みだけ。勘が鈍にぶっていないだけあってすぐに終わり、最後にのりりんの好きな色である、黄色のリボンで留めれば出来上がりだ。全工程合わせて五分前後、ってところかな。

「はい、出来上がり」

　伊だ達てメガネをかけて、ななのは口をＯオーの字にした。

「おー……」

「最初はひかりちゃんにしようかと思ったんだけどね。顔を隠す物が何もないって言うのも怖いから、メガネっ娘こののりりんにしてみました。──出来はどうかな？」

「……十分だぜ。アタシは自分の髪だってロクに結むすべねぇのによ」

　そう言えば最初にななののコスプレ見た時も、頭が滅め茶ちや苦く茶ちやだったな。

「それにしても、よく覚えてたな。法のり子こちゃんの髪型」

「小さい子どもって、アニメキャラの真ま似ねをしたがるんだよね。ごっこ遊び以外にも、持ってる小物とか好きな色とか。髪型もその一つ。昔から妹にせがまれて髪いじってたから、キャラの髪型を覚えるのが癖になっちゃってさ」

　ふぅん、とななのはちょっと唇くちびるを突き出した。鉛筆でも乗せたい口をしている。

「てっきりダメ兄貴だと思ってたのに、それなりにいい兄貴してんだな」

「意外だった？」

「まぁ、な」












　ななのは編み込みを撫なでながら、もう一度鏡に映った自分の姿を眺ながめる。

「へへへ……」

　きっと、他のレイヤーさんから見たらオママゴトのようなものだろう。手を加えているのはウィッグだけで、着替えもメイクもしていない。

　しかしそれでも、ななのは心底嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

　こんなにいい顔されちゃったら、次はもっと頑張りたくなるじゃないか。

　なんだか、順調にコスプレの沼にハマっていっている気がするよ。




　店員さんの声に送られて、俺おれ達たちはエレベーターの中に入った。

「うーん……なんか足んねぇんだよな……」

　難しい顔をして、ななのが呟つぶやいた。店を出る少し前から、ずっとうんうん唸うなっている。

「何かって、衣装？　それともメイク？」

「そうじゃねぇよ。せっかく変身したのに、いまいちロコモーションが上がらねぇんだ。これは一体全体どういうワケだ？」

　何な故ぜにいきなり移動力ロコモーシヨン？

「……あ。もしかして、モチベーションの事？」

「それだ」

　よく分かったなぁ、俺。

　ななのは再び考え込み、エレベーターが一階に到着するのと同時に手を叩たたいた。

「掛け声だ」

「掛け声？」

「おう。アタシは今まで、コスプレする時には必ず『ジュエル・チェインジ!!』って言ってたんだ。ご飯の前に『いただきます』するみてぇにな」

「確かに様式美は大事だね」

「あたぼうよ。変身バンクはアニメの華はなだ。掛け声とポーズナシで変身なんざ、粋いきじゃねぇにもほどがあるぜ」

　ななのは立ち止まると、肩幅に足を広げ、俺の事をジッと見つめてきた。

「え……何？」

「それはこっちの台詞せりふだ。緋ひ色いろがアタシを変身させたんだぞ？　ブリラグでひかりちゃんを変身させるのはダイダイだろ。ダイダイと言えば、変身前の『変身だぜィ！』だろが」

「俺、ダイダイ役なの？　アイツ苦手なんだけど！」

　何かと食っちゃ寝して、ひかりちゃんに憎まれ口叩くくせに、ここぞって時にはいい事言う──それがダイダイ。なんかもう鼻につくよね！

「つべこべ抜かすな！　いいから、さっさとやれっての！」

　背後に餓が狼ろうのオーラが見えるくらいの眼光で射い貫ぬかれ、俺おれは捨すて鉢ばちになった。

　ええい、ままよ！　こうなったら、思い切ってやってやる！

「ななの！　変身だぜィ！」

「合点承知だよ！」

　おぉう！　俺より声デカッ!!

　彼女の左手が前に出され、右手が天に向けられる。アニメなら、ここで右手の上にダイヤモンドの姿になったダイダイがいるはずだ。

「ジュエル・チェインジ！」

　叫び、右手を左手の手首──ちょうどブレスレットの辺りに叩たたき付つける。セット完了！

　それから、彼女は変身バンクのポーズを忠実に再現する。腕を振り、足を伸ばし、腰をスライドさせる。その度に胸が揺れ、上へ下への大騒ぎ。俺の視線も釘くぎ付づけだ。これだから変身バンクは止やめられない。

　最後に──俺がななののコスプレ趣味を初めて目撃した時のポーズをして、ななのは動きを止めた。それだけでなく、何故か顔を赤くしていく。

　さもありなん。俺達たちがいるのは公道だ。こんな大声で騒いでいれば、道行く人々に「なんだなんだ」と見られてしまうのも必然。さすがにこれは恥ずかしい！

「ななの！」

「皆まで言うな！」

　阿あ吽うんの呼吸で、俺達はその場から全力で走り去った。ちょうどいい。このまま乙女ロードへと向かおう。あとは、ななのの敵に見つからなければ俺達の勝ち。

　俺達の戦いはここからだ！







　──数時間後。

「いやぁ……何のトラブルもなかったね」

「だな。拍子抜けしちまったぜ」

　すっかり日の傾いた池いけ袋ぶくろの街を、俺とななのは駅に向かって歩いていた。

　乙女ロードは、俺が思っていたよりも遥はるかに乙女の園で……むさ苦しくガラの悪い男達が入ってこようにも入ってこられない結界が張られているかのようだった。

　そういうわけで、俺達は何の気兼ねもなしに当初の予定を進める事が出来たのだ。

　衣装を見て、その値段を見て驚きよう愕がくし、各種小道具を眺ながめる。

　二人してズブの素人なので、店員さんに色々と訊たずねたりもした。どれも興味深いものだったが……特に衝撃だったのは、女の子が男装する時には矯正下着で胸を潰つぶすという話だ。それを聞いた時には、「おっぱいが可哀かわい想そうじゃないですか！」と本気で叫んでしまい、思いっ切りななのに足を踏んづけられた。

　ふと、『周りからしたらカップルに見えるのかな』なんて思ったりもしたが、「あの娘こ可愛かわいい……外国人？」「肌はだ白～い」「スタイルいいなぁ」「男の方は微妙ね」「果てしなく微妙」──ちょくちょく聞こえてきたヒソヒソ話が厳しい現実を教えてくれた。

「悪いな。お金貸してもらってよ。家に帰ったら、ちゃんと返すからな」

　半ばスキップで歩いているななのは、薄いビニール袋を抱きしめている。

「しかし、まさか財布を忘れてきちまうとはな。ドジっちまったぜ」

「やっぱりドジじゃん」

「…………ふん」

　今朝も俺おれが二人分の切符を買っていたから、浮き足だったななのがうっかり財布を家に置き忘れてきたとはつゆほども思わなかった。財布がないと発覚した時のななのは、見ていて気の毒になるほど顔をクシャクシャにしていて……両手に山ほど抱えていたグッズを名残なごり惜しそうに棚へと戻す姿は、とても見ていられなかった。だから有り金の大半をはたいて、お金を立て替えてあげたわけだ。

　ちなみにななのが買ったのは、ブリラグのＴシャツ。メインキャラ総出演という豪華な仕様になっており、幼女向けパジャマをより派手にしたようなデザインをしている。偶然居合わせた、分かりやすくオタクな格好をしたふくよかな体型の男性二人組が「アレを着るのは勇気がいるな」と恐おそれ戦おののいていた程の逸いつ品ぴんだ。乙女の聖地に、リュックサックとバンダナ姿で来られる勇者でも無理だと言うのか……。

「こんなにゆっくりお店巡りを出来る日が来るなんて、思いもしなかったぜ」

　ぼんやりと空を眺ながめながら、ななのが言った。

「今までは、ケンカ売ってくるヤツらをぶちのめしてから、夜になるまで待って……それからオモチャ屋だの本屋だのに行ってたからな。時間に余裕があんのが嘘うそみてぇだ」

「なんで夜まで待ってたの？」

「アタシみてぇな不良がいたら、小ちっちゃい子が怯おびえちまうだろが」

　本来の視聴者層である子どもに気を遣ってたのか。大きなお友達のお手本だな。

「さっきみたいなアニメショップとか、通販なら気兼ねしないで買えたんじゃない？」

　そうしたいのは山々だったんだがな、とななのは下した唇くちびるを突き出した。

「パソコン持ってないからよ。お店の場所を調べるコトも、通販も出来なかったんだ。ま、通販は選択肢になかったがな。まかり間違って組の連中が受け取ろうもんなら大惨事だ」

　分かる。何とは言わないけど、親に封を開けられたら困る物ってあるよね。

　彼女の苦労話に耳を傾けつつ、顔を前に向けると、ガラの悪そうな男達たちが歩いてくるのに気が付いた。全員オレンジ色の服を着ている。恐らく『彩主サイズ』のメンバーだろう。

「ななの。気をつけ──ななの？」

　あろう事か、彼女は連中に近付いていってしまった。な、なななな、なんで!?

　さも申し訳なさそうに、ななのは連中に声をかける。

「あの、すいません。道に迷って困ってしまって……駅はどちらですか？」

「え、ええええ、駅っスか!?」

　美少女に道を訊きかれて舞い上がった彼らは、俺おれが俺がと先を争って道を教えてくる。

「こっちですね？　ありがとうございます。助かりました」

　ななのはペコリと頭を下げると、俺の方へ小走りにやってきた。

「行きましょ？」

　俺の手を引っ張り、笑顔まで浮かべて、敵対している相手の横を歩いて行く。

　可愛かわいいなぁ、観光客かなぁ、連れの男は気に入らねぇ、と言い合う彼らの囁ささやきを背中に聞いた所で、心臓がバクバク言っていた俺もようやく安心した。

　メガネを押し上げ、ななのは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「これで正しよう真しん正しよう銘めいアタシの勝ち、だな？」

「間違いなくね。見事な演技力だったよ」

　あたぼうよ、と得意そうに胸を張る。

「こう見えても、小学校の学芸会で表彰状貰もらったコトがあるんだ。主演女優賞だぞ」

　わぁ、微笑ましい栄誉。

「ところで、ななのの手ってひんやりして気持ちいいね」

「ッ！　いつまで握ってやがんだ！」

「グフぇ！　なんで叩たたくの!?」

　理不尽！

　池いけ袋ぶくろ駅えきに到着すると、ななのはトイレに入った。待っている間、せっかくなので運命の女性を探す作業に没ぼつ頭とうする。雑踏の中運命的に出会う二人……ふふふ、ロマンティック。

「──待たせたな」

　声に振り向くと、ななのはウィッグもメガネも取っ払っていた。

「いや、変身を解くにはまだ早いよ！」

「アタシを探してた連中はやり過ごしたんだからいいじゃねぇか。駅に入っちまったらこっちのモンだ。……頭が蒸むれてるのを我慢するのも限界だったしな」

　絶対、最後のが一番の原因だ。さりげなく付け加えたつもりだろうけど、あからさまに目が泳いでた。あの演技力はどこに行ったんだろう。トイレに流しちゃったのかな。

「でも、万が一って場合もあるでしょ？」

「さっさと電車乗って、とっとと帰れば大丈夫だ。──行こうぜ」

　そう言って、ななのが歩き出した時だった。

「──いたぞ、ヴォルクだ！」

　もう万が一の事態が!?

　駅の構内をオレンジ色の軍団が走ってくる。先頭にいるのは、金髪を逆立てたタンクトップの男だ。オレンジ色のタンクトップには、遠目でも阿あ修しゆ羅ら像のイラストが描かれている事が判別できる。あの戦闘民族みたいな頭の人が例のアシュラさんか。

「ヴォルクぅうううううう!!　待ってたぜぇいあ、この瞬ト間キをよぉおおおおおおう!!」

　うっせぇ！　でも、強そうだ！

「ななの！　ここはひとまず逃げ──!?」

　俺おれが言い切るよりも先に、ななのは走り出していた。

　そして、決着はわずか五秒でついた。

　殴りかかろうとする相手を迎え撃った彼女がした事は、パンチでもキックでも、ましてやガードでも受け流しでもなかった。ジャンプだ。

　驚異的なジャンプ力で飛び上がった彼女は、そのまま相手の顔を太ももで挟み込む。スパッツを穿はいていなかったら、視界がパンツで遮さえぎられていたところだろう。

　惜しみなく太ももとスパッツを相手に堪たん能のうさせ、ななのは思いっ切り仰のけ反ぞる。

　華麗にして大胆。力強くしなやかな躍動。この技の名は──フランケンシュタイナー。

　自らのスピードを上乗せされ、優に六、七メートル吹き飛んだ池いけ袋ぶくろ最強の男は、尻を天高く上げて倒れ伏した。まさしく、そして正しく瞬殺の姿。何事かとざわめき始めた駅の利用者達たちですら、余りの決着の早さに静まり返ってしまう。

　水を打ったような静寂の中、ななのがゆっくりと立ち上がった。

「次はどいつだ？」

　ヘッドを一撃で撃破された彼らは、怖おじ気け付づいた様子で首を横に振った。

「だったら、そこで伸びてるヤツ拾って今すぐ消えろ。他のお客に迷惑だ」

　オレンジ色の軍団は気絶したヘッドを担ぎ上げ、来た時と同じ勢いで去って行く。

　そんな彼らの背中を眺ながめ、ななのは鼻を鳴らす。

「フン。意い気く地じのねぇ連中だな」

　いやぁ……ちょっと格好良すぎるでしょ。







　かくして、「頭が蒸むれても最寄り駅までは我慢する」という約束を、俺達は密に交わす事と相成った。
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「んっ……そうじゃねぇよ。もっと下だ」

「もっと下……この辺かな？」

　熱を帯びた吐と息いきが肌はだに触れ、改めて互たがいの距離の近さを実感する。

「全然ダメだ。──ホラ、力抜けよ。アタシに任せてみな」

　慣れない俺おれをリードするかのように、彼女は手を伸ばし──俺の腕を床に叩たたき付ける勢いで引っ張った。

「ひかりちゃんの変身ポーズは、左手をもっと下まで！　こうだ！」

「いだだだだ！　あっ、腰が！　腰がグキッて言った！」

　池いけ袋ぶくろのデート（？）から一週間が経過した。

　俺達たちの生活は相変わらず、ブリラグを中心にして回っている。

　学校のある平日はブリラグのアニメ鑑賞と、ななのによるブリラグ・カルトクイズ大会。

　そして日曜日ともなれば、更にディープなオタク指導が待っている。

　おかげで、俺も一いつ端ぱしのブリラグマニアと呼べるだけの知識が身についてしまった。

「なってねぇな。緋ひ色いろには、しなやかさが足りねぇんだよ。しなやかさが」

　腰を押さえて倒れ込む俺を見下ろし、ななのは額にへばり付いた髪を払う。今日の彼女のファッションはいつもの浮世絵Ｔシャツではなく、池袋で購入したブリラグＴシャツだ。イラストの主張とＧカップの存在感が相まって、なんだか凄すごい事になっている。

「ひかりちゃん達は人魚なんだ。もっと優雅に、ちゃんと指先まで意識して動かせよ」

　劇団員のような事を言って、ななのはシャツの裾すそでアゴに滴したたってきた汗を拭ぬぐった。

　締しまりつつも程良く柔らかそうなお腹が露わになり、しっとりと汗ばんだおへそ周りが得も言われない光沢感を出している。部活に打ち込むスポーツ美少女さながらだ。

　ななのの無防備なサービスショットに目を奪われている事をおくびにも出さず、

「指先まで意識かぁ……演技なんてした事ないから難しいよ」

　いかにも『くたびれたよー』という感じで座り込む俺。ふふふ……これでローアングルからヘソチラ見放題だぜ。計画通り！

「仕方ねぇな……もう一回、お手本見せてやる。目ェこらしてよっく観みてろよ？」

　ななのは精神を集中させるように瞳ひとみを閉じてから、おもむろに手を天井に向けた。シャツが微かすかに持ち上がり──え？　コレ、這はいつくばればブラチラも行けるんじゃない!?

「ジュエル・チェインジ！」

　ひかりちゃん達が変身するのはアーマーメイド。名前の意味は『甲かつ冑ちゆうのメイドさん』ではなく、甲冑アーマーと人魚マーメイドをくっつけた造語だ。戦闘コスチュームは、どう見ても甲かつ冑ちゆうじゃなくて旧式のスクール水着だけど、可愛かわいいから問題無い。

　変身ヒロインの変身と言えば、身体からだが謎なぞの光に変化したり、光で素す肌はだを隠すのが定番だ。それをブリラグでは泡で表現している。身体を泡で覆おおわれた彼女達たちが泡を取り払うと、アーマーメイドのコスチュームが現れる仕組みになっているのだ。泡風呂撮影中のグラビアアイドルを彷ほう彿ふつとさせる粋な演出に、ブリラグスタッフの『攻めの姿勢』が感じられる。

　幼女向けアニメなのに旧式スク水、泡風呂、そして頭とう足そく類るいモンスターによる触手責め……スタッフがツボを押さえすぎてて怖い。こんなん、ななのじゃなくてもハマるわ。

「輝き満ちる、ひとひらの愛！　マーメイドダイヤモンド、ただいま参上!!」

　ここ数日ですっかりお馴染みとなった決めポーズをして、ななのが名乗りを上げる。

「どうだっ！　これが変身ってモンだぜ！」

「お見事だね！」

「あたぼうよ！　変身バンクはアニメの華はなだぞっ」

　得意げに胸を張るななのを正座状態で見上げつつ、俺おれは親指を立てた。

「うん！　それと下からだと胸の迫力が倍増し──いや、パイ増しだね！」

　上手い事言った。そう思った次の瞬間には、ななのの膝ひざが俺の額を捕らえていた。正座してたから頭がベストの位置に！

「……ごめんなさいは？」

　決めポーズと同様に、赤面したななのに踏みつけられるのも、すっかりお馴染みだ。

「ご、ごべんだざい……」

　うむ、と彼女は頷うなずくと、ソファの上にあぐらをかいた。

「さて、と。口直しにもう一回観み直なおすか！」

　ななのが言っているのは、つい二日前に放送されたブリラグ第二期の一話の事だろう。『第一期を観み終おえていない』という理由で視聴が禁止されている俺は分からないのだが、ななのの反応を見る限りでは期待以上の出来だったらしい。一話の内容を話したくてウズウズしているのが分かるくらいに浮かれている。そんな反応されると、俺だって気になるし早く観たいのだが……まだ一期のブルーレイが全話発売されてないんだよなぁ。

「緋ひ色いろ。ちょっと時間は早ぇが、風呂の準備しといてくれ」

　汗をかいて気持ち悪いのか、ななのはしきりにシャツを扇いでいる。

「おっけ。あー……でもその前に、食器洗ってもいいかな？」

「おう。入浴剤は草津な」

　昼食を食べ終えてすぐにななのに捕まったので、食器類は水に漬けたままになっている。

『洗い物面倒くさぁ』と文句を垂たれる母親に代わって、毎食後五分以内にはスポンジ片手に流し台の前に立っていた身分からすると、気になってしまってしょうがない。

　手早く洗い物を済ませて、浴室へ向かう。覚えてしまったブリラグ第一期のオープニングを口ずさみながら、風呂の水みず垢あかや汚よごれを落としていく。江戸っ娘こらしく風呂好きなななのに怒られないよう、風呂洗いは念入りに。しっかし……美少女の入った残り湯なんて、希少価値が半端じゃないよな。入浴剤（日本の名湯シリーズ）さえなければ、より純粋な現役ＪＫエキスを堪たん能のうできそうなのに……勿もつ体たいない。いや、ギリギリ飲めるか？

　悶もん々もんと考え込んでいるところで、リビングの電話が鳴った。

「電話だぞー」というななのの呼びかけに、「今行くよー」と手に付いた洗剤の泡を洗い落とす。それから、小走りに電話の受話器を取った。

『お久しぶりです、お坊ちゃん。結城ゆうきです』

　この声は黒鉄くろがね組ぐみのイケメン幹部、結城さんだ。

「ああ、どうも。お久しぶりです」

『ご連絡が遅くなってしまって、申し訳ありません。──お嬢は元気ですか？』

　チラリとななのの様子を確認──食べかけのふ菓子片手に、画面に釘くぎ付づけになっている。

「……やっぱりひかりちゃんは天使だな。緋ひ色いろとは月とミジンコだぜ」

　なんか勝手に独ひとり言の引き合いに出されてる……。

「元気ですよ。俺おれもなんとか生きてます」

　コードレスの受話器で答えつつ、俺はリビングを出た。廊下には、未いまだに荷ほどきが済んでいないななのの荷物が残っている。そろそろ本格的に片付けたい所だ。

『それはなによりです』

　声まで男前な結城さんはホッとした声で言った。

「いきなりお電話なんて、何かあったんですか？」

『いえ、大した事ではありません。ようやく時間が取れましたので、今夜にでも花嫁修業の進しん捗ちよく状況を伺うかがいに上がりたいと思いまして。その事前連絡を、と』

「花嫁修業の……進捗状況？」

『お坊ちゃんにお嬢をお預けしてから、すでに二週間近く経っています。お二人の様子を確認するには頃合いでしょう。状況によっては今後の対応を変更しなければなりませんしね。なにせ──』

　こちらの注意を引くように、結城さんはたっぷりと間を取った。

『お嬢は組長おやじの大事な一人娘です。組長おやじが一度決めた以上……私共としましては、是が非でもお嬢を立派な花嫁にして差し上げたい所存でして』

「…………」

　顔と言わず背中と言わず、全身から脂汗が噴き出してきた。

　なんてこった……同どう棲せいが始まってから二週間。ずっとアニメにどっぷりで、花嫁修業の事なんか綺き麗れいさっぱり忘れてた！　俺、普通に家事こなしちゃってるし！

『どうかされましたか。まさか……花嫁修業はまだされていないのですか？』

「い、いやだなぁ！　ちゃんとやってますよぉ～」

　笑って誤ご魔ま化かしながら、俺おれはリビングのドアを閉めた。締める直前、訝いぶかしげにこっちを見ているななのと目が合ったので、問題無い体を装ってウィンクしておいた。凄すごく気持ち悪そうな顔をされた。まぁ、これでこっちへの興味が失せたのなら良しとしよう。

『そうですか。あのお嬢でも、やはり花嫁修業を放棄した場合も即婚約、となれば話は別なのですね。もっと早く、堂どう家け先生に相談するべきでした』

「はははははは……」

『ああ、話が逸それてしまいました。──今夜の……そうですね、六時頃には伺うかがいます』

　それでは後ほど、と結城ゆうきさんは電話を切ってしまった。

「…………」

　同どう棲せいを始めてから、まだ二週間。だが、立場が違えば考え方も変わる。むこうから言わせれば、もう二週間。年頃の娘が四六時中異性と一緒にいるんだ、気苦労も絶えないはず。

　もし俺が、大事な妹をどこの馬の骨とも分からないヤツと同棲させなければならないとしたら、一日で胃が蜂はちの巣すになる自信がある。って言うか、同棲相手を蜂の巣にする。天国の父さんの分も、俺はそうしなければならない義務があるのだ。

　だから──何もしていない事を知られるのは非常にマズい、というのもよぉく分かる。

　放ほったらかしでは効果が無い──向こうがそう判断すれば、確実に何かしらのテコ入れをしてくるだろう。例たとえば組の人が近所に引っ越してきて監視をするとか、これ見よがしに式場の手配を始めるとか、毎日ポストに婚こん姻いん届を入れてくるとか。

　そんな事になれば、ストレスで胃が蜂の巣だ。それだけじゃない。ななのの機嫌も悪くなって、マイホームの空気がピリピリとした険悪な物に変わってしまう。

　どうしよう。いっその事、ななのに全部打ち明けて協力を仰あおぐか？　結城さんのいる間だけでも花嫁修業っぽい何かをやってもらう、とか。

　俺は頭を振って、自らの思いつきを打ち消した。

　いや、無理だ。ななのにはとてもじゃないが相談できない。裏工作を嫌う彼女が、結城さんを騙だますような作戦に乗ってくれるとは思えない。それどころか、

『人を騙して同棲させといて、心配だから様子を見に来ただぁ？　調子のいいコト抜かしやがって……ぶちのめしてやる！』

　──こんな感じで十中八九、結城さんが玄関を開けた途端に襲い掛かかる事請うけ合あいだ。そうなれば、もう誤魔化すのは不可能。何もしていない事が露ろ見けんして、結婚までのステップを三段飛ばしで駆け上がってしまう。俺が十八歳になると同時にゴールインだ。

　一度は諦あきらめたつもりだった。理屈の上では『離婚すれば問題無いっしょ』などと冷静に受け止めていたつもりだったが……こう改めて現実を直視すると……。

「愛のない結婚はしたくねぇ～……」

　苦節十五年。運命の赤い糸で結むすばれた人とのイチャイチャラブラブな結婚生活を夢見て、毎日真面目にエロと向き合ってきた。キッチンで裸エプロンのお嫁さんにイタズラをしちゃう妄想一つとっても、優に三十パターンは用意している。

　結婚は俺おれの夢であり、ロマンそのもの。

　やっぱり……駄目だ。結婚は、運命の赤い糸で結ばれた愛いとしい人とでないと意味が無い。

　ここはななのに悟さとられる事無く、なおかつ結城ゆうきさんの目も欺あざむかなければ。

　覚悟を決めた俺は、とある電話番号に電話をかけた。




「……出かけんのか？」

　電話をかけた相手とファミレスで落ち合う約束を取り付けた俺が靴を履いていると、ななのがリビングから顔を覗のぞかせた。ブリラグは観み終おわったらしい。

「うん。ちょっと買いたい物思い出しちゃってさ。ついでに夕ご飯も買ってくるよ。鍵かぎはポストに入れておくから、出かける時は戸と締じまりよろしくね」

「買い物ねぇ。手ぶらでか？」

　ジロリと俺の全身を眺ながめ、彼女はふ菓子をかじった。

「財布は持ったよ？」

　ななのじゃあるまいし、と軽口を叩たたきそうになるのを自重する。あっぶね。

「いや……そういうワケじゃねぇんだがな」

　妙に粘るな。何か言いたい事があるのかな。なんだろう……ああ、そうか！

「ごめん！　お風呂掃除、まだ途中なんだ！　帰って来たら洗うから！」

　両手を合わせると、彼女は唇くちびるの端に黒糖をつけたまま、面白くなさそうに鼻をならした。

「……今晩はウナギの気分だ。買ってくるなら、うな重にしろよ。特上のヤツな」

　贅ぜい沢たくこの上ないオーダーをして、リビングに引っ込んでいく。

　金銭感覚面でも、ななのは家計を預かる花嫁とはほど遠かった。







「──というわけなんだよ」

　大おお泉いずみインターチェンジのすぐ傍そばにあるファミリーレストラン。その窓際の席で、俺は呼び出した相手──あおちゃんに事の次第を説明した。

「事情はよく分かりました。それで結城さんがいらっしゃる時間に合わせて、料理対決の再戦をして欲しい──そうおっしゃったのですね？」

　突然の呼び出しにも快く応じてくれたあおちゃんは、代金俺持ちのアイスティラミスを頬ほお張ばった。ちなみに俺は水のみ。こんな光景、前にもあったな。

「キッチンにいるだけでも話は違ってくると思うんだ。勝負ならななのも乗ってくれると思うし……あおちゃんが手を貸してくれるなら、後は俺おれがなんとか誤ご魔ま化かすから」

「…………」

　あおちゃんはティーカップから紅茶のティーパックを引き上げ、ゆっくりと味わうようにして出来たての紅茶を飲んだ。それから小さく息をつくと、

「不満です」

　半眼で口を尖とがらせた。

「日曜日に突然呼び出されたかと思えば、そのような頼み事……いい気持ちがするはずがありません。まるで悪の組織の戦闘員になった気分です」

　珍しくあおちゃんが拗すねてるー……。

　ムスッとして顔を背ける彼女に、ペコペコ頭を下げる。

「お、お怒りはごもっともですが……このとおりですっ。何とぞご助力の程を……」

「そもそも、です。二週間も時間があったのに、現状を改善しようと努力しなかったことがいけないのです。問題を棚上げせず、しっかりななのさんと話し合い、家事の分担・あるいは彼女が快く花嫁修業に取り組めるような環境作りを心掛ければよかったのです」

　違いますか、と非難がましい目で睨にらまれてしまった。

「……おっしゃる通りでございます」

　ぐうの音も出ず、テーブルに額をくっつける。

　この感じだと、あおちゃんは手伝ってくれないか。ハァ。まいったなぁ。

「──ふふっ」

　忍び笑いが聞えてきた。肩をちょんちょんっ、と突かれて顔を上げる。

「冗談です」

　花が咲いたような笑顔を浮かべて、あおちゃんは冗談めかして続ける。

「私だって、たまには緋ひ色いろくんを困らせてみたくなるのですよ？」

　いつものお返しです、と澄ました様子で紅茶を飲み、すぐまた可笑しそうに微笑ほほえむ。

　冗談……ああ、冗談なんだ。すっかり騙だまされちゃったよ。

　学校にいる時の、規律を重んじる正義っ娘ことはかけ離れた表情だ。

　普段芯しんの強さを押し出しているだけに……こういう茶ちや目めっ気けのある顔をされると、彼女本来の可愛かわいらしさが引き出されるような気がする。正義のヒーローが救った人々の笑顔を見ている時の顔、というか。ああ、いい顔だな──と見ている側が思う笑顔というか。

　見事に引っかかってしまった事と、彼女の可愛さでこっちも笑い出してしまう。

「案外いたずらっ子なんだよなぁ……あおちゃんは」

「緋色くんに比べれば、可愛いものですよ」

「いやぁ、可愛いのはどう見てもあおちゃんだよ」

「可愛かわいっ──」

　途端にアタフタし始めたあおちゃんは、顔を真っ赤にして手を右往左往させる。

「わ、私はそういう意味で申し上げたのではありません！　何の前触れもなく、そのようなことを言うのはめっ、ですよ！　心臓に悪いですっ」

「なら、前もって言っておけばいいのかな？」

「もうっ、人の揚げ足を取らないでくださいっ」

　品行方正。文武両道。家事も完璧で、茶ちや目めっ気けもある。胸だって人によっては最高だ。

　惜しむらくは、大きく『ポリスマン』と書かれているシャツを着て、昼間のファミレスに来られるファッションセンスか。これさえなかったら、完全にときめいていたのに。

『──リア充爆発しろ、とはこういう時に言うのだろうね』

　……ん？　気のせいかな。なんだか凄すごく聞き覚えのある声が聞えたような。

「あっ、申し訳ありません。つい忘れてしまっていました」

　あおちゃんがテーブルの上に置いていたケータイをひっくり返す。ディスプレイが上を向き、『通話中』と『ミルキー・キティさん』の文字が目に入った。

『話は聞かせてもらったよ』

　ただでさえ面倒な状況なのに目白ちゃんめんどくさいこに話聞かれてたーっ!?

『おや。面倒臭い人に聞かれてしまった、と思ったかい？　おめでとう、大正解だ』

　バレてた！

「ななのさんに関かかわるご相談とのことでしたので、キキさんにも同席して頂きました」

　さらっと重大事項を事後報告するあおちゃん。

「うん、まぁ、そうだったんだろうけど……いつの間に電話番号を交換する関係に!?」

『キミとななのクンの仲を追及した翌日だったかな？　貧ひん乳にゆう押しの官能小説「巨乳が消えた日　～貧乳大勝利の七日間～」の間に連絡先を書いた紙を挟み、遠とお山やまクンの靴箱に入れておいた。すぐに連絡があったよ。小説はその日のうちに読み終えたらしい』

　目め白じろちゃんのカミングアウトに、今度はあおちゃんが目を白黒させた。

「キキさん！　そのことについては秘密にしておく約束ですよ！　しーっ、です！　それに、じっくりと読んではいませんよ!?　薄目でザッと読んだだけです！」

　テレビ電話でもないのに唇くちびるの前に指を立てるジェスチャーをしてから、大慌てで弁解してくるあおちゃん。

「分かってるよ」と俺おれは優しく微笑ほほえんだ。

「……ところで、Ａカップの双子女子大生の話はよかったよね」

「ええ、第三章ですね──あっ」

　相づちを打ってから、あおちゃんは口を押さえた。

『熟読していないと出来ない反応だったね』












　恥ずかしさの余り小さくなるあおちゃんに、目白ちゃんが意地悪く続ける。

『なに、気にすることはないさ。キミの前に、堂どう家けクンにも貸しているんだ。この場にいる全員が読了している名作だ』

　ウンウン、と頷うなずく俺。

「ま、ま、待って下さい！　あの本を……緋ひ色いろくんが読んでいたのですか？」

「うん。キキちゃんから借りて読んだよ」

「つ、つまり……そうなると、知らなかったとは言え、私は緋色クンといかがわしい小説を回し読みしていたことに……！　な、ななな、なんて、なんて不健全な関係……!!」

　段々とあおちゃんの顔色が真っ赤に変化し、目の焦点が合わなくなっていく。

『おや、思考回路がショートしてしまったようだね。……まぁ、いいか。そんなことより、話を続けようじゃないか』

「いや、そんな事って！　自分が元凶なのにひどっ！」

　あおちゃん、頭から湯気出てるのに！

『しかし堂家クン。キミもしぶとい男だね』

「しぶといって何の事？」

『ななのクンとの婚約の話さ。こうして遠山クンに助力を頼んでいるところを見るに……キミはまだ、彼女との婚約に踏ん切りがついていないのだろう？』

　まぁね、と俺おれは苦笑する。

「運命の赤い糸で結むすばれた人と結婚するのが、俺の小さい時からの夢だったからさ。だから、そう簡単に理想を諦あきらめたくないって言うか……」

『理想──初婚、及び童貞と処女で結婚するようなことかな？』

「うん。そんな感じ。一生をかけてたった一人の相手を愛するなんて素敵じゃない」

　やれやれ、と呆れ顔で首を横に振っている目め白じろちゃんが目に見えたような気がした。

『ロマンチストも大概にしたまえ。キミは夢を見すぎているよ。これだから童貞は……』

「分かってないなぁ──童貞だから、夢を見るのさ」

『いいこと言った雰囲気を出すな。チェリーボーイが』

「お二人とも！　公共の場では言葉を選んで話して下さいっ」

　ようやく落ち着きを取り戻したあおちゃんが、紙製のおしぼりで顔を冷やしながら、

「とにかく、です。依頼の件は承うけたまわりました。ななのさんに正しい道を歩んで頂き、なおかつ今の不健全な状態を終わらせるためでしたら、私は喜んで力をお貸しします」

「ありがとう。助かる……よ」

　……あれ。今、何かおかしくなかったか？

『ななのクンの爆乳が見られなくなるのは、少しばかり勿もつ体たいない気もするが……友人であるキミの頼みなら、状況によっては手を貸そうじゃないか』

「何をおっしゃっているのですか!?　一つ屋根の下で家族でもない男女が一緒に生活をする──いくら緋ひ色いろくんのお母さまが提案された方法と言えど、倫理的に問題があるのは明白です！　それと胸の話は関係ないでしょう!?」

「──ちょっと待って」

　いつものノリで話を脱線させつつある彼女達たちに、俺は訊たずねた。

「あおちゃんもキキちゃんも、花嫁修業が上手く行けば同棲が終わる方向で話を進めてるけど……どうして？」

「どうしてと訊かれましても……そのように結城ゆうきさんから伺うかがいましたので」

　直接話を聞いたあおちゃんが言い、次いで目白ちゃんが理屈で補足する。

『キミ達が同どう棲せいしている目的は花嫁修業──ななのクンに嫁の貰もらい手が出来るようにすることだ。目的が果たされれば、同棲を続ける必要はなくなる。単純明快じゃないか』

　考えてみれば当然だ。むしろ、今更驚いている自分にびっくりする。

　状況が最悪だっただけに、上手く行かなかった時の事ばかり考えていたが……もし万が一、ななのが花嫁修業に協力的、少なくとも表面上だけでも慎つつましやかな花嫁然とした技術を短期間で習得してくれた場合。

　その場合、同棲する意味はなくなって、俺とななのは晴れて元の赤の他人。

　つまり──花嫁修業をさせればさせるほど、俺とななのはより早く無関係になる。

　そして──花嫁修業をしなければしないほど、俺おれとななのは離れられない関係が続く。

　なんてあべこべなんだ。だが、よくできた仕組みでもある。これほど危機感を煽あおる関係もない。ご丁寧に、家事が得意な正義っ娘このあおちゃんまで巻き込んで、なぁなぁにさせない対策もしてある。さすがは自他共に認める天才が考えた計画。恐ろしい実母だ。

『しかし、家事の必要に迫らせるための同どう棲せいだというのに、この有様とはね。家事をしない人間と生活するのは、それなりにストレスを感じるものだと思うのだが』

「緋ひ色いろくんは、人のために家事をすることに慣れていらっしゃいますから」

　俺はある懸念を抱いた。

「ねぇ、二人とも」

　そんなつもりはない。全くない。しかしそれでも、嫌な予感が沸ふつ々ふつと湧わいてくる。

　急激に渇いた口を水で湿らせ、呑み干したグラスを置いた。氷が軽やかに鳴る。

「今の俺……ななのを早く追い出したがってるように見えたりしないかな」

　あおちゃんが答えようとして──目を見開いた。視線の先は俺ではない。後ろだ。

　振り向くより先に、顔の横に何かが現れる。バッグだ。それも俺が昔着ていたＴシャツを再利用して作ったエコバッグ──買い物に行く時にいつも使っているエコバッグだ。

「忘れモンだぜ」

　俺が座っているのはテーブル席の下座──通路に対して背を向けている。その為ため、店内の混雑具合は音で判断するしかなく、あおちゃん以外の客の顔を見るにはわざわざ首を後ろに向けるしかない。

　俺の視界で唯一見られるあおちゃんの表情が強こわ張ばっていく。

「アタシに隠れてコソコソ電話してると思ったら、こういうワケだったのか」

　振り返る。そこには、黒いサマーパーカーを着た人物が立っていた。目深に被かぶったフードの下には銀色の前髪と、緑色の瞳ひとみが見える。

「買い物行くって嘘うそついただけじゃなく、裏でコソコソ悪巧みか。三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えってか？」

　ななのは頭を覆おおっていたフードを取り払った。

「つけて……きたの？」

「おうよ。電話してる時から妙な反応してたし、夕飯買いに行くときにいつも持ってくエコバッグコイツも置きっ放しだ。キナ臭いったらありゃしねぇぜ。まぁ、そっちはチャリでこっちは歩きだ。途中で見失っちまって……ここに着いたのはついさっきだ」

　ななのは口の端を吊つり上あげた。

「殴る蹴けるだけがケンカじゃない──アンタが言ってたコトだ。ちょいとアタシらしくねぇやり口だったが……そっちの企たくらみを丸っと聞けたんだ。このケンカ、アタシの勝ちだぜ」

　ななのの喋しやべり方は、いつもよりもあっさりしていた。

　嘘うそをつき、隠れて作戦会議をしていた相手と話しているには、あまりにあっさりとし過ぎていた。

　その淡泊な態度が、俺おれを不安にさせる。

「……違う」

　主語も何もなく、否定していた。

「違うんだ。話を……俺の話を聞いてくれ」

　彼女の瞳ひとみはエメラルドのように美しく、冷たく、深い色をしていた。今までに見た事のない目だった。

「アンタはアタシを追い出したい。だから、アタシに花嫁修業を押し付けてる。それだけの話だ。訂正なんざ要らねぇだろが」

　ああ──やっぱりだ。早とちりしてる。何が丸っとだ。思い込みで、全然人の話を聞いてないじゃないか。ドジめ。こんな時に最悪のドジをしなくてもいいじゃないか。

「ななのさ──」

「やかましいぞ。アンタは口挟むんじゃねぇ」

　後ろめたさが勝ったのだろう、あおちゃんは言葉を飲み込んだ。目め白じろちゃんも黙っている。いくら目白ちゃんでも、茶々を入れられる空気じゃない。

「だがまぁ……不思議でもなんでもないよな。いきなり赤の他人のヤクザの娘に転がり込まれて、花嫁修業させなきゃ結婚だ──なんて脅おどされちゃあな。泣きっ面に蜂はちもいいトコだ。厄やつ介かい払ばらいしたい気持ちも分かるぜ」

　アタシだって願い下げだ、と肩を竦める。

「だから、違うよ。俺の話を聞いて」

　俺は腰を上げた。ななのは、さっきから俺の名前を呼んでくれない。

　ななのは微笑ほほえんでいるかのように、口の端を吊つり上あげた。

「今日の今日まで初めて会った日の流れで、ずるずるべったりと来ちまった。おかげでアタシも調子が狂ったままだった。ちょうどいい。ここらで一つ、ケジメつけとこうぜ」

「ケジメ……？」

　おうよ、と彼女は腕を組んだ。

「アタシ達たちは、親の都合を押し付けられただけだ。無理にかかわり合いになる義理はねぇ。親が勝手なら、こっちもお互たがい勝手にやろうじゃねぇか」

「どういう事？」

「お互いに無関心でいようってこった。アンタが好きな結婚絡みの言い方をすりゃ、家庭内別居ってヤツか。家庭内別居からの離婚なんざ、型どおりだと思わねぇか？」

　お互いに無関心。家庭内別居。同じ家にいるのに不干渉。

「それじゃ……まるで赤の他人だよ」

「赤の他人だろ」

　迷いも何もなく、彼女は断じた。

「アタシとアンタは血の繋つながりもなければ、惚ほれた腫はれたの間あいだ柄がらでも、ましてや親の再婚相手の連れ子でもねぇ。真っ赤な他人だ。いや、相手が緋色アンタだから緋ひ色いろの他人か？」

　笑えない冗談を言って、彼女は俺おれに背を向けた。

「そういうわけだ。これからは、アンタが何しようとアタシは気にしねぇよ」

　それから一呼吸置いて、

「……悪かったな。今まで好きでもねぇコトに付き合わせちまって。だが、もう安心しな」

　肩越しに、彼女の瞳ひとみが向けられる。

「二度と──アタシの道どう楽らくに付き合って貰もらおうとは思わねぇよ」

「────」

　俺は両手と両膝ひざを地につけた。

「ごめん！　裏でコソコソ企たくらんだりして！」

　彼女は見ていないかもしれない。それでも俺は額を床にこすりつけた。

「……ンなみっともないマネすんじゃねぇよ。人前だぞ」

　静かだ。周囲の話し声が止やみ、店内の視線が集まっているのを感じる。

「そんなの関係ない。俺が謝りたいんだ。嘘うそついた事も、黙って話を進めてた事も謝る。いくらでもぶちのめしてくれ。だから、お願いだから──」

「取り繕つくろおうとすんなよ。アンタの気持ちはよく分かった」

「分かってない。ななのは、分かってないんだよ……ッ！　違うんだ！」

　こみ上げる思いに声が震える。どうして、どうして、どうして。

「分かるわけねぇだろ」

　どうして──ここまで伝わらないんだ。

　俺に熱が帯び過ぎているのだろうか。彼女の声が酷ひどく冷え切って聞える。

「アンタは他人だ。アタシじゃねぇ。それもヘラヘラ笑ってご機嫌取りしてる裏で、こっちの寝首をかく隙すきをうかがってるような卑ひ怯きよう者ものだ。そんな野郎をどうやって信用しろってんだ。また騙だまされるに決まってら。もう二度と同じ手は食わねぇよ」

　じゃあな、と彼女の気配が離れていく。

「な、ななのさん！　待って下さい！　──緋色くん、どうか頭を上げて下さいっ」

　ななのを追うべきか、俺の土下座を止めさせるべきか、あおちゃんが懊おう悩のうしている。

『堂どう家けクン。土下座でもしているのなら、もう彼女はいないようだ。頭を上げたまえ』

　状況を察した目め白じろちゃんが言う。

　俺は顔を上げる事が出来なかった。

　生まれて初めて制裁を受ける為に土下座をした。

　嘘うそをつくのは悪い事で、ひっぱたかれなければならないのに、ななのは何もしなかった。

　何もされない事が、これ程辛い物だとは知らなかった。

　拒絶される事が、これ程苦しい事だとは知らなかった。

　ななのの瞳ひとみが、あれ程悲しく見えた事は初めてだった。

　怒りではない。俺おれの見間違いかもしれない。だけど、俺にはそう見えた。

　俺が彼女を傷つけて、彼女は離れていった。出会った時よりも遙か遠くに。




　ひたすら「送っていきます」と言っていたあおちゃんの申し出を断り、俺は一人で家路を歩いていた。自転車は手で押している。地に足をつけていないと心こころ許もとなかった。

　最初からそうだったのかもしれない。いずれは来る事、だったのかもしれない。

　拭ぬぐいきれない不信感が確信に変わった。そういう事なのかもしれない。

　あの日──初めて会ったその日に、俺は嘘をついた。

　それから俺はずっと嘘つきで、ななのの大嫌いな卑ひ怯きよう者ものだ。

　ななのが一いつ匹ぴき狼おおかみなら、さしずめ俺はオオカミ少年だ。

　嘘をつき、嘘をつくから信用されない。話も聞いて貰もらえない。

　自業自得。口は災いの元とは言い得て妙だ。痛感した。

　歩いていると、隣となりに一台の車が停とまった。フルスモークのウィンドウが開く。

「──こんな所で奇遇ですね、お坊ちゃん」

　車内にいた結城ゆうきさんは、二週間前と同じように微笑ほほえんでいた。







　結城さんの提案で、俺達たちは近所の映画館（目め白じろちゃんと話した喫茶店があるシネコンだ）に向かった。運転をしているのは、結城さんの部下らしい黒いスーツの男性だ。

「……家庭内別居ですか。それはまた煩わしい事になりましたね」

　移動の車中で経けい緯いを説明すると、結城さんは困ったような笑みを見せた。

「すいません。順調に花嫁修業をしてるなんて嘘をついて……」

「誤ご魔ま化かしたくなるお気持ちはよく分かります。お気になさらないでください」

　申し訳なさで小さくなっていると、結城さんが優しく肩を撫なでてくれた。

「つい先日まで、お坊ちゃんは極道わたくしどもと何のかかわり合いもなかったのです。お坊ちゃんと同じ歳としで同じ立場だったら、私も同じように嘘をつきますよ」

　結城さんも間違いなく元凶の一いつ端ぱしを担っている事は分かっている。それでも、落ち込んだ時に慈しむような態度を取られると心に染み渡る。雨の降りしきる中、ヤンキーが捨て猫を拾う瞬間を見てしまった気分だ。これが渡と世せい術じゆつというものか。

　通い慣れた映画館に着くと、結城さんはチケットカウンターへと向かった。残された俺は、上映している映画のポスターを眺ながめて待つ。

「お待たせしました。映画は久しぶりで、つい買い過ぎてしまいました」

　言葉の通り、結城ゆうきさんは本当に色々買っていた。トレイの上には飲食物が所狭しと置いてある。腋わきに挟んでいるのはパンフレットだ。

「観みる物は私の趣味で選んでしまいましたが、よろしいですか？」

「大丈夫です。──そう言えば、どうして映画館に来たんですか？」

「映画館は席が近くて、一度映画が始まれば映像と暗がりと音楽で他人の様子は窺うかがえません。内緒話にはうってつけなんですよ」

　目的のスクリーンへと移動する。上映してるのは、『チュパカブラ対蘇よみがえった新しん撰せん組ぐみ　～京都狂乱春はる爛らん漫まん～』。確実にＢ級だ。結城さんの趣味はちょっと変わっていた。

「くだらなそうでしょう？　こういうのがいいんですよ。見終わって、『金返せ！』と怒鳴るまでが映画なんです」

　地雷臭がプンプンするタイトルのせいか、場内は貸し切り状態だった。最後列の中央に座り、「お付き合い願えますか？」とビールを掲げる結城さんと乾盃する。俺おれはコーラだ。紙コップなので音は出ない。

　結城さんは美う味まそうにビールを飲み、長く深い息を吐つきながら座席にもたれかかった。

「お疲れですね」

「カタギの方々に比べたら楽なものです。ただ、最近は加減を知らない新参者が幅を効かせたり、海外から稼ぎに来る輩やからも多くなりましてね。困ったものです」

　大人の疲れた笑みすら絵になる結城さんは、長い指先でポップコーンを摘つまんだ。ピアニストみたいな指だ。優雅な感じがする。と言っても、ピアニストに会った事はないけど。

「黒鉄くろがね組ぐみは戦前からの……まぁ、簡単に言えば老舗しにせでして。歴史もあれば人ツ脈テもあるので、何かと厄介事を任される事が多くて──ああ、失礼。つまらない話をしてしまいました」

　本題に入りましょう、と口に放り込んだポップコーンをビールで流し込む。

「わざわざお坊ちゃんをお呼びだてしたのは他でもありません。お嬢についてです。一度、お坊ちゃんにはお話ししておいた方がいいと思いまして」

　結城さんは真っ黒なスクリーンを眺めた。いつの間にか、脚を組むのを止やめている。

「自分がヤクザの娘だとお嬢が知ったのは九歳の時──お母さまがご病気で亡くなられた時でした。それまでは、組とは何の関かかわりもない土地で、ごく普通の女の子として暮らしていました」

　思いがけない切り出しに、俺はコーラを飲むタイミングを失った。

「お坊ちゃんもご存じだと思いますが、ああ見えてお嬢は素直です。自分は会社員だと親父が言えば、疑いもせずに信じます」

「って事は、ななのを騙だまして──嘘うそをついてたんですか？」

　結城ゆうきさんは頷うなずいて、不ま味ずそうにビールをすすった。さっきとは正反対だ。

「親父も奥さまも、お嬢を極道の世界にかかわらせるつもりがありませんでした。分別の付く年頃になるまでは、たとえ嘘うそをついてでも、何も知らせずにおこうとしたんです」

「ななのの為ためを思っての嘘、だったんですね」

「ええ。ですが、それはあくまでも親の都合……お嬢からすれば、青せい天てんの霹へき靂れきもいい所でしょう。ただでさえ母親を亡くした直後で、しかも『お天道さまに顔向けできないような真ま似ねはするな』と厳しく躾しつけていた親父本人が大嘘をついていたんですから」

　ななのが厳しく躾けられていた事は、なんとなく予想がついていた。スレた言動の合間に見られる徹底した礼儀作法。お天道さまに顔向けできないような真似はしたくない、という清すが々すがしい性根。どちらも一朝一夕で身につくようなものではない。

　なんて皮ひ肉にくだ。彼女の嫌いな父親の教えが、しっかりと彼女の中に根付き、言動の中枢を担っているなんて。

　親の教えを守っている点だけ見れば、俺おれと同じなのに……正反対だ。

「お嬢は知ってしまったんですよ。たとえ自分を思ってくれた善意の嘘であっても、まかり間違えば自分の世界を壊してしまうかもしれない事を知ってしまったんです。──そして同時に、人は家族でさえ欺あざむく事が出来る事も」

　血が繋つながっていても所しよ詮せんは他人。自分でないから、信用できない。

　ななのは、二度と欺かれたくないと思ったのだろう。

　もう二度と、自分の世界が壊されたくないと思ったのだろう。

　その願いは、幼い彼女にとっては祈りに近い物だったのかもしれない。

　どうしようもなく素直な彼女が一いつ匹ぴき狼おおかみになるには、十分過ぎる程の理由だ。

「ちゃんと理由を言えば、分かってくれたんじゃないですか」

「理由はどうであれ、お嬢を騙だましていた事に変わりはありません」

　嘘はいけない事ですからね、と結城さん。そうだった。嘘に綺き麗れいも汚いもない。

「嘘をつくなと言った口で嘘をついた挙げ句、『全すべてはお前の為だった、許せ』──なんて、組長おやじには口が裂けても言えませんでした。そこまで言ってしまったら、勝手と言うより横暴でしょう。事の起こりは自分の家業にあるのですから、尚のことです」

　確かに……ななのの中に組長さんの教えが息づいているというのなら、組長さん自身もスジを通さなければ気が済まないはずだ。

「生まれてからずっと実の娘を騙してた父親として、お天道さまに顔向けできない事をしていた人間として、組長おやじは一切の言い訳をしませんでした。全てを飲み込んで頭を下げる。お嬢の怒りも悲しみも、全て受け入れる。それが組長おやじのケジメでした」

　紙コップを置き、結城さんは濡ぬれた手を丁寧にハンカチで拭ぬぐった。

「今でも思い出します。奥さまが荼だ毘びに付された日……部屋の片隅で骨箱を抱いて泣き崩れるお嬢に、親父が両手をついて謝っていた姿を」

　その光景を思い返すように、結城ゆうきさんは目を細める。

「……時々、こう考える事もあるんです。あの時、私共が恥も外聞もなく、たとえ情けないと蔑さげすまれても、一から順序立てて説明していれば……別のやり方でケジメをとっていれば、お嬢がここまでやさぐれる事はなかったかもしれない、と」

　当時を知らない俺おれには、どう答えればいいのか分からなかった。

　言えるのは──恥も外聞もなく公衆の面前で土下座をしても、今の彼女は相手の話を聞いてくれない、という事実。

「不良になる前……ななのって、どんな娘こだったんですか？」

　ふと、気付いたらそんな事を訊ねていた。

「それでしたら、ちょうどいい物を持ってきています」

　結城さんは洒落たビジネスバッグから一冊のアルバムを取り出した。

「おぉ……！」

　手渡されたアルバムを開いた途端、俺は感嘆の息を漏らしていた。

　几き帳ちよう面めんにまとめられた写真の数々。そのどれもに、天使のように可愛かわいらしい銀髪翠すい眼がんの幼女の姿が映っている。目つきは年相応で険がないけど……この髪と瞳ひとみの色は、

「ななの、ですか？」

「可愛いものでしょう？」

「はい──って、え？　どうしてアルバムを？」

　うっかり流されるところだった。

「そろそろお嬢の横暴に耐えられなくなるだろうから、お坊ちゃんにお嬢の人となりを知ってもらえるように──と、親父から言付かりまして」

　結城さんは、説明するのが難しいという風に苦笑した。

「なんと言いますか、あれで組長おやじは親バカなんですよ。変な輩に絡まれた時の護身用にプロレス技を仕込んだり……夕方の六時までに帰ってこないと玄関先をうろついたり。組長おやじの髪がなくなった原因は、お嬢に対する心労と言っても言いすぎではないでしょうね」

「……なるほど」

　人となりを分かって貰もらう為ためにアルバムか。やっぱり親子だな。コスプレするキャラの人となりを理解させようと、片っ端から資料を詰め込んできたななのにそっくりだ。寝っ転がってお絵かきをしているななの。ビニールプールで水鉄砲を構えるななの。小難しい顔でクイズの本を読んでいるななの。食い入るようにアニメを観みているななの。雪だるまを作っているななの。浴衣ゆかたにリンゴ飴あめをくっつけて泣きべそをかいているななの。表情豊かな百面相の一つ一つに、今の彼女に通じる面影のようなものが残っている。

　俺はページをめくり──手を止めた。

「この写真……」

　そこには、何かのアニメの変身コスチュームに身を包み、髪の毛がフサフサの（！）組長さんに蹴けりを入れているななのが写っていた。眉まゆはキリリとつり上がっていて、目つきは幼女ながらも不良娘の片へん鱗りんを見せている。

「ああ、それですか。確か、親父がお嬢のオモチャを壊した直後に撮られたものですね。電池交換に失敗して──そうそう。この、お嬢の足元にあるのがそうです」

　どこをどうすれば、電池交換でスティック状の武器が真っ二つになるんだ？

「小さい時のお嬢は、こういう変身ごっこが大好きだったんです。確か他にもあったはずですよ。あとは……小学校の学芸会の時なんかいいですね。見事なシンデレラでした」

　隣となりから結城ゆうきさんの腕が伸び、ページをめくった。

「ああ、あった。──どうです？　魔法をかけられる前と後では、表情が別人でしょう。お嬢はこれで主演女優賞を受賞しましてね。賞状は今でも組長おやじが大切に保管していますよ」

　本当だ。薄汚れたワンピース姿の時は弱々しいのに、ドレスを着た場面では明るい笑顔を浮かべている。主演女優賞も納得の演技力だ。

「こんなに小っちゃい頃から、ななのは形から入るタイプだったんですね……」

「形から入るタイプ、ですか。確かにそうでしょうね」

　結城さんの声がいやに耳元で聞え、俺おれはアルバムから顔を上げ──近ッ！　ギョッとする程近くに、端正な顔立ちが！　でも男だ！

「私はですね……お坊ちゃん。時々思うのですよ」

　脇目も振らずに見つめてくる結城さんの声は、妙に吐と息いきがかっていた。

「お嬢は他人に欺あざむかれないよう──詩的な言い方をすれば、心に鍵かぎを掛けました。ですが、幼い頃からお嬢を知っている私の目には、こうも映るのです」

「こう、とは……？」

「一匹狼な不良の格好をつけている。外を歩けばケンカを売られ、家の中には黒鉄組わたしどもがいます。家の中も外も信用できない他人だらけ……ならばいっその事、上辺を取り繕つくろってしまった方が安全だとは思いませんか？　すぐに暴力を振るうじゃじゃ馬に、わざわざちょっかいを出す物好きもいないでしょう？」

「そういう考え方も……あります、ね」

　とりあえず、今はそんな事よりも結城さんの近さが気になってしょうがない。ホントに至近距離だ。照明が抑えられている中で、しかもほぼ貸し切りの空間で、真っ正面から熱視線を向けられるのは……なんかもう、勘弁して欲しい。

「えっと……結城さんは、ななのを小さい時から知ってるんですか？」

　嫌な汗をかき始めたので、距離を取りつつ話題を変える。

「ええ。この通り、見た目が極道らしくありませんからね。親父が勤める会社の部下、という事で度々お邪魔していました。『タツヒコお兄ちゃん』なんて呼ばれていましたよ」

「凄すごいじゃないですか。想像しただけでロリコン一直線になりそうだなぁ」

「それはないですね。私は女性に興味がありませんので」

「なら、しょうがないですね」

　…………。

　ｅえ。

　危険を感じて立ち上がりかけたところで──手首がガシッと掴つかまれた。ファッ!?

「そろそろ映画が始まる時間ですよ？　どちらに行かれるのですか？」

　恐るべき握力で俺おれを拘束した結城ゆうきさんは、どこまでも優しい笑みを浮かべている。

　違うと信じたい。俺を暗がりの中に誘い込んだ事に、他意はないと信じたい。信じたいのに涙が出てくる。あり得ない。あり得るはずがない。生まれてからモテ期が一回もなかったんだ。こんないい男の守備範囲に、俺みたいな腑ふ抜ぬけ面が入れるわけがない。

「いいお話を伺うかがったので、一秒でも早くななのと仲直りしようと思いまして……」

「ああ、そういう事ですか」

　涙ながらに中座の理由を絞り出すと、結城さんは手を離してくれた。

「でしたら、残念ですが映画はまたの機会に致しましょう。今日は一人寂しく鑑賞する事にしましょう。──そのアルバムは差し上げます。記念にお持ち帰りください」

　焼き増しは済んでいますので、との事なのでありがたく貰もらっておく事にした。

「お坊ちゃん」

　お礼もそこそこに立ち去りかけた俺を、結城さんが呼び止めた。

　結城さんは真剣な面持ちで頭を垂たれた。

「……お嬢を、よろしくお願い致します」

　ここで「はい喜んで」と答えられれば決まるんだろうが、今の俺にそんな格好良い事を言う資格はないと思った。だから、代わりにこう答える。

「よろしく出来るかどうかは、正直分かりません」

　でも、とアルバムを持つ手に力を込める。

「簡単に女の子の笑顔を諦あきらめる程、男に手を抜いてはいないつもりです」

「泥臭いお返事ですね」

　俺の言葉に、結城さんはとても嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「やはりお坊ちゃんは素敵です。次はもっとゆっくりお話ししたいですね。たとえばサウナで汗を流しな──」

　結城さんに話を聞かせてくれた礼を言い、場内が闇やみに包まれるよりも早く、俺は一目散にスクリーンを後にした。全力だった。そっち方面のハッテンは望んでいなかった。







　俺おれが自宅の前に立ったのは、夜の十時を少し過ぎた頃だった。

　カーテン越しに和室の明かりがついているのが確認できる。ななのは帰ってきている。

　数歩下がり、見慣れたはずの我が家を眺ながめる。

　自分の家が、こんなに余所余所しく感じるのは初めてだ。他の人には全く変わらないように見えるだろうが、そう思えてしまうのだからどうしようもない。

　俺は紙袋を持つ手を変えた。汗ばんだ手のひらをズボンにこすりつける。

　時間と資金をやり繰りして、必要な物は全すべて揃えた。準備は万端。

　あとは、やるだけだ。

　酷ひどく緊張した手でドアを開ける。

「……ただいま」

　誰も声を返してくれない帰宅の挨あい拶さつを口にして、ななのの部屋である和室の前に立った。

「ななの」

　返事はない。それでも続ける。

「話したい事があるんだ。お願いだから、少し時間をくれないかな。頼むよ」

　見られていないのは分かっている。それでも、深く頭を下げた。

　部屋の中からは、物音一つしない。身動ぎもせず、俺が立ち去るのを待っているのか。

　想定の範囲内だ。ななのか、俺の腰か。どちらが先に痺れを切らすか、根比べと行こう。

　と、九十度の姿勢を保っている俺の耳に、水の流れる音が届いた。

　音の出所は廊下の奥。風呂の音ではない。キッチンで洗い物をしている音でもない。

　この音は……トイレの流れる音だ。

　垂直になった視界の先で、トイレのドアがゆっくりと開かれる。

「…………」

　濡れた手をハンドタオルで拭ぬぐっているななのは、硬い表情ながら鎖骨辺りまで肌はだを紅潮させていた。

　リビングから、壁掛け時計の時を刻む音が聞えてくる。気まずい。

　俺は真剣そのもので無人の部屋に語りかけていて、ななのはななのでトイレにいた。さぞかし反応に困った事だろう。

「……なんかごめん」

　自然と謝ってしまった。

「どけよ。アンタがそこに突っ立ってたら入れねぇ」

　ななのはアゴで俺をしゃくった。俺は和室の戸に背中を向けた。少々予定が狂ってしまったが、ここで引くわけにはいかない。

「どかない」

「話しかけんな。お互たがいに不干渉だって言ったろ」

　ななのが凄すごみを聞かせてくる。オオカミが牙を剥いている。

　だが、覚悟はとうに決めてきた。

「不干渉？　……何を今更」

　俺おれの言葉に、ななのの眉まゆが寄った。

「ンだと？」

「何を今更、って言ったんだ。俺はななのの事を何も知らない。俺達たちの間にあったのは、ブリラグだけだ。ブリラグしか知らない。ななのの誕生日も知らないのに、ひかりちゃんの誕生日が四月二六日なのは知ってるんだ。ひかりちゃんだけじゃない。マリちゃん・レイラちゃん・のりりん……誕生日どころか好きな物も得意教科も分かってるッ」

　最初は冷静に話を進めるつもりだった。だが何な故ぜか、話している内にどんどん語気が強くなっていく。釘くぎ付づけになった視線に耐えられなくなったのか。それとも……。

「ななのだけだ！　俺が知らないのは！　こんなのとっくに不干渉だろ!?」

「なッ──ンだってんだ！　出し抜けにデカい声出しやがって！」

　感情の爆発に面食らったのか、ななのがすぐに噛み付いてくる。

「分かんないよ！　俺だって分かんないけど、無性に頭に来てるんだ!!　こんなのッ、こんなの全然同どう棲せいじゃない！　同棲って言うのは、もっと素敵で幸せでちょっぴりエッチなはずなんだよ！　俺の知ってるギャルゲーもラブコメマンガもそうだっんだ!!」

「何言い出すかと思えば、とんだ世迷い言じゃねぇか！　アンタの妄想なんざ知ったコトかよ！　ンなモンにアタシを巻き込むな！」

「妄想を甘く見るなよ！　思春期男子から妄想を取り上げたら、将来に対する漠然とした不安しか残らないんだ！　妄想は心の栄養剤なんだよ!!　分かる!?」

「他人のコトなんざ分かりたくもねぇよ！　これ以上嘘うそつき野郎の話も聞きたかねぇ！　さっさとアタシの前から消えろ!!　消えなきゃ、アタシが追い出すぞ！」

「こ、この……分からず屋め！」

　俺は紙袋に手を突っ込み、結城ゆうきさんから貰もらったアルバムを取り出した。鼻息荒く、適当なページを開いて、彼女に突きつける。

「こ、この写真──」

「結城さんから貰ったんだ！　ななのが親父さんに嘘つかれた事も聞いた！」

　俊敏な動きでアルバムを奪い、表紙を曲げるくらいの力で抱きしめるななの。

「ひ、卑ひ怯きよう者もの！　人の過去まで根掘り葉掘りしやがって……それを聞いたからどうだってんだよ！」

「こうなるんだよ！」

　俺は紙袋を足元に置き、勢いよくズボンのベルトを外して投げ捨てた。

「いッ!?　い、いきなり、アンタ何して──」

　慌てふためくななのを無視し、俺おれは社会の窓を全開にする。

「──俺はななのの父親じゃない。親としてのメンツもケジメも全くない」

「ワ、ワケ分かんないコト抜かしてんじゃねぇ！　い、いい一体全体何考えてやがんだ！」

　両目をひっしと閉じて、ななのは声を詰まらせた。

「ななのの言う通り、俺は嘘うそつきだ。陰で策略も練ったりする。それは、上辺を取り繕つくろおうとしてたからだ。格好をつけようとした結果なんだ。言ってみれば、俺なりの面子メンツを守ろうとしていたんだよ。そのせいで、ななのは決定的に耳を貸してくれなくなった」

　ズボンが床にパサリと落ち、その衣擦れの音にななのが身体からだを縮ませた。

「だから──俺は格好をつけるのをやめるのさ」

「だから、素っ裸になるってのか？　格好の意味が違うだろ!!」

「素っ裸？　……いやいや、違う！」

　ななのの勘違いを、俺は急いで否定する。

「俺が言ってるのは心の話！　物理的に全裸になるつもりはさらさらないよ！　いきなり全裸になるだなんて、変態じゃないんだから！」

「ヘンタイだろが！　ま、まぁ……裸じゃねぇんならいいけどよ」

　そうしてななのは薄目を開けて──改めて叫んだ。

「やっぱりヘンタイじゃねぇか!!」

　ななのの前に仁王立ちする俺は、マーメイドダイヤモンドの衣装（第一シーズン）に身を包んでいた。形状は限りなくスクール水着に近いので密着感が抜群。おまけに中古だ。

「ヘンタイなんかじゃないよ！　確かに股間がピッチピチだけど、断じてヘンタイじゃない！　もっと、しっかり見てよ！」

「見てられるか、バカぁ!!」

　イヤイヤと頭を振って、ななのは涙目で後じさる。

　なんだよ、このリアクション……ホントに変質者みたいじゃないか。

　一体なんで……ああ、そうか！

「ごめんごめん。うっかりしてた！　ちょっと待っててねー」

　俺は紙袋の中を漁あさり、事前に髪型をセットしておいたウィッグを頭に被かぶった。よし！

「ジュエル・チェインジ!!」

　変身バンクはアニメの華はな。掛け声は大事なのだ。

　目一杯の裏声で叫び、ななのにみっちり仕込まれた変身バンクを再現する。

「輝き満ちる、ひとひらの愛！　マーメイドダイヤモンド、ただいま参上!!」（裏声）

　ここでやっとななのは冷静になって、俺の姿をじっくりと見た。

「そ、そうか。確かに、コレはダイヤモンドの……いや、でも、ええ？　何でだ？」

　フラフラと後ろによろめく彼女。

「何で、いきなりこんな格好で……？　？　？」

　未知の地球生命体を目の当たりにしたような顔をする彼女に、俺おれは言ってのける。

「コスプレは愛いとしいキャラクターひととの合体！」

　ならばッ、と自分の胸を叩たたいた。

「今の俺は、マーメイドダイヤモンドと一心同体真っ最中！」

「ハァ!?」

「そして、ななのはこうも言ってた──ひかりちゃんが月なら俺はミジンコ！」

　握り拳こぶしを固めて熱弁する。

「たとえ合体しても、所しよ詮せんはミジンコ！　月の雄大さに霞かすむ！　つまり理論上、ななのの目の前にいるのは、ほぼひかりちゃんで間違いない！」

「な、なちるほど──って、ンなワケあるか！」

　納得しかけてから、ななのは即座に首を横に振った。

「舐なめてんじゃねぇぞ！　な、なんだってこんなべらぼうやらかしやがるんだ!?」

「これが俺の覚悟なんだよ！　全部取っ払った裸の覚悟だ!!」

　今度こそ、本当の意味で恥も外聞もない。取り繕つくろおうとも思わない。

　純粋に形なり振ふり構わない事を決断した結果が、これだった。

「ななのは俺と無関係になろうって言うから、ななのが無関係になれない存在になったんだ！　俺がひかりちゃんになれば、ななのは話を聞いてくれるでしょ!?　つまり、そういう事さ！　別居なんてさせないぞ!!」

「そういう事もへったくれもねぇよ！」

　怒りの形相で、ななのが胸ぐらを掴つかんでくる。

「アタシ目の前でひかりちゃんを汚すつもりなのか！　どんだけバカにしてぇんだよ!?」

「馬鹿になんかしてない！」

　負けじと叫び返す。

「俺はただ！　ななのの誤解を解いて、二人で楽しく暮したいだけだ!!」

「たったそれだけの理由で、ここまでやれるもんか！　絶対騙だまされねぇぞ！」

「いいや、できる！」

　俺は彼女の肩を掴み、

「俺はッ！　馬鹿だ!!」

「────」

　まるで雷に打たれたように、彼女は呆然と口を開いた。

「いい加減理解してよ！　俺は馬鹿でスケベなんだ！　俺が考えてたのは結婚の事だけで、ななのを早く追い出そうなんて考えてなかった！　ぶっちゃけると、そこまで頭が回らなかったんだ！　馬鹿だから！」

　我ながら、結婚に対して猪ちよ突とつ猛もう進しん過ぎた。将来が不安になる。

「ななのの趣味だって、乏しめるつもりはサラサラない！　ななのが楽しそうにコスプレをしているところが見られるなら、例たとえ火の中スク水の中！　こんな感じで！」

　ガーターベルトを引っ張ってパチンと鳴らす。

　剥き出しの思いを、遮二無二ぶつける。

　一いつ匹ぴき狼おおかみの格好をつける彼女に立ち向かうには、裸一貫で臨むしかない。俺おれに隠す物は何もない。精神的にフルチンだ。玉砕上等。ごり押し結構。そうでなければ伝わらない。

「俺はエロいんだ！　そんな俺が、ななのみたいに可愛かわいい女の子を追いだしたがってる!?　そんな馬鹿な事があるか！　馬鹿なのは俺だけで十分だよ!!」

「可愛いっ──くなんか、ねぇよ。アタシは珍しいだけだ」

　ほんのり頬ほおを染めて顔を逸そらす。

「そういうとこが可愛いんだよ！　ななのは可愛い！」

「なっ…………！」

　火が付いたみたいに真っ赤になって、視線をウロウロさせる。

「う、そだ！　可愛いっていうのは、ひかりちゃんみてぇな──いや、アンタじゃねぇぞ!?」

「分かってるって！　って言うか、もう面倒くさいよ！　可愛い可愛い可愛い!!　ななのは可愛いんだ！　ななのが楽しそうにしてたら俺だって嬉うれしくなるし、悲しくしてたら全力で励ましたくなる！」

　ここで息をついて、声を落ち着かせた。

「だから──俺が傷つけたのなら、どんな手を使っても償ってみせる」

「うぅう……」

　しどろもどろになって、ななのは頭を掻きむしる。

「な、なんなんだよ……そんな、アタシがその……可愛い、ってだけで、そこまで必死になるなんて……ワケ分かんねぇ……」

「ななのの言う通り、他人の考えてる事を全部把握するなんてできっこない。たとえそれが血の繋つながった家族でも、何一つ隠し事をしないで生活するのは難しいと思う」

　かく言う俺自身、部屋の至る所に参考資料を隠して、母さんと妹に見つからないように心を砕いてきた。それに……まぁ、他に隠してる気持ちもある。

「誰だって、色んな顔があるんだ。人に見せられないような部分もあれば、自慢したくてしょうがない部分もある。人前に出れば愛想笑いもするし、隠れた所で陰口も叩たたく。それが人間って生き物なんだよ、多分」

　自分を肯定するつもりはない。だが、そうなのだと思う。

「でも……いや、だからかな。家族とは楽しく暮くらしたい、って思うんじゃないかな」

　ななのは一呼吸置いて訊ねてきた。

「……どういう意味だ？」

「お互たがいを信用しないでギスギスしたまま、同じ家に住んでみなよ。そんな所、帰りたくないでしょ？　家に帰れないんだったら、一体どこに帰ればいいのさ」

　俺おれはななののいるこの家に帰ってきたい、そう続ける。

「俺達たちは親の都合で同棲させられて、一緒に住まわされた。同じ家に住んでる、ってだけの関係なんだ。無理矢理親の仕立てた服を着させられたみたいなもんだよ。中身が──俺達の気持ちが伴ってない。上辺だけだったんだ」

　ななのは和食が好きで、お風呂は熱いのが好き。そんなデータじゃ意味が無いんだ。

「コスプレと同じだよ。中身と外見にズレがあったら駄目なんだ」

　格好に相応しくなろうとする気持ち。気持ちに答える格好。

　必要なのはそこなんだ。

　好きなキャラクターの格好コスチユームで、キャラクターに相応しい格好ポーズをとる。

　そんな外見に見合うように、自分のモチベーションを高めていく。

　それがコスプレというもので、本当の意味で形から入るという事だ。

「この二週間……コスプレで仲良くなれる気がしたけど、それは勘違いだった。アニメばっかりに時間を割いて、二人で暮らしてる自覚が全然なかったんだよ」

　俺は廊下に置いてある彼女の荷物を見た。

「……アルバムを見て思ったんだ。俺はななのを全然知らない。それでも、俺が知ってるななののありったけを込めて、ここにいる」

　そのありったけがアニメ頼みというのが情けないところだ。

「──流されるのは止やめにしようよ」

　俺はウィッグを外した。

「俺は、ななのと暮らしたい。不可抗力だからじゃない。自分の意志で、ななのと楽しく暮らしたいんだ。花嫁修業が嫌ならしなくてもいい。一枚目の婚こん姻いん届は諦あきららめる。ななのが納得するまでコスプレも手伝うし、申し訳ないけどセクハラもする。でも、きちんとお仕置きは受ける。だから……俺と一緒に暮らして欲しいんだ」

　どんな時でも明るく・やらしく・たくましく。それが俺のモットー。

　人からしたら、ろくでもない矜恃と掃いて捨てられるだろうが、俺にとってはかけがえのない真実。その真実を曲げる事は、誰にも出来ない。何な故ぜなら、俺と他人は違うからだ。

「楽しく暮そう。楽に生活するんじゃないよ？　家事をどっちかに押し付けたりするんじゃなくて、二人でちゃんと暮らしてみよう」

　他の誰も関係ない。俺達の意志で、ちゃんと。

「俺おれ達たちは赤の他人だ。夫婦じゃない。兄弟でもない。愛し合ってすらいない。そりゃそうだよ。結婚したくないから、こんなに話がこじれてるんだ。どうしたって、家族にはなれっこないんだよ」

　だけど、と俺は紙袋に入れていた小さな袋を取りだした。

「二人でちゃんと暮くらしてみれば、家族のコスプレくらいは出来るかもしれない」

　全すべては真ま似ね事ごとだ。

　だが真似事でも、二人の気持ちが伴えば、きっと楽しく暮らせるはず。

　まるで、家族みたいに。

　俺は袋から銀色の鍵かぎを取り出して、彼女に差し出した。

「……何の鍵だ？」

「この家の鍵。作ってきたんだ」

　合い鍵を渡す。それは同どう棲せいの定番中の定番にして、記念すべき最初の一歩。

　こんな初歩的な事を忘れていたあたり、本当に流されていたと思う。

「受け取ってくれる？」

「…………」

　ななのは鍵と俺の顔を交互に見やり、二の足を踏むかのように唇くちびるを動かし、それからようやく、声を出した。

「緋ひ色いろ」

「うん」

「アタシは嘘うそが嫌いだ」

「うん」

「騙だまされるのも嫌いだ」

「うん」

「コソコソしたり隠し事をするのも向いてない」

「分かってる」

「認めたくねぇが……抜けてる方だと思う」

「察しはついてた」

「そんでもって緋色は──」

　一呼吸置いて、彼女はテンポ良く、

「嘘つきで、ちゃらんぽらんで、すっとこどっこいの唐とう変へん木ぼくで、ヘンタイで、軽くて、ヘンタイで、ヘンタイな、ヘンタイだ」

「ヘンタイ多くない？」

「自分の格好、鏡で見てみろ」

「ごめん。それくらいの比率で合ってる」

「でも、な」

　彼女が、俺おれの手から鍵かぎを取り上げた。

「ここまで恥も外聞も取っ払った緋ひ色いろだから……こんな気持ちになってるんだと思う」

　頬ほおを赤らめて、彼女は鍵を握った手の小指をちょこんと立てた。

「指切り」

　証しよう文もんの代わりだ、とちょっと目を赤くした彼女は言う。

「さっき言ったコト、忘れないって約束してくれ。約束してくれるんなら……」

　軽く視線を逸そらし、口ごもるように続けた。

「もっとちゃんと……緋色と一緒に暮くらしてみる」

　断る理由なんかあるわけない。

　俺は喜んで、彼女と指を絡めた。

　それから彼女は、聞き慣れたリズムでお定まりの文句を歌い出す。

「ゆーびきーりげーんまーん、うーそつーいたら──指詰めろ。ゆーびきった！」

　全然聞き慣れた歌詞じゃなかった！

「途中で明らかにドス効かせたよね？　しかも指切った上に指詰めるの!?」

「こまかいコトは気にすんな！」

　フン、と彼女は鼻を鳴らした。

「緋色」

「ん？」

「さっきは色々言って、悪かったな」

　彼女は上目遣いに俺を見上げ、はにかむようにして微笑ほほえんだ。

「……これから、よろしくな」







　こうして──俺とななのは、二週間もの時間を浪費してからやっと、二人で生活していく事を決めたのだった。

「あ。それはそれとして、嘘うそついたお仕置きはしておかねぇとな」

「え？　今、ちょっと良い雰囲気だったのに!?」

「あと──よくも勝手にひかりちゃんと合体してくれたな！　アタシのひかりちゃんを汚すんじゃねぇよ!!」

「ぎゃーッ！　すいませんでした!!」

　うーん……家の鍵は渡せても、心の鍵を開けるのには、もう少し時間がかかるかな。






　エピローグ












「なんで観みちまったんだよ！」

「だって、二期が始まったら気になるじゃん！」

「緋ひ色いろはまだ一期を観み終おわわってねぇだろが！　物事には順序、ってモンがあるのを知らねぇのか!?」

　慌ただしく登校の準備をしながら、俺おれ達たちはやんややんやと言い合っていた。

　議題は、先日放送を開始した『ブリリアント・ラグーン』二期について。その録画していた二期を、俺がこっそり観てしまった事をななのは怒っているのだ。

　二人分の食器を洗い、俺は手をタオルで拭ぬぐった。

「緋色」

　テーブルに頬ほお杖づえをついて、ななのは言った。

「花嫁修業だけどよ──たまにならやってみてもいいぜ」

「ぅえ？」

「後々一人暮ぐらしする時の予行練習だと思えば、時々手伝うのも悪かねぇ。それに、こっちは緋ひ色いろにコスプレ手伝って貰もらってんだ。バツイチ回避くらいしてやった方が、別れる時に後腐れねぇだろ？　これでおあいこだ」

「そりゃ、こっちは願ったり叶かなったりだけど……」

「ただし、ハゲ親父おやじやタツには教えるなよ？　大げさに捕らえられて、この生活が終わっちゃ元も子もねぇからな」

「分かった。限界ギリギリまで引き延ばそう」

　二人揃そろって玄関を出る。すると、俺おれが鍵かぎを取り出すより先に、ななのが玄関を施錠する。

　彼女の手の中にあるのは、もちろん俺達たちの住む家の鍵。ついているストラップは、俺が作ったダイダイのあみぐるみストラップだ。

「どしたの？」

　無言で見つめてきた彼女は、下唇を突き出した。

「行ってきますは？」

　一緒に家を出るのに言うのもどうかと思うが……挨あい拶さつは大事だよなぁ。

「行ってきます」

　ななのは満足そうに頷き、「行ってきます」と返してくる。これなら、「おかえりなさい」もきっと言ってくれるだろう。

　何故なら「行ってきます」を言う場所は──必ず帰ってくる場所なんだから。
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　そして、拙作を手にとって頂いた読者の皆さま。

　本当にありがとうございます。皆さまにとって、この話がちょっと楽しい暇つぶしになれる事を祈りつつ、あとがきとさせて頂きます。それでは、またどこかで。
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